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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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巻末特別付録

立華の優しいＩＴ説教部屋







　ＳシステムＥエンジニアは最高の仕事だ。この世に存在するＳＥ以外のあらゆる仕事を除けば


──とあるプロジェクトマネージャーの言葉
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　平凡な人生を送るのは難むずかしい。

　そんな台詞せりふを桜さくら坂ざか工こう兵へいは生まれてこの方、嫌いやというほど聞かされてきた。

　分かってる。分かってるのだ。

　ロックスターを目指さなくても、Ｆ１レーサーにならなくても、トップアスリートへの道を突き進まなくても。

　普通の人生は非情なまでに辛つらく厳きびしい。

　高校受じゆ験けんは悪夢だった。

　大学受験は地じ獄ごくだった。

　学校の人間関係は複雑怪奇で、無ぶ難なんな立ち位置を維い持じするのにとてつもない努力が必要だった。

　運良く第一志望の大学に合格したあとも同じだ。東京で一人ひとり暮らしを始めた工兵に社会の荒波は容よう赦しやなく押し寄せてきた。

　コンビニのバイトで金銭の重さを知り、サークルの上下関係に社会の階層を垣かい間ま見み、自じ炊すいの失敗で母親の偉大さを思い知らされた。家賃も光こう熱ねつ費ひも水道代も、生きていくには何もかもコストがかかるのだと気づかされた。

　平凡な人生を送るのは難しい──

　工兵はその事実を骨身に染みて理解している。

　だが。

　だがしかし。




　平凡な就職をするのが、これほど難しいとは思ってもみなかった。




　大学三年生の二月、初めての採用面接が不合格に終わった時、工兵の感想は「バイトの面接と随ずい分ぶん雰囲気が違うもんだなぁ」という暢のん気きなものだった。

　三月になり不合格の数が十を超えると、初めて「これは何か対策を立てた方がよいのかも」と思い始めた。

　四月になり一次採用が終しゆう盤ばんを迎えると、携けい帯たいの圏けん外がいが怖くなり始めた。電波の届かないところに移動した瞬しゆん間かん、採用担当から電話があったら。電話が通じないことで面接予定者のリストから外はずされたら。──そう思うと携帯を数分おきに確かく認にんしないと安心できなくなった。

　五月。

　大手企業の採用が一段落した時。

　工兵の内定数は相変わらずゼロのままだった。

　不況、採用抑よく制せい、雇こ用よう調ちよう整せい。まぁ、そうは言っても自分の大学はそこそこ名も通ったところだし、最終的にはなんとかなるだろうという油断、慢まん心しん。サークル活動やら何やらで、同期よりほんのわずかに遅れた就しゆう職しよく活動の取りかかり。

　色いろ々いろ理由はあったのだろう。一つ一つは多た分ぶん落ち着いて取り組めば対処可能な問題。──だが最初のつまずきは工こう兵へいの心に小さな焦あせりを生み出し、次第次第に彼の就職活動を迷走させていった。

　大して知ち識しきのない業界に応おう募ぼし、都市伝説のような面接の必勝法にすがりつき、ほとんど無ぶ様ざまなまでに面接官の望む答えを見つけ出そうとした。

　しかしそんな付け焼き刃の対応がうまくいくはずもなく、六月になっても工兵の内定はゼロのままだった。

　サラリーマンになれないことがこれほど絶望的な気分だとは思ってもみなかった。まるで自分の人間性を否定されたような、自分という存在を丸ごと拒絶された気分だった。

　大学の仲間は一足先に内定を獲かく得とくし、残り少ない学生生活を楽しんでいた。一体自分と彼らで何が違うのか、冷静さを失った工兵にはさっぱり理解できなかった。分からないまま、彼はほとんど生ける屍しかばねのように携けい帯たいの着信を確かく認にんし続けた。

　七月──

　梅つ雨ゆがあけ、夏の暑さがそろそろ本番となる頃ころ。

　実家の両親から連絡があった。

　就職が決まらないなら──東京で働き口がないのなら実家に戻ってこいと。

　工兵の実家は老舗しにせの商店で、彼一人ひとりなら働けるだけの余裕はあった。厳げん格かくな父親にしてみれば息子が定職にも就かず留年するなんて許せなかったのだろう。

　就職先を決めるか、実家に戻り家業を継ぐか。

　崖がけっぷちの二に者しや択たく一いつをつきつけられた工兵は、最後の望みを託し就職サイトの秋採用特集にアクセスした。

　そして、七月も終わりかけのある日。

　彼はその求人を見つけた。

　株式会社スルガシステム。

　聞いたこともない企業だった。業種はシステム開発、情報処理。募集職種はシステムエンジニア。社員数は三十数名、創立まだ数年の小さな会社だった。

　就職活動をはじめたての彼であれば、おそらくこんな求人に見向きもしなかっただろう。工兵はメールとインターネット、卒そつ論ろん用ようのワープロ以外にＰＣを使ったこともなく、自分がエンジニアとして活かつ躍やくする図など想像もできなかった。何より学生の間でＳＥはとにかくきつい仕事と噂うわさされており、大手ならともかく中小の情報処理会社など検討にも値しないはずだった。

　だが募集要項の下に書かれた一文が工兵の目を引きつけた。




『まだ見ぬ君の可能性を求めて──』




　自分の……可能性──

　度たび重かさなる不採用で自信を失っていた工こう兵へいに、その言葉はズシリと重く響ひびいた。自分の中に可能性と呼ばれるものがあるならそれを見つけてみたい。求める人達のために役立てたい。そんな熱ねつっぽい感情が工兵の心に湧わき上がってきた。

　スルガシステムの求人広告は独特だった。

　求める人材像やキャリアパスの説明はほとんどなく、Ｙさんという新しん米まいエンジニアの日常が淡たん々たんと書きつづられていた。

　Ｙさんは文系出身でコンピュータに関して素人しろうと同然だった。

　慣なれない業界で基き礎そとなる知ち識しきもない。だが顧こ客きやくにはスルガシステムのエンジニアとして一人前の働きを期待される。

　挫ざ折せつと再起、挑戦と失敗。

　何度となく「もうやっていけないのでは」と思い、その都つ度ど先せん輩ぱい社員に励まされ立ち上がっていく。そしてついに大だい規き模ぼプロジェクトをやりとげ、顧客から感かん謝しやの言葉を勝ち取るのだ。

『ありがとうＹさん、あなたのおかげで当社の新システムは無事稼働カツトオーバーしました』

　───。

　最後まで読み終わった瞬しゆん間かん、工兵は不覚にも涙していた。

　逆風に抗あらがい目的に向かって突き進むＹさん、彼の姿が今の自分とだぶって見えた。

　そうだ、どんなに苦しくったって、辛つらくたって。諦あきらめなければなんとかなる、道は開ける。──

　気づけばスルガシステムの募ぼ集しゆうにエントリーしていた。

　返事はすぐに来た。

　説明会の候補日と場所、採用プロセスの簡かん単たんな説明。工兵は全すべての予定をキャンセルし説明会を予約した。

　そこから先は噓うそのように順じゆん調ちようだった。

　説明会に書類選考、筆記試し験けん。人事面接に役員面接。

　面接対策をたてるまでもなかった。

　Ｙさんのようになりたい、そう思っただけでマニュアルと違う自分の言葉が出てきた。熱っぽく意気込みを語る工兵に面接官は力強くうなずいてくれた。

『桜さくら坂ざかさんは本当に優ゆう秀しゆうな方ですね』

　人事の担当者はニコニコしながら言った。

『弊へい社しや以外にも、最終選考まで残っているところがあるんじゃないですか？』

　とんでもない！　と工兵は首を振った。

　自分は御おん社しやを第一志望に考えています。他社に応募するつもりはありません。

『なるほど』

　採用担当者は真ま面じ目めな顔でうなずいた。うなずきながらずいと身を乗り出す。

　であれば、是ぜ非ひ内定承しよう諾だく書しよにサインをいただきたい。実を言うと他ほかにも内定候補者がいまして、手続きが遅れると採用枠わくが埋まってしまうかもしれないんです。いや、これは桜さくら坂ざかさんだから話すんですがね。──

　工こう兵へいは二つ返事でうなずき承諾書にサインした。

　こうして──工兵の就しゆう職しよく活動は呆あつ気けなく終わりを迎えた。

　彼は実家に連絡し、卒業後の進路が決まったと告げた。

　両親は聞きき慣なれぬ社名に首を捻ひねったものの、約束通り実家への帰き還かんを諦あきらめてくれた。

　サークルやゼミの知り合いも、工兵の内定を知るや祝福の言葉をかけてくれた。

　当たり前の日常──誰だれもが送る平凡な人生を彼は取り戻したのだ。




　それからしばらくしてテレビで詐さ欺ぎ商法の特集を見た。

『詐欺の手口で、よくあるのはですね』

　消費者問題の専門家という男性が、のんびりした口く調ちようで言った。

『まず成功体たい験けんを伝えます。このお守りを買ったら商売が上向いたとか、受じゆ験けんに成功したとか、そういうのをですね。実例として話すわけです。で、次に危き機き感かんを煽あおる。今買わないと在庫がなくなる。最後のチャンスだとか言ってね』

　なるほどー、と司会のアイドルが大おお仰ぎように相づちを打った。

　男性はうなずきながら話を続ける。

『あなたは特別だ──とも言いますね。あなたのように特別な人だからこの話を教えたんだって。まぁよく考えれば胡う散さん臭くさいわけですが。だってよく売れる商品なら、わざわざ一人ひとり一人ひとり口く説どいて回る必要ないでしょ（笑）効率の悪い』

『あははー、確たしかにー』

『まぁ詐欺師は騙だましやすい人を狙ねらいますからね。気の弱い人とか悩み事のある人とか、あと何か切せつ羽ぱ詰つまってる人とか。つまり冷静な判断力をなくしてる人ですね』

　私は普ふ段だんから冷静じゃないし、すぐ騙されちゃうかもー。アイドルの天然な発言に会場がどっと沸く。

　風ふ呂ろ上がりのコーラで喉のどを潤うるおしながら工兵はこくりと首を傾かしげた。




　はて……なんだか最近似たような話を聞いた気がするけど、なんだっけ？
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　四月一日、水すい曜よう日びの東京は雲一つない快晴だった。

　日差しが眩まぶしい。太陽の光が質量を持ち肌を叩たたいているようだった。工こう兵へいはＪＲ御お茶ちやノの水みず駅の改かい札さつを抜け額ひたいに手をかざした。右手には神かん田だ川がわ、左手にスクランブル交差点が見える。こぢんまりとしたビルが多いせいか都心にもかかわらず空は広く感じられた。

　いよいよだ。

　工兵は背筋を伸ばす。

　今日きようこの時から自分の社会人生活は始まる。学生時代とは異なる未知の世界、勉学ではなく労働が役割となる社会。

　同期はどんな人達だろう。入社式は、研修では何をやるのか。配属はまだ先だろうけど職しよく場ばの様よう子すくらいなら見せてもらえるかもしれない。先せん輩ぱい社員に会ったらなんと言って挨あい拶さつしよう。ああそうだ。自己紹介の台詞せりふ。忘れないうちにもう一度復唱しておかなきゃ。

『桜さくら坂ざか工兵です。趣しゆ味みはスノボ（一度しかやったことないが）と古本屋巡めぐり（ブックオフで漫画を漁あさること）。お酒はそんなに強くありませんが誘われれば喜んでいきます。精一杯頑がん張ばりますので、皆様どうぞよろしくお願ねがいいたします』

　時刻表脇わきの鏡かがみに向き直りしかつめらしい顔で囁ささやく。

　よし、大丈夫覚えている。

　満足げにうなずき工兵は自分の立ち姿をチェックした。

　ネクタイ良し、髪型良し。靴くつ紐ひもも──うん、ほどけてない。時間は始業の十五分前、全すべて予定通りだった。

　スルガシステムのビルはここから西に数分、明めい治じ大学の裏手にある。今から向かえば余裕で入社式に間に合うはずだった。

　工兵は鞄かばんを開け、中からコピーの束たばを取り出した。タイトル欄らんには太文字で『先輩社員の言葉』とある。自分にこの業界を志させたＹさんの記事だった。何度も読み返すうち、紙の端は折れ曲がり印刷も滲にじんでいる。だが工兵にとっては何にも勝まさるお守りだった。

　Ｙさんの写真に向かって黙もく礼れい、入社式の無事を祈る。気合充じゆう塡てん完了。工兵はコピーをしまいスクランブル交差点に向かった。

　───。

　朝の駅前交差点は戦場のようだった。信号が青に変わった瞬しゆん間かん、雑ざつ踏とうが奔ほん流りゆうと化し横断歩道に雪な崩だれ込む。工兵は半ば押し出されるようにして対岸にたどりついた。額の汗を拭ぬぐいながらファストフード店の前を通過、コーヒーショップ奥の三さん叉さ路ろを左に折れる。そのまま何分か歩いていくと、飲み屋の看かん板ばんが途と切ぎれ一転ビジネス街の景け色しきが現れた。

　地図を確かく認にんし細い道を水すい道どう橋ばし方面に向かう。予備校の校舎を通り過ぎた先に目的地はあった。ガラスとタイル張りの壁かべを組み合わせたシックな建物。今日から彼の働く職場──スルガシステムの社しや屋おくだった。

　ごくりと喉のどを鳴らしエントランスに踏み込む。自動ドアが外の喧けん噪そうを断ち切り静せい寂じやくが訪れた。エレベーターに近づき入居者表示を確かく認にん。スルガシステムのオフィスは……七階か。面接や会社説明で何度か訪れているのになかなか覚えられない。

　エレベーターに乗り７のボタンを押した。

　軽いＧとともに階数表示が２から３、４へと変わっていく。

　深呼吸を一回、気づけば背筋が伸びていた。表情を引ひき締しめ、誰だれに出くわしてもよいよう姿勢を正す。

　５。

　６。

　７──

　ポーンとチャイムの音が響ひびいた。身体からだを強こわばらせる工こう兵へいの前で扉とびらが開いていく。冷たい空気が顔を撫なでた。

「………」

　薄うす暗ぐらいエレベータホールに人の姿はなかった。窓からの光がうっすらと床ゆかを照らしている。一階と同様、耳の痛くなるような沈ちん黙もくが通路に満ちていた。

　奇妙な違和感を覚えながら工兵はホール向こうの受付に向かった。そろそろ始業時間だというのに、誰もいないのだろうか？

　狭い待合いスペースには古びたソファーと傘かさ立たてて、観かん葉よう植物が並んでいた。無人の受付に白い内ない線せん電話がぽつんと置かれている。

　───。

　なんとも言えない不安が心を満たす。人事からのメールでは四月一日本社に集合とだけ伝えられていた。てっきり受付で人事が待たい機きしているか、入社式会場への案内があるものと思っていた。

　もしかしてメールを読み違えたのか？　──いや、そんなはずはない。一体何度読み返したと思っているのか。集合場所、時間、当日の持ち物。モニタに穴が開くほどメールの内容を確認した。

　今日きよう、朝九時半に本社を訪問すること。これは間違いない。一階に案内板もなかったから、どこか他ほかの場所──会かい議ぎ室しつに集合ということもないはずだった。

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。

　混乱しかけた意い識しきを鎮しずめ考える。ひょっとして、ここで人事を呼び出せということか？　周囲に誰もいないのは自分が最初に到着したから。時と計けいを確認すると集合時間のわずか五分前だったが、工兵はその事実を意識から追いやった。

「………」

　無言で内線電話に近寄り受話器を取る。

　番号案内の貼はり紙がみを確かく認にんし面接の時にかけた番号──総務部の内ない線せんをコールする。そこの代表に電話すれば人事担当にも繫つながるはずだった。

　祈るような気持ちで耳をそばだてる。くぐもった呼び出し音が受話器の奥で響ひびいた。

　一度、二度、三度。

　──誰だれも出ない。

　続いて四度、五度、六度。コール音が十を超えた時点で工こう兵へいは受話器を置いた。もう一度番号を確認しかけなおす。だが結果は同じ、何度コールしても内線は繫がらなかった。

　じわりと嫌いやな汗が背中からにじみ出してきた。

　恐ろしい想像が脳のう裏りに浮かぶ。

　仮に、仮にだ。最初のメールのあと、集合場所の変更連絡が来ていたら？　それに気づかず古い方のメールのみ確認していたら？　普通で考えればそんなことはありえない。だが例えばの話、新しく届いたメールが迷めい惑わくメールフォルダに入っていたら──

　全身から血ちの気けが引く。入社初日から遅ち刻こく、会社の人達はどう思うだろう。間違いなくよい印象は持つまい。『あいつはこういう時でも平気で遅刻する奴やつだ』そんな感想を抱くかもしれない。

（ど、どうしよう……）

　助けを求めるように工兵は周囲を見渡した。

　───。

　こうなったら他ほかの部署に電話してみるか。不ふ審しんがられるかもしれないが、事情を説明すれば無む下げにはされないはずだ。人事に取り次いでもらい入社式の場所を確認する。──よし。

　意を決し受話器をつかんだ時だった。

「──ああ、桜さくら坂ざか君」

　背後でのんびりとした声が響ひびいた。

　振り向くとスーツ姿の男が立っていた。線の細い柔にゆう和わな顔立ち、女性と見まごうばかりに白い肌。高い鼻び梁りようの上で垂れ気味の目が微笑ほほえんでいる。年の頃ころは二十代後半、小こ脇わきに書類を抱え反対の手に携けい帯たい電話を握っていた。

「あ……」

　工兵はぱちぱちと目をしばたたいた。全身の緊きん張ちようが一気に抜け落ちる。総務の採用担当だった。

　男はちらと腕うで時計どけいに視線を落とした。「おっと」と肩をすくめる。

「もうこんな時間か。ごめんね、ちょっと朝一で打ち合わせ入ってたんで。──結構前に着いてた？」

「いえ……」

　何気ない口く調ちようで言われ混乱する。採用担当がいる以上、やはり集合場所はここで間違いないのだろう。だがだとしたらなぜ他の新人が見あたらない？

「あの……」

　躊躇ためらいがちに訊たずねかけて妙な違和感にとらわれる。目の前の採用担当──なんだろう、面接の時とえらく感じが違う。あの時の彼はもっとこう、銀行員のように生き真ま面じ目めな雰囲気を漂わせていた。だが今は良く言えばフランクな、悪く言えばひどくだらしない格好だった。ネクタイは緩ゆるみ、シャツの第一ボタンは無む造ぞう作さに外はずされている。ボリュームの多い茶髪が後ろに流されライオンの鬣たてがみみたいになっていた。

「他ほかの人は……まだついてないんですか？」

「他の人？」

「新入社員です」

　採用担当は首を捻ひねった。片かた眉まゆを持ち上げ「……いや？」とつぶやく。

「いないけど」

「いない？」

「今こ年としの入社は桜さくら坂ざか君、一人ひとりだよ」

　工こう兵へいは目を丸くした。

　新入社員が……自分一人？

「いや……え、でも、あれ？　面接の時、他にも内定者がいるとか言ってませんでしたっけ？」

「ん……？　言ったっけか、そんなこと」

　採用担当はもう一度、さっきと反対側に首を傾かしげた。記き憶おくを探るように視し線せんを彷徨さまよわせた後、肩をすくめる。

「それはまぁほら、内々定出したからって全員入社するわけじゃないからさ。辞退する人もいるわけだし」

「で、でも──」

　まさか全員辞退したわけではあるまい。面接の時、採用予定人数は三人から五人と聞かされていた。その枠わくが埋まりそうだというので工兵は急ぎ内定承しよう諾だく書しよにサインしたのだ。採用枠に余裕があるなら、一度持ち帰りどうするか考えたはずだった。

　混乱する工兵の肩を、だが採用担当は気安い調ちよう子しで叩たたいた。

「ま、ま、こんなところで立っていてもなんだからさ。そこの──会かい議ぎスペースで待っててよ、すぐ社長呼ぶから」

「社長？」

　採用担当はうなずいた。

「新しく入った人とね、うちの社長、入社時に面めん談だんしてるの。入社式とか特にやらないんで、そのかわりにね」

　社長と個別面談──、そう聞いて気分がわずかに上向く。会社のトップが自分一人のために時間を空あけてくれるのか。もしかして──期待されている？　なんとも言えない感覚が身体からだを満たした。採用人数の件は気になるが自分が聞き間違えていただけかもしれない。担当の雰囲気も面接時の緊きん張ちようで違って見えたのかも。……うん、きっとそうだ。

「──ああ、社長ですか？　はい……はい。例の新人です。今ミーティングスペースＢにいるんで来てもらえますか。……ええ。──はい、分かりました。それでは待ってますんで。では」

　工こう兵へいをミーティングスペースに導みちびき、採用担当は携けい帯たい電話をしまった。

　パーティションの裏に机と椅い子すが置かれている。採用担当は工兵を手前に座らせ中座した。戻ってきた時には両手に紙コップのお茶を持っている。

「あ、どうも」

　紙コップを受け取り工兵は頭を下げた。口をつけてよいか迷った後のち、とりあえず机に置く。かわりに彼は訊たずねた。

「あの……社長ってどんな方ですか？」

「ん？」

　採用担当は工兵を見た。

「どういう人？　……どういう人ねぇ」

　つぶやきながら口元を歪ゆがめる。

「まぁ大らかな人だよ。細かいことは気にしないし、基本現場に任せてくれるから仕事はやりやすいかな。僕に下りてくる指示も、いついつまでにこのニンクで何人揃そろえろって案あん配ばいだから。スキルセットとか経歴とか細かく指示してこない分、調ちよう達たつは楽だね」

　へぇ……と工兵は曖あい昧まいに相づちを打った。専門的な単語はよく分からないが、社員を信頼し仕事を任せてくれるタイプということだろうか。

「ただ大ざっぱすぎて困る時もあるけどね。こないだなんて大変でさ。コールセンターの要員って言うんで二人ふたり手配したらコンサルティング要員ってオチで。頭の『コ』しかあってないっつーの。客出しのニンクは決まってるし、もうどうしようかって」

　………。

　えーっと……。

　いまいちイメージが湧わかないが軽い口く調ちようで言ってるから大した失敗じゃないのかな？　現場を信頼し、たまにそそっかしいミスをしでかす社長。……うん、憎めない人物だ。

　ところで先さき程ほどから採用担当がつぶやいている単語、──ニンクってどういう意味なのだろう。字じ面づらを思い浮かべ意味を訊たずねようとした時だった。

　ドタドタと騒そう々ぞうしい足音がオフィスの奥から響ひびいてきた。

「お、おいでなすった」

　採用担当の声に工兵は慌あわてて姿勢を正した。背筋を伸ばし表情を強こわばらせる。固かた唾ずを吞のみ採用担当の背中をうかがっていると、不意に鋭するい光が彼の目を射い貫ぬいた。

（………？）

　パーティションの切れ目に赤いボールのようなものが現れていた。磨き上げられた表面が照明を浴びつやつやと輝かがやいている。

　なんだ？　と思った瞬しゆん間かん、ボールがぐいとこちらに差し入れられた。球の中なか程ほどにぎょろりと二つの目が現れる。肝きもを潰つぶす工こう兵へいの前に、次いで扁へん平ぺいな鼻、濃こい口ひげ、分厚い唇が姿を見せた。眉み間けんと顎あご、鼻の両脇わきに何本も深い皺しわが刻まれている。そこまで見てやっと工兵は、それが人間の頭だと気づいた。禿はげ頭あたまの男がこちらを覗のぞき込んでいる。

「おお！　生きが良さそうだな！」

　ボールが喋しやべった。

　鼓こ膜まくがビリビリ震ふるえるような胴どう間ま声ごえだった。男はにいと唇を歪ゆがめミーティングスペースに入ってきた。

　子こ泣なき爺じじいだ──

　一目見てそう思った。

　小こ柄がらで短足。頭だけがやたらと大きい。綺き麗れいにそり上がった頭が酒焼けのように赤く色づいている。これで腹掛けでもしていたら本当に妖よう怪かいと見間違えそうだったが、幸いにも男の服装はジャケットにスラックスという一般的なものだった。

　男は席に着くなり無ぶ遠えん慮りよに工兵を眺め回した。

「君、徹てつ夜やは大丈夫か？　体力に自信がないとうちではやってけんぞ。まぁ少々体たい調ちようを崩したところで本当に忙しい時は病院に行ってる暇ひまもないがな！」

　がははははと豪ごう快かいな笑い声。呆あつ気けにとられる工兵の前で、採用担当が慌あわてた様よう子すで男を遮さえぎった。

「社長、社長」

　採用担当は工兵をうかがいながら声を潜ひそめた。

「よしてくださいよ、新人を脅おどかすのは。それじゃあまるで、うちが残業の多い会社みたいじゃないですか」

「……ん？　……ん、ああ、そうか。そうだったな」

　咳せき払ばらいを一回、子泣き爺はやや不満げに工兵を一いち瞥べつした。その間、工兵はただただ目を白黒させている。社長──？　この人が？

「じゃあ改めて紹介します。こちら桜さくら坂ざか工兵君。××大学の出身で……確たしかゼミではマーケティング戦略を専攻してたんだっけか」

「え？　あ、ええ。はい」

　唐とう突とつな振りに狼狽うろたえながら、それでも工兵はこくりとうなずいた。

「口コミを使った宣伝手法について研究していました。卒業研究では実際に学内で噂うわさを流して、それがどんな風ふうに広がっていくか調しらべたりもしていました」

「ふぅむ」

　社長は採用担当から工こう兵へいのレジュメを受け取った。しげしげと眺めた後のち、つぶやく。

「君──、結婚はしておらんだろうな」

「………？　はい、まだ──ですけど」

　結婚どころか付き合っている彼女さえいない。質問の意図が分からず瞬まばたきしていると、社長は更さらに妙な問いかけをしてきた。

「当然、子供はいないな」

「……はい」

「実家か？　それとも一人ひとり暮ぐらしか？」

「一人暮らしです」

「親おや御ごさんはまめに連絡をとってくる方か？」

「……いえ？　そんな頻ひん繁ぱんには──」

　曖あい昧まいな口く調ちようで答えると、社長は満足そうにうなずいた。

「つまり家のことは気にせず、存分に仕事に打ち込めるというわけだな」

「───」

　なんだろう、この妙な念押しは。まるで家族がいたら業務に差し支えるとでも言わんばかりだった。

　その後も社長はおかしな質問を続けた。虫歯はあるか、持病はないか。酒は大丈夫か。視力はどうだ？　裸眼か、コンタクトか──

　全すべてに答え終えると社長はにかっと笑った。背中を椅い子すに預け採用担当を見上げる。

「おい、今度の子はなかなか頑がん丈じようそうだな！」

「でしょう」

　採用担当は満面の笑えみで答えた。

　社長は上じよう機き嫌げんな様よう子すで工兵に向き直った。黒豆のような瞳ひとみがまっすぐに彼を見つめる。緊きん張ちようする工兵に、社長はぐいと口こう角かくを持ち上げてみせた。

「いや、すまんすまん。ご覧らんの通りうちは小さな会社でな。社員はみんな家族みたいなものなんだ。それもあって新しく仲間になる人間のことはきちんと知っておきたくてな。ぶしつけな質問で気を悪くしたかもしれんが勘かん弁べんしてくれ」

「いえ……そんな」

　工兵は恐きよう縮しゆくし、安あん堵どした。

　なるほど。確たしかに小規き模ぼな組そ織しきなら一いつ緒しよに働く相手のことはよく知っておきたいだろう。家庭環かん境きようや酒の強さ、それに虫歯とか。──

　……虫歯？

　眉まゆをひそめる工兵に社長は頭こうべを垂れた。

「──あらためて、スルガシステムの社長、六ろつ本ぽん松まつだ。よろしく頼む」

「あ、はい、よろしくお願いします」

　慌あわてて工こう兵へいも頭を下げる。社長は採用担当を仰あおぎ見た。

「それで──？　彼はどこに配属されるんだ」

「藤ふじ崎さきさんのチームです」

「おお、藤崎君のところか！」

　社長はかっと目を見開き工兵に視し線せんを落とした。

「君は運がいいぞ。藤崎君はうちの会社でもとびきり優ゆう秀しゆうなエンジニアだからな。彼の下で働けば、めきめき成長できるはずだ」

「本当ですか」

　工兵は身を乗り出した。社長は自信満々にうなずいた。

「本当だとも。丁ちよう度どいい、私から藤崎君に紹介してやろう。ええっと……君は、桜水君だっけか」

「桜さくら坂ざか君です」

　採用担当の指摘に社長は「そうだ、そうだった」とうなずいた。

「それじゃあ桜山君、ついてきたまえ。ああ──君はもういい。あとは私の方で案内する」

「そうですか……ではお願いします」

　採用担当は軽く一礼して身体からだを引いた。書類を脇わきに挟み工兵を見る。

「じゃあ桜坂君、何かあったら総務まで来てもらえれば対応するんで。──頑がん張ばってね」

　工兵は目をしばたたいた。

　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だが採用担当の目に妙な光が宿って見えた。あれ、と思い見返すと採用担当はもうパーティションの向こうに消えている。なんだろう、あの表情。まるで──自分を憐あわれむような──

「ほら、桜本君。行くぞ！」

　大声に振り向くと、社長が立ち上がり廊下に出かけていた。工兵は慌てて荷物をまとめ社長に続いた。

　というかこの人、他人の名前を覚えるのが苦にが手てなんだろうか。短い間に三度も名みよう字じを間違えられている。どこかで訂正しないと誤った名前のまま紹介されかねない。とはいえ今いま更さら改めて名乗るのも変だし、どうしよう、考えているうち工兵は廊下の突き当たりにたどりついていた。

　白い殺風景な扉とびらが目の前にある。横には入退室管理用のカードリーダー。その上にシステムエンジニアリング部と書かれたプレートがある。その名前を見て心しん臓ぞうがどくりと高鳴った。カタカナで綴つづられた部署名には見覚えがある。Ｙさんの所属部署だった。

　社長はネックストラップのカードキーをリーダーにかざした。ピッと電子音が響ひびき扉のロックが外はずれる。

　工兵はごくりと唾つばを吞のんだ。

　ここが自分の所属部署、……だとすれば扉とびらの向こうに同どう僚りようや先せん輩ぱいがいるはずだ。先さき程ほど採用担当が言っていた藤ふじ崎さきという上司──彼もこの奥で働いているのだろう。ひょっとしたらＹさんがいるかもしれない。

　可能な限り第一印象を良いものに。就しゆう活かつ時代に染みついた習しゆう慣かんが工こう兵へいの姿勢を正す。胸を軽く反らし顎あごはやや引き気味に。靴の踵かかとをあわせ鞄の取っ手を両手でつかむ。

　扉が開く。

　工兵は息を吸い込んだ。呼吸を整え、はっきりした口く調ちようで。

「失礼しま──」




　オフィスの床ゆかに人が倒れていた。




　………!?

　………！

　言葉にならない声を上げてあとじさる。上体をのけぞらせたまま、工兵は顔中の筋肉をひきつらせた。

　瘦そう身しんの──男性だった。

　白シャツに紺こんのズボン、真ん中で分けた髪が耳を隠している。顔にはハンカチが置かれ鼻から上を隠していた。瘦こけた頰ほおと無ぶ精しよう髭ひげがわずかに露ろ出しゆつし照明の光に照らし出されている。

　男は右半身を下に、やや猫背の姿勢で倒れていた。よく見れば呼吸にあわせ肩が小さく上下している。──生きてはいるのか。いや、だが──

　息を吞のんでいると、社長がつかつかと男に歩み寄っていった。耳元にしゃがみこみ大きく息を吸い込む。

「おい、藤崎君！　起きろ、私だ！」

　空気が震ふるえるような大だい音おん声じようだった。男の身体からだがびくりと跳はね上がる。ハンカチが落ち、細ほそ面おもての気弱そうな顔が露あらわになった。小さな目がぱちぱちと瞬またたき周囲を見渡す。明らかに周囲の状況を認にん識しきできていない様よう子すだった。

　だが社長は男の混乱に気づいた様子もなく、陽気に彼の肩を叩たたいた。

「なんだ、君。また徹てつ夜やしたのか！　いかんぞ、もう少し効率よく仕事しないと。夜間の空調も只ただじゃないんだからな。ビジネスタイムに片づけられる仕事はビジネスタイムにやる。だらだらやってても生産性が下がるだけだからな！」

　男は「ああ……」「ええ」「うう」と意味不明の声を上げている。きょどきょどと周囲を見渡す様子は、まるで幼児のようだった。だが社長はさっき男のことを「藤崎」と呼んでいた。それでは──この人が自分の上司？

　呆あつ気けにとられていると社長が工兵を指し示した。

「ほら、増員だ。人事から新入社員が来ると聞かされていただろう。よかったなぁ、これでもっともっと仕事をこなせるぞ」

「新入──社員？」

　藤ふじ崎さきの瞳ひとみが徐じよ々じよに焦しよう点てんを取り戻していく。社長はうなずいた。

「そうだ。えーっと、彼は……桜さくら、桜ん──」

「桜さくら坂ざか工こう兵へいです」

　慌あわてて工兵は名乗った。「桜ん──」って一体なんと紹介するつもりだ。

　……サクランボ？

「今日きようからこちらでお世話になります。よろしくお願ねがいいたします」

　工兵は一礼した。藤崎が「ああ、……はい」と平板な口く調ちようで礼を返す。その答えを聞いて社長が立ち上がった。これでもう用はすんだとばかりに清すが々すがしい表情となっている。

「じゃあ藤崎君、しっかり彼を教育して一刻も早く戦力に育ててくれよ。ニンクは──とりあえず四本でいい。来月には稼か働どう率りつを八割まで上げてくれ。いいな」

「………」

「では桜川君、頑がん張ばってくれたまえ！」

　がはははと笑って社長は部へ屋やを出ていった。扉とびらが締しまる音とともに、なんとも言えない沈ちん黙もくが訪れる。工兵は気まずい表情で藤崎と視し線せんを合わせた。

「あの……」

「おお、そうだそうだ。忘れてた！」

　声を上げかけた瞬しゆん間かん、騒そう々ぞうしい音をたてて扉が開いた。赤い禿はげ頭あたまがぬっと室内に差し入れられる。社長はぎょろついた目で藤崎を見た。

「例のメールシステム構こう築ちくな、あれ受注したぞ！」

　瞬間、藤崎の顔から一いつ切さいの表情が抜け落ちた。顎あごががくりと落ち瞳から光が消える。社長は畳みかけるように言った。

「要件は君宛あてにメールするよう先方に伝えてあるから。それを見てよろしく進めてくれたまえ。ああ、ちなみに納期は来週中だ。頼んだぞ」

「……ちょ！　ちょっと社長、待ってください！　それは……！」

　藤崎の口から初めて言葉らしい言葉が迸ほとばしった。だが叫び声は白いドアに遮さえぎられ届くことはなかった。社長は言いたいことだけ言うと、さっさと廊下に引き上げてしまっていた。

　藤崎はすがるように伸ばしていた手を、へなへなと下ろした。全身の力が抜け陸上げされた蛸たこのようになっている。

「あ、あの……大丈夫ですか」

　事情が分からないまま工兵は藤崎に呼びかけていた。社長の言葉が藤崎の心に何か回復不能なダメージを与えたのは間違いなかった。精神に生じたひび割れは放っておけば肉体に広がり目の前の男をバラバラに砕くだいてしまいそうだった。

「……ああ」

　たっぷり数十秒は沈ちん黙もくした後のち、藤ふじ崎さきはうなずいた。死し相そう漂う顔に弱々しい笑えみを浮かべ工こう兵へいを見る。

「大丈夫、……いつものことだから」

「いつものことなんですか!?」

　衝しよう撃げきだった。

　藤崎は身体からだを起こした。胸ポケットから眼鏡めがねを取り出し顔にかける。立ち上がると意外に上うわ背ぜいがあった。瘦やせ形がたなせいか妙にひょろっとした印象を受ける。

　藤崎は工兵に向き直り頭を搔かいた。

「……ごめんね、みっともないところ見せちゃって。昨日きのうは徹てつ夜や作業でね、起き抜けで頭が回ってなかったんだ。──ええっと、桜さくら坂ざか君だっけか？」

　工兵はこくりとうなずいた。藤崎は柔にゆう和わな表情で頭を下げた。

「藤崎です。君の……上長ということになるのかな。色いろ々いろ大変だと思うけど、こっちも精一杯サポートするから。よろしくね」

「……あ、こちらこそ」

　よろしくお願ねがいしますと言って工兵は一礼した。正直とても他人のサポートまで手が回りそうに見えなかったが、かといってこちらから遠えん慮りよするのも妙だった。そんな工兵の逡しゆん巡じゆんに気づいた様よう子すもなく藤崎は踵きびすを廻めぐらした。

「とりあえず席に案内するよ。荷物持ったままじゃ落ち着かないだろうし、仕事の話はそれからってことで」

「……はい」

　藤崎について部へ屋やの奥に進んでいく。

　オフィススペースは意外と奥行きがあった。二十畳ほどの空間にパーティションで囲まれたデスクが並んでいる。仕切りが高いためか見通しは悪い。全部でデスクは八つほどあるだろうか。通り過ぎながら覗のぞき込んでみるとほとんどの机は無人だった。書類や部材が山と積つみ上げられ物置のようになっている。

「ここ──何人くらいの部署なんですか？」

　ふっと疑問を投げかける。藤崎は視し線せんを彷徨さまよわせた。指を折りつぶやくような声で答える。

「六人……いや、五人かな？　こないだ一人ひとり辞めたから」

「辞めた──」

「結構出入り激はげしくてね、うちの部署」

　悲しげに言って藤崎は工兵を振り返った。口元に乾いた笑みがある。

「桜坂君は……健康に自信ある？」

「……それなりには」

「それならよかった。いやぁ、なんかね。みんな入社してしばらくすると、いきなり体たい調ちようが悪くなったとか言って。会社に来なくなっちゃうんだよね」

「………」

「目がかすんで画面が見えなくなってきたとか」

　目……？

　工こう兵へいはぴくりと眉まゆを震ふるわせた。社長の質問が脳のう裏りに蘇よみがえる。

『──視力はどうだ？』

「ビールを飲んだらアレルギーが出たとか」

『酒は大丈夫か？』

「──虫歯が悪化して家から出られなくなったとか」

『虫歯はあるか？』

　───。

　眉根を寄せる工兵に、藤ふじ崎さきはやんわり微笑ほほえんでみせた。

「でも桜さくら坂ざか君はそういう心配ないんだね。ならほっとしたよ」

「………」

　えっと……。

　なんだろう、この逃げ道が次々と塞ふさがれていく気分。真綿でじわじわと首を絞められていくような感覚。

　──気のせいだ。

　強く意い識しきして不安を振り払う。きっと偶ぐう然ぜん身体からだの弱い人達ばかりだったのだろう。間違っても仕事が辛つらくて仮け病びようを使ったなんて話じゃないはずだ。

　だってＹさんの職しよく場ば紹介には『うちの会社は、その人のできる仕事しか振らない』と書かれていたのだから。『確たしかに大変だけど、個々人の適性を見て無理のない範はん囲いで仕事を振ってもらえるから、頑がん張ばろうって気になるんです（笑）』って。

　………。

　そういえば、Ｙさんの席はどこだろう？

　社内にいるなら色いろ々しろ訊きいてみたいことがあった。今け朝さ採用担当に会って以来感じ続けている疑問、違和感。彼に確かく認にんすれば自分の不安など瞬またたく間まに氷ひよう解かいするはずだった。

　だがＹさんの所在を訊たずねるより前に藤崎が足を止めた。

　いつのまにか部へ屋やの一番奥、窓まど際ぎわの席にたどりついていた。ブラインド越しに淡あわい陽光が射さし込んでいる。パーティションの隙すき間まから背の高い観かん葉よう植物が覗のぞいていた。

　ここが自分の席？

　一いつ瞬しゆんそう思いかけるが、仕切りの向こうから軽いキータッチの音が響ひびいていた。中に誰だれかいる。

「カモメさん、ちょっといいかな」

　藤ふじ崎さきの呼びかけに答えるようにキータッチの音が止やんだ。「はぁい」とのんびりした声、次いで椅い子すを引く気け配はいがした。

　パーティションの隙すき間まから細身のシルエットが姿を現す。

　エプロン姿の──女性だった。年の頃ころは工こう兵へいよりわずかに上といったところか。長く綺き麗れいな髪を二つにまとめ背中に流している。広く露ろ出しゆつした額ひたいは陶器のように滑なめらかでくすみ一つない。涼しげな目元に柔らかな光が宿っていた。

「カモメさん、総務から連絡来てるかもしれないけど、こちら新入社員の桜坂君。今日きようからうちの部署に配属なんで、席とか社員証とかいつものように説明お願ねがいできるかな」

　藤崎の紹介に女性は「あー、はいはい聞いています」とうなずいた。椅子に座ったまま工兵に会え釈しやくする。

「──カモメです。こちらの部署の──事務とかアシスタント業務を担当しています。分からないことがあったらなんでも訊きいてくださいね」

　薄うす紅べに色いろの唇がふっと綻ほころんだ。眦まなじりが緩ゆるめられ、つぼみが開くように魅み力りよく的てきな微笑となる。どくりと鼓こ動どうが高鳴った。工兵はどぎまぎしながら会釈を返していた。
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「桜坂工兵です、よろしくお願いします」

　返してから、ふっと違和感にとらわれる。

　えっと……何？　なんて名前だって？

　カモメ──？

　聞き間違いかと思い、似た響ひびきの名前を検索する。だが思い当たる単語はない。ひょっとしてあだ名か何かなのか。だが、……なんでまたカモメ？　女性の姿を確かく認にんしても特にカモメを思わせる特徴はない。

　首を捻ひねる工こう兵へいの耳に、ふっと小刻みな打だ鍵けん音おんが飛び込んできた。

「………？」

　音はカモメのデスクから響いてきている。工兵は身体からだを傾けパーティションを覗のぞき込んだ。

　………!?

　仰ぎよう天てんした。

　カモメの両手は目にも止まらぬスピードでキーボードを叩たたき続けていた。たまに右手がマウスを操あやつりＥＸＣＥＬのシートを切り替えていく。色分けされたセルに次々と数字が叩き込まれていった。

　その間、彼女はずっと工兵達に顔を向けている。眉まゆ一つ動かさず、茶飲み話でもするような様よう子すで自分達と接している。

　呆あつ気けにとられる工兵の前で彼女は藤ふじ崎さきに視し線せんを戻した。切れ長の目がすっとすぼまり怜れい悧りな光をたたえる。

「藤崎さん、お休み中にいくつか電話がありました。Ｔ工業の三み上かみさんからコールバック依頼、Ａ製菓の赤あか松まつさんからメール確かく認にんのお願ねがい、あとＯ情報の森もり田たさんからＷＥＢが見れないので早急に対応してほしいとクレームがありました。こちらは十時までに進しん捗ちよく報告が必要とのことです。それからＳ案件のＲＡＩＤアダプタについて、午前中に発注出なければ納期に間に合わないとベンダーから連絡がありました。二時間以内に社長から発注承認をもらってください。発注書の作成はこちらで行います」

　藤崎の顔から血の気が引いていく。彼は慌あわてた様よう子すで向かいのデスクに向かった。受話器を取り上げ、はっと気づいたように顔を上げる。

「そういえばカモメさん、室むろ見みさん今日きよう来てる？　まだ席にいないみたいだけど」

　カモメはうなずいた。

「いつもみたいにラボで泊まってますよ。朝方まで作業してたから今は力尽きて寝てるんじゃないですか」

「悪いけどちょっと起こしてきて。いくつか相そう談だんしたいことがあるから。あ、あと桜さくら坂ざか君の件──」

「大丈夫です。こちらで諸もろ々もろ説明しておきますから。藤崎さんは仕事を片づけてください」

　にっこり笑ってカモメは工兵にウィンクした。それで安心したのか、藤崎はパーティションに引っ込んで電話をかけ始めた。

　あとに残ったのはカタカタという乾いた打だ鍵けん音おんだった。カモメは相変わらず画面も見ずにキーボードを叩たたき続けている。彼女は「というわけで」と口く調ちようを改めた。

「桜さくら坂ざかさん──ああ、えっと工こう兵へい君って呼んでもいいかしら？　年の近い人を名みよう字じで呼ぶのって、なんかよそよそしくって」

　そう言って人なつっこい表情を浮かべる。工兵は気け圧おされたようにうなずいた。

「……はい、大丈夫ですけど」

「ありがとう。じゃあ工兵君、君の席はここ、あたしのすぐ後ろね」

　カモメは小首を傾け工兵の後ろに視し線せんをやった。振り向くと、他ほかと同じようにパーティションで囲まれたデスクが見える。机の上に小振りな液晶モニタとキーボードがあった。

「文房具一式は引き出しに入れてあるから、足りないものがあったら言ってね。ＰＣはＯＳしか入ってないんであとのセットアップは自分でお願い。メールのアカウント情報はこれ、あとＯｆｆｉｃｅのメディア」

　ぽん、とクリアファイルを手渡される。中にＣＤ─ＲＯＭと書類が挟まっていた。

「で、こっちが服務規程と秘密保持規程。ざっと目を通したら最後のページにサインしてあたしに戻して。それからこれが通勤経路申しん請せい、給与支払い口座の申請書類、あと入にゆう館かんカードの申請書」

　腕の中にどんどんと書類が積つみ上げられていく。危あやうく取りこぼしそうになり工兵はファイルを抱え直した。

「──で、これが正式な入館カードが来るまでのゲストカード。………、と、一いつ旦たんこんなところかしら。何か質問ある？」

「……とりあえず、ないです」

　工兵は疲れ切った表情で答えた。

　正直まったくついていけていなかった。が、この場で一つ一つ確かく認にんしてもキリがなさそうだった。あとでまとめて質問しよう。そう思って書類を揃そろえ直す。カモメは満足そうにうなずいた。

「ＯＫ、じゃあ早速席について──と言いたいところだけど、その前に一つお願ねがいしてもいいかしら？」

「……はい？」

　工兵は目をしばたたいた。カモメは申もうし訳わけなさそうに首をすくめた。

「さっき藤ふじ崎さきさんが言ってたでしょ、室むろ見みさんを起こして来てって。悪いけどちょっとお願いできないかしら。あたしが行くべきなんだけど、ちょっと今──」

　皆まで言う必要はなかった。工兵と会話しながらカモメは猛烈な勢いで業務をこなしている。とても手を離はなせそうに見えなかった。

　工こう兵へいはこくりとうなずいた。

「分かりました。……えっと、ラボルームってどこにあるんですか？」

　そこの──と、カモメは窓まど際ぎわの扉とびらを示した。

「扉を出てもらって廊下の突き当たり、サーバルームを過ぎた右手よ。他ほかに部へ屋やはないからすぐ分かるはず」

「分かりました」

　一礼して踵きびすを返す。

　書類と鞄かばんを自席に置き窓際に向かう。その時、背後で「あ」と声がした。

　振り返るとカモメが心配そうな表情でこちらを見ていた。

「踏まないようにね」

　………？

　工兵は首を傾かしげた。どういう意味だろう、その室むろ見みという人がどんな寝相をしているか知らないが、まさか床ゆかに埋もれているわけでもあるまい。普通に探していれば踏むはずがなかった。

　だが意味を訊たずねるより前に、カモメはパーティションの向こうに引っ込んでいた。

　───。

　疑問に思いながら部屋を出る。

　廊下はオフィスの外周に沿って作られていた。ブラインド越しに淡あわい陽光が射さし込んでいる。反対側の壁かべを見るとパネルの上半分がガラス張りになっていた。ガラス奥の照明は落とされ、ごうごうと低い風の唸うなりが聞こえてくる。なんだろうと思い覗のぞき込むと闇やみの中に無数の光点が見えた。赤、青、黄色、宝石箱をぶちまけたような灯あかりがそこかしこに瞬またたいている。

　室内に図と書しよ館かんの書しよ架かを思わせる棚が並んでいた。棚には幅広の箱が積つまれ、色とりどりのケーブルが箱と箱、棚と棚を繫つないでいる。光点は各箱の上に灯ともっていた。

　なんとも幻想的な光景だった。夜の工業地帯を遠目で眺めた時のような気分。形容しがたい感情に突き上げられ工兵は立ちすくんだ。一体なんの部屋なのだろう。……いや、さっきカモメが何か言っていた。確たしか……サーバルームだっけか？

　サーバと言われても工兵は明めい確かくなイメージを持っていない。精せい々ぜいパソコンの凄すごい奴やつ程度の認にん識しきだった。ただ、よく巡回するウェブサイトが見られなくなると、「サーバが落ちた」と言われる。メールが届かなくなると「メールサーバに障害が発生しています」とアナウンスされる。つまり自分達の使っているインターネットのサービスがサーバと呼ばれるコンピュータにより提供されている──その程度の理解はあった。そうすると、この部屋の機き械かいは何かインターネットの一部として動いているのか。

　ざわりと気分が高こう揚ようする。

　この会社に来て、初めてＩＴ業界に足を踏み入れた実感を覚えた。そうだ、自分は今日きようからエンジニアとしてこれらの機械を扱っていくのだ。インターネットや企業システムの内側に入りサービスを支えていく。それはなんとやりがいのある仕事だろう。確たしかにこの会社は若じやつ干かん（？）変なところがあるけど、自分の目指していた仕事はできる。それで十分じゃないか。どこの会社だって予想と違うことはある。新入社員の数が事前の話と異なっていても、上司が死にそうな表情で倒れていても、仕事量がちょっとばかり多そうでも（……ちょっと？）──そんなのは些さ細さいなことだ。

（うん）

　表情を引ひき締しめ廊下を進んでいく。突き当たり右手の扉とびらが大きく開け放たれていた。扉と壁かべの隙すき間まから仄ほの暗ぐらい室内が垣かい間ま見みえる。多た分ぶんあそこがラボルームなのだろう。

　工こう兵へいは足を速めた。扉の脇わきに立ち、すっと中を覗のぞき込む。

　瞬しゆん間かん──

「……うっ」

　彼は顔をしかめた。

　広さにして八畳ほどの小こ部べ屋やだった。カーペット敷じきの床ゆかに段ボールや発はつ泡ぽうスチロール、パソコンのケースが積み上げられている。室内中央の長机に箱形の機き械かいが並べられ、甲かん高だかい風切り音を振りまいていた。無数のケーブルが蔦つたのように机の足を隠している。視し線せんを奥に転じると壁かべ際ぎわに巨大なホワイトボードが見えた。白板中央に四角と線を繫つなぎ合わせた──設計図？　のようなものが書かれている。図の横には赤字で大きく『十時まで仮眠！　起こすな！』と記されていた。

　──とんでもない散らかりようだった。

　知らずに覗き込めば台風でも通り過ぎたのかと思っただろう。廃はい屋おくやゴミ捨て場よりいくらかマシな光景。およそ会社のオフィスとは思えない眺めに工こう兵へいは言葉を失った。

　……こ、こんなところで寝ているのか？

　疑問に思いながら足を踏み入れる。埃ほこりっぽい匂においが鼻び腔こうを刺し激げきした。空くう調ちようを全開にしているのか室内は肌寒い。肩をすぼめ周囲を見渡す。見える範はん囲いに人の姿はない。机の陰で横になっているのか、あるいは──

「いてっ」

　臑すねに何か固いものが当たった。視し線せんを落とすと大おお柄がらなパソコンケースが横たわっている。段ボールに隠れていたせいで手前から見えなくなっていたのだ。

（危ないなぁ）

　眉まゆ根ねを寄せ大おお股またでパソコンケースを乗り越える。よく見るとすぐ先の発泡スチロールからドライバーが突き出していた。その向こうにはニッパーが鋭えい利りな刃やいばを上に向けている。知らずに踏みつけたら大変なことになっていただろう。工兵は背筋に冷たいものを感じた。

　ていうか、カモメさんが踏まないよう言ってたのってこのことか？　室むろ見みさんとかいう人じゃなくて、床の障害物に気をつけろと。……まぁ、確かに注意したくもなるよな。こんな有あり様さまじゃ。

　───。

　ようやくのことで長机にたどりつく。ここまで来ると床の惨さん状じようはもはや耐たえ難がたいものになっていた。カーペットがめくれ床に大穴が開いている。正体不明の金具がベアトラップよろしく段ボールに隠れている。迂う闊かつに足を動かすとケーブルに臑すねをひっかけ卓上の機き器きが転がり落ちそうになる。──

　工こう兵へいは額ひたいの汗を拭ぬぐった。まったく──なんなんだ、ここは。こんなところで人間が働けるのか？　ましてや寝るなんて。一体どんな豪ごう傑けつだ。尋じん常じような神経の持ち主とは思えない。

　とりあえず机の向こうだけ見て、それで見つからなかったら入り口に戻ろう。大声で相手の名前を呼んでみるとか、床ゆかの空あいてるところを進み直すとか。とにかくなんでもいいから他ほかのアプローチを探りたかった。このまま道なき道を進むのだけはなんとしても避さけたい。

「……よっと」

　左手を机に突き右足を前に出す。慎重にバランスを取りつつ机の向こうを覗のぞき込もうとした時だった。

「……ん」

　足あし下もとで妙な声がした。

　やや鼻にかかった、子猫の鳴き声を思わせる声こわ音ね。気のせいかと思い沈ちん黙もくしているともう一度、今度は「んー……」と気け怠だるげな声が響ひびく。──誰だれかいる。自分のすぐ下に。

　工兵は視し線せんを落とした。
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　小こ柄がらな女の子が足あし下もとに横たわっていた。




　手足を胴体に引き寄せ右半身を下にして縮ちぢこまっている。中学生くらいの──少女だった。明るい色の髪がふわりと広がり肩と床に流れ落ちている。目ま蓋ぶたを縁ふち取どる睫まつ毛げはびっくりするほど長く濃こい。すっと通った鼻び梁りようが少女の顔に上品な印象を与えていた。

　服装は周囲の惨状と反対にひどく可愛かわいらしい。肉付きの薄うすい身体からだは白のレースキャミソールに包まれ、首から肩、胸元のラインが惜おしげもなく晒さらされている。赤いプリーツスカートの裾から伸びる足は針金のように細く長い。呼吸をする度たび、剝むき出だしの肩が上下に小さく動いていた。肌は白い。疵きず一つない二の腕に真しん珠じゆのような光が躍おどっている。指でつつけばぷるりと弾力を持ち押し返してきそうな質感。清せい潔けつさと色いろ香かが危あやういバランスを取り少女の中で息づいていた。

「な……な、な……」

　頭が真っ白になる。予想外の遭そう遇ぐうに気が動転していた。なんでこんなところに女の子が？　どこから入り込んだのか。いや……、そもそも室むろ見みという人物はどこだ？　彼がいながら、どうしてこんな子供が寝泊まりするのを許したのか。

　そこまで考えて、ふっととんでもない想像が脳のう裏りを過よぎる。ラボルームで眠っているのは彼女一人ひとり、そして自分はこの部へ屋やで眠る室むろ見みという人物を探している。──

（まさか……この子が室見さん……？）

　いやいやいや。

　工こう兵へいは慌あわてて首を振った。そんなことあるわけない。だって室見さんというのは徹てつ夜やで仕事をこなし、上司から相そう談だんを持ちかけられるようなエンジニアなのだ。こんな年とし端はもいかない女の子のはずがない。

「………」

　と、とりあえず起こしてみるか。

　左手を机から離はなし少女に向き直る。やや前まえ屈かがみになり呼びかけようとして、だが工兵は大変な事実に気づいた。

　足の踏み場が……ない。

　もともとわずかな隙すき間まを、飛び石を渡るようにして進んできたのだ。そうそう気軽に方向転換できるはずない。結果、彼は上半身を傾けながら両足だけ元の位置に残す姿勢となっていた。

　ぐらりと身体からだが傾く。危ういところで踏み止まり工兵は上体を立て直した。だがそれが限界だった。これ以上は一ミリたりとも動けない。少しでも動いたが最後、バランスを崩し倒れ込んでしまう。

「う……」

　額ひたいをつぅと汗が流れていく。やばい、無理な体勢で足の筋肉が痙けい攣れんし始めている。このままいけばどちらにしろ転倒しかねない。結果としてどうなるのか。自分が怪け我がするくらいならまだいい。だがこの体勢だと間違いなく少女の上に倒れ込んでしまうだろう。寝ている女の子にのしかかる？　どう考えても犯罪だった。誰だれかに見られたら速攻で通報されかねない。

　ただでさえ自分の角度からは少女の胸元がはっきり見えているのだ。キャミソールの隙すき間まから覗のぞくささやかな胸の膨ふくらみ。わずかな谷間さえ作れていない、なだらかな二つの丘。……ていうかキャミソールってブラつけないんだな。胸の部分、裏側の生き地じが下着代わりになっているのか。もうちょっと覗き込めばそこらへんちゃんと確かく認にんできるんだけど……

　………。

　じゃなくって。

　工こう兵へいは頭を振った。

　何を見入ってるんだ、自分は。

　とにかく彼女には起きてもらわなければ。目を覚まし、今いるところから立ち上がってもらう。そうすれば足を進めるスペースくらいできる。

「あの……もしもし？」

　おずおずと呼びかける。だが少女は身動き一つしない。

「もしもーし」

　声のボリュームを上げる。

「朝ですよ？」

　無言。

「寝坊ですよ！」

　沈ちん黙もく。

「藤ふじ崎さきさんが呼んでますよー！」

　───。

　工兵は唇をへの字に曲げた。くそっ、無防備な顔で眠りやがって。僕が人じん畜ちく無む害がいな善人だからよいものの邪よこしまな人だったらどうするんだ。何せちょっと視し線せんをずらしただけで、彼女のあんなところやこんなところが見えてしまいそうなのだ。今だって、ほらこうしたら──

　………。

　ストップ！　自分、ストップ！

　いかんいかんいかん。

　なんでこう意図せぬ方向に目が動くのか。平常心だ、息を吸って深呼吸して、平静に、冷静に。

　大きく息を吐き工こう兵へいは思考を巡めぐらした。この熟じゆく睡すいしきった少女をどうすれば起こせるのか。手を触れることもできない状況で、どうしたら目覚めさせられるのか。

　視し線せんを動かす。机の上にケーブルで接続された機き器き群ぐんが見えた。前面パネルのランプが点ついているから今も稼か働どうしているのだろう。先さき程ほどカモメが〈検証〉と言っていたが、その作業で使っているのかもしれない。複雑に絡み合ったケーブルや散乱したドキュメント、走り書きのメモを見る限り素人しろうと目にも大変な作業に思えた。

　ふっと思いついて彼は少女に視線を戻した。息を吸い込み囁ささやくような口く調ちようで告げる。




「機械、片づけちゃいますよ？」




　………！

　効果は激げき烈れつだった。

　少女の目がかっと見開かれた。鳶とび色いろの瞳ひとみが虚こ空くうを睨ねめつけ上体がバネのように跳はね上がる。あとじさる余裕もなかった。細い指が工兵のネクタイを握り引き寄せる。

　………。

　工兵は喘あえいだ。

　目の前に、人形のように小さな顔がある。息がかかりそうな距きよ離り。大粒の瞳がギラギラと輝かがやき工兵を映していた。

「……指一本でも触れたら、殺す」

　桜色の唇が開き、地の底から響ひびくような声が漏れた。彼女は凶きよう暴ぼう極きわまりない視線で工兵を睨にらみつけた。

「今、エイジング試し験けん中ちゆうなの。ここで構成崩されたら一日分の作業がパーになる、出荷に間に合わなくなるの。分かる？」

「……わ、分かりました」

「本当に分かってるの？　私がこの構成組むためにどれだけ苦労したと思ってるの。あのアホ社長、ベンダーの在庫も確たしかめずに受注して、代だい替たい品ひん見つけるのにアキバのジャンク屋まで探し回ったのよ。おまけにデフォルトのファームじゃ要件満たせなくて、全台上位ファームに入れ替え。それがやっと終わって検証に取りかかったのが昨日きのう、ちなみに出荷は明日あしたよ。そういう状況の機械を片づける？　電源を落とす？　なんなのあんた。馬ば鹿かなの？　死ぬの？」

「わ、分かったんで、ちょっと手を──」

「分かってない！　そうやって口先だけごまかして逃げるつもり!?」

　あああ。

　工兵は絶望的な気分で天てん井じようを仰あおいだ。限界だった。ただでさえ危あやうい姿勢を少女の手は容よう赦しやなく揺さぶってくる。両足から力が抜け上体が揺れた。このままでは少女を押し倒してしまう。なんとか避よけようと彼は右足を前に出した。倒れかけた身体からだを支えるように、前方の空間──少女が起き上がったことで生まれたスペースに踏み出す。彼女をまたいでしまうことになるが気にしていられない。──だが。

　あ……れ？

　足が言うことをきかない。

　鈍にぶい痺しびれが神経の伝達を妨さまたげる。あたかも水の中を進むように足はゆっくりとしか動いてくれない。しまった、無理な体勢で筋肉が限界を迎えていたのか。やばいと思う間もなく靴底が下降し始める。予想より遙はるか手前、少女の細い胴体に向かって。

「……っ!?」

　少女が大きく目を見開いた。

　いや、驚おどろいている暇ひまあったら逃げてほしいんだけど──

　頭のどこかで冷静なつっこみを入れながら。

　工兵は。

　革靴の底で、力一杯少女の腹を踏み抜いていた。
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「あ、桜さくら坂ざか君、室むろ見みさんも。丁ちよう度どいいところに──って、えええ!?」

　オフィスに戻るなり藤ふじ崎さきが悲鳴のような声を上げた。顎あごががくりと落ち、愕がく然ぜんとした表情になっている。

　藤崎が驚おどろくのも無理はない。

　工兵の格好は酷ひどいものになっていた。ネクタイがほどけシャツの胸元が大きくはだけている。髪はぼさぼさの乱れ放題、額ひたいを押おさえているのは少女の投げた工具が命中したからだ。おろしたての革靴は傷だらけ、ちなみにズボンの裾すそにもひっかき傷ができている。

　もちろん少女の方も無事ではない。腹をおさえ前まえ屈かがみになって歩いている。白い顔は血ちの気けが退ひき蒼そう白はくになっていた。鳶とび色いろの瞳ひとみは死んだ魚のように濁にごり生気の欠片かけらもない。

「ど、どうしたの二人ふたりとも!?　何があったの？」

　藤崎が動転した様よう子すで訊たずねる。

　少女は工兵を一いち瞥べつした。眉まゆ根ねを寄せたまま陰いん鬱うつ極きわまりない表情でつぶやく。

「こいつがいきなり私の腹を蹴けりつけてきたんです」

「蹴り……!?」

　藤崎が目を剝むく。工兵は慌あわてて手を振った。

「え……ちょ、ちょっと待ってください、違うでしょ！　やめてくださいよ、そんな言い方するの！」

「子供を産めない身体からだにしてやるぜー、とか言って」

「言ってませんよ！　何言い出してるんですか！」

「桜さくら坂ざか君……」

「いや、ちょっと！　そんなこと言うわけないでしょ。藤ふじ崎さきさんも、信じないでください！」

　狼ろう狽ばいし裏返った悲鳴を上げていると、パーティションの向こうで「あーあ」と声がした。

　キャスターの転がる軽かろやかな音とともにカモメが顔を出す。彼女は苦笑気味に口こう角かくを押し下げた。

「踏んじゃったんだ」

「………、はい」

　工こう兵へいはうなだれた。言いい訳わけのしようもない。あらかじめ注意されていたのだから、もっと気をつければよかった。

　もっとも、気をつけたところで結果は同じかもしれない。何せ少女は本当に小さかった。立って並ぶと工兵の胸くらいしかない。身体を丸め段ボールの山に埋まったら簡かん単たんに見失ってしまいそうだった。

　中学生……だよな？

　額ひたいをさすりながら少女の様よう子すをうかがう。顔立ちは幼い。白い頰ほおはマシュマロのようにふっくらとして顎あごや唇、目元にも丸みを帯びたラインがある。長く伸びた髪はふわふわと気き侭ままに跳はね、彼女の印象を一いつ層そう子供っぽいものにしていた。

　だが、眼光だけはやたらに鋭するどい。吊つり気味の目に挑いどむような光が宿っている。ギロリと周囲を睥へい睨げんする様子は囚しゆう人じんを監かん視しする看かん守しゆのようだった。

　室むろ見み──

　藤崎は彼女のことをそう呼んだ。それではやはり彼女はここの社員なのか。いや、だが──

　瞬しゆん間かん、少女がきっと工兵を睨にらみつけた。

「なに見てんのよ」

　慌あわてて視し線せんを逸そらす。

　前言撤てつ回かい。

　こんなおっかない目の子供はいない。完全にヤクザ者の目つきだった。

「ちょっと立りつ華かちゃん、そんな風ふうに初対面の人、脅おどかさないの」

　見かねた様子でカモメが声を上げた。彼女は鼻の両脇わきにわずかな皺しわを寄せた。

「どうせまた機き材ざいの間で寝てたんでしょ。危ないから仮眠室か、せめて席に戻って寝るよう言ってるのに。こないだも清掃の人に踏まれて大おお騒さわぎしてたじゃない」

「……カモメはちゃんと見つけてくれるでしょ」

　少女は唇を尖とがらせた。不満そうにもごもごとつぶやく。

「カモメが起こしにきてくれればよかったのに」

「今日きようはちょっと手が離はなせなかったの。それに新人君と顔合わせもしてほしかったし」

「──新人？」

　カモメはこくりとうなずき工こう兵へいを見た。

「新入社員の桜さくら坂ざか工兵君。今日からこの部署で一いつ緒しよに働くの」

　少女は瞬まばたきを数回、表情の消えた顔で工兵を見た。たっぷり十数秒は押おし黙だまった後のち、ふっと顔を逸そらす。

「けっ」

「……けっ!?」

「間違えた。室むろ見みです。どうぞ、よろしくお願ねがいします」

「どんな間違え方ですか!?　一文字も被かぶってませんよ！」

　しかも物もの凄すごい棒読みだった。少女はそのままそっぽを向き沈ちん黙もくしている。気まずい空気の中、藤ふじ崎さきが慌あわてた様よう子すで補足した。

「あー……えー。というわけで桜坂君、こちらが室見立りつ華かさん。うちの部署で主おもにネットワーク系の案件を担当してもらってる。優ゆう秀しゆうなエンジニアだから色いろ々いろ教えてもらうといいよ」

「エンジニア……」

　工兵はまじまじと少女を見つめた。ということは、もはや疑う余地もない。あのラボルームで大量の機き械かいを組み上げていたのはこの少女なのだ。

　彼女は居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。自分のことを話題にされるのが苦手なのか、うつむき加減になって藤崎をうかがう。

「……もういいですか？　顔合わせだけなら検証に戻りたいんですけど」

「……ん？　ああ、いや。ちょっと待って」

　藤崎が室見を呼び止める。

「室見さん、相そう談だんがあるんで少し時間をもらえるかな。桜坂君も」

　手招きしながらミーティングスペースに歩いていく。

　自分も──？　怪け訝げんに思いながら工兵は藤崎のあとに続いた。

　丸テーブルの手前に着席する。横に仏ぶつ頂ちよう面づらの室見が並んだ。藤崎は彼らが席についたのを確かく認にんして自分も腰を下ろした。

「なんですか？」

　室見が不ふ機き嫌げん極きわまりない口く調ちようで訊たずねる。藤崎はどう話を切り出すか迷うように沈黙していたが、ややあってぽつりとつぶやいた。

「桜坂くんのＯＪＴ担当だけどね、室見さんにお願ねがいできないかな」

　───。

「……は？」

　室見が小首を傾かしげた。眉み間けんに深い皺しわが刻まれている。

「私が、──このド新人の？」

「うん」

「ＯＪＴ担当？」

　藤ふじ崎さきは無言でうなずいた。室むろ見みの眉まゆがぴくりと震ふるえる。口元が真一文字に結ばれ、なんともいえない面めん相そうになっていた。

　なんだ、一体なんの話をしているんだ。工こう兵へいは藤崎を見た。

「あの……ＯＪＴってなんですか？」

　藤崎は「ん？」と工兵を見た。説明不足に気づいたのか「ああ、ごめん」と頭を搔かく。

「ＯＪＴってのはね、オン・ザ・ジョブ・トレーニング──つまり、先せん輩ぱい社員について実業務をこなしながら仕事を覚えていってもらうこと。うちは研修プログラムとかないから、そういうやり方で新人教育をしてるんだ」

　なるほど──とうなずきかけて凍りつく。……ちょっと待った。研修がない？

「え、あの。研修……ないんですか？」

「ないよ。中途も新卒も、みんなまとめて即戦力扱い」

「い、いや、でもそんな」

　就しゆう職しよくサイトに載っていたＹさんのコメント、その２『体系だった研修のおかげで、入社当時素人しろうとだった僕もすぐ一人前のエンジニアになれました（笑）』は？

　え、まさか体系だった研修って……このＯＪＴ？

「で、どうかな室見さん」

　呆ぼう然ぜんとする工兵の前で藤崎が質問を重ねる。工兵ははっと顔を上げた。研修がないことにショックをうけている場合ではない。ＯＪＴ担当が室見ということは──この凶きよう暴ぼう娘が自分の教育係になるということだった。

　───。

　いやいやいや！

　彼は内心でかぶりを振った。

　無理、絶対無理！

　ラボルームの悪夢が蘇よみがえる。工兵の足をはねのけ逆ぎやく襲しゆうに転じた彼女は、まさにケダモノだった。

　ケーブルを彼の首に巻きつけ、床ゆかに引き倒した挙げ句、馬乗りになってドライバーを振り下ろしてきた。その時の彼女の目といったら……！　今でも忘れられない。たとえるなら職業料理人が魚を捌さばく時のような、人体を損そん壊かいすることになんの躊躇ためらいもない目つきだった。

　なんとか縛いましめを解いて逃げ出した瞬しゆん間かん、今度は後頭部にレンチを投げつけられた。ハンマーにカッター、あとハンダごても飛んできた気がする。室見的には多た分ぶん、工兵の動きを止めるくらいのつもりだったのだろう。だが、あたりどころが悪ければ比ひ喩ゆでなく昇天していた。いや、もちろん工兵だってやられっぱなしだったわけではない。なんとか彼女の得え物ものを取り上げ動きを止めようとした。だが結果はご覧らんの通りだ。彼女には一回も手を触れられず、逆に全身余すところなく傷跡を作ってしまった。正直、単純な力比べでも勝てる気がしない。そんな彼女に指し導どうを受ける？　とても無事ですむと思えなかった。

　だが工こう兵へいの抗こう議ぎより前に、室むろ見みは盛大な溜ため息いきを漏らした。

「無理です」

　妥だ協きようの余地もない、きっぱりとした口く調ちようだった。

　彼女は睨にらみ上げるように藤ふじ崎さきを仰あおいだ。

「藤崎さん、私がどんだけ仕事抱えてるか知ってるじゃないですか。素人しろうとの面倒見てられるような余裕はありません。──無理です全然無理」

「別に手取り足取り教える必要はないんだよ。簡かん単たんなタスクを与えて仕事の雰囲気をつかんでもらうだけでいい。単純作業を分担できれば室見さんも楽になるでしょ？」

「ぶんたん……？」

　室見は疑わしげに工兵を一いち瞥べつした。

「ＯＪＴの意味も知らないド新人ですよ？　何が任せられるんですか。──ねぇ、あんた、サブネットマスクの計算って分かる？　ツイストペアケーブルの結けつ線せんは？　ＴｅｒａＴｅｒｍ触ったことある？」

「………」

　工兵は目を白黒させ首を振った。室見は「ほれみろ」と言わんばかりに鼻を鳴らした。

「渡せる仕事なんかありません。テプラ貼はりや機き器きの梱こん包ぽうはカモメに手伝ってもらうし、勝手の分からない新人にやり方教えるのも手間なだけです」

「そこをまぁ、なんとか」

「なりません」

「頼むよ」

「頼まれても無理なものは無理です」

　断ち切るように言って室見は顔を逸そらした。

「だいたいそんなに言うなら藤崎さんの仕事を手伝わせればいいじゃないですか。どうせ社長の無む茶ちや振ぶり案件、山のように来てるんでしょう？」

「うん……まぁ、それはそうなんだけどね」

　藤崎はもごもごと口ごもった。なんだろう、微妙に言いづらいことでもあるのか。鼻の頭を搔かき視線をさまよわせている。

「ただまぁさ、室見さんもそろそろ中ちゆう堅けんだし、人を使うことも覚えていってほしいんだ。仕事の幅を広げるためにもね。それにネットワーク系の仕事できる人増やした方が、検証関連の予算も通りやすいでしょ？　ほら、トラフィックジェネレーター買う件とか」

「……ん」

　室むろ見みの耳がぴくりと動いた。

「今のままだと室見さんしか使う人いないから。社長のＯＫ取りづらいんだよ。検証メンバーが増えればそれに応じて環かん境きようも整備しようって話になるでしょ」

「………」

「そう言えば、今月の予算会かい議ぎ──検証機き材ざいの件も議題に上がってたっけ」

「………!?」

　室見が猛烈な勢いで振り向く。大きな目がいっぱいに見開かれていた。

　藤崎は心底無念そうに首を振った。

「あーあ、社長の説得、もう少しでうまくいくんだけどなぁ」

「……う……ぐっ」

　苦しげな呻うめき声ごえを上げ室見はテーブルに視し線せんを落とした。目をぎゅっと閉じ、両りよう肘ひじを机に突いた姿勢で髪をかき混ぜる。そのまま煩はん悶もんも露あらわに口元を歪ゆがめた。

　なんというか、そんなに嫌いやなのか。いや、別に室見のＯＪＴを受けたいというわけじゃないが。

　………。

　たっぷり十数秒は押おし黙だまった後のち、彼女は顔を上げた。拳こぶしを結び低い声でつぶやく。

「──私のやり方でいいんですか？」

　ぞくりと工こう兵へいの背筋に冷たいものが走る。まだ具体的なことは何も言われていないのに、とてつもなく嫌な予感がした。

　室見は暗い視線を正面に据すえたまま言った。

「とりあえず二週間──一いつ緒しよに動いて使いものになるか見み極きわめる。そういう条件でなら考えてみます」

「二週間……？」

「だらだらＯＪＴやっても時間の無む駄だですから。使えない奴やつはどれだけ面めん倒どう見ても使いものになりませんし。見極めるなら早いほうがいいです」

　なるほど、まぁそれは確たしかに正せい論ろんだ、が──

「確か二週間以内なら、試用期間中でも首にできるんですよね？」

　首……!?

　工兵は目を剝むいた。なんでいきなりそんな話になるんだ。だが藤崎はしかつめらしい顔で考え込んでいる。ちょっと待った、考えるような話なのか、そこ。

　藤崎は小首を傾かしげながらつぶやいた。

「その条件なら──やってくれるの？」

「トラフィックジェネレーターの件も忘れずに」

「もちろん」

「可動式のハーフラックも」

「検討しよう」

「ケーブルテスタは？」

「値段次第で応相そう談だんだね」

「じゃあ、それで」

　藤ふじ崎さきは満足そうにうなずき工こう兵へいを見た。ぽんと手を叩たたきき満面の笑えみを浮かべる。

「というわけで桜さくら坂ざか君、よかった。彼女が君のＯＪＴ担当だ」

「いや、いやいやいや！　何一件落着みたいな顔してるんですか。ちょっと待ってください、なんですか首って、困りますよそんなの！」

「いやだな、そんなのは室むろ見みさんなりの発はつ破ぱに決まってるじゃないか。きちんと頑がん張ばれば普通に評価してもらえるよ。ね、室見さん？」

「私、本気ですから」

「ははは、そうだね、それくらいの意気込みで桜坂君も臨のぞんでもらわないと」

　明るく笑う藤崎を前に、だが工兵は青くなっていた。

　室見の目は殺気に近いものを孕はらんでいる。冗じよう談だんや発破などでは断じてない。彼女は本気で喋しやべっていた。二週間で使いものにならなかったら首、自分の時間を浪費させた報むくいはきっちり受けてもらうと。

　もちろん、彼女のような一社員に首切りの権限があるはずない。だが人を辞めさせる方法はいくらでもある。いざとなればあらゆる手て練れん手て管くだを尽くし工兵の居場所をなくしてやる。そんな覚悟が少女の顔に現れていた。

「藤崎さーん、Ｏ情報の森もり田たさんからお電話入ってますけど。ＷＥＢの件、どうなってるって」

　カモメが受話器を持ったままパーティションから身を乗り出していた。藤崎は「ああ、うん。今行く」と返事して工兵達に向き直った。

「じゃあ僕は仕事に戻るんで。あとは室見さんよろしく、桜坂君も頑張ってね」

　そう言って席を立つ。工兵は慌あわてて追いすがった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　藤崎さん」

　ミーティングスペースから離はなれたところで捕まえる。横目で室見の様よう子すをうかがい工兵は声を潜ひそめた。

「む、無む茶ちやですよ。なんか僕、あの人に物もの凄すごく嫌われてる気がしますし。ほら、今も凄い目で睨にらんでるじゃないですか。……うわ！　なんか舌打ちしてる！」

　藤崎は苦笑した。

「大丈夫だよ、彼女、少し不ぶ器き用ようだからああいう物言いになっちゃうけど、基本的に面めん倒どう見みはいい方だから。真ま面じ目めについていけばいい勉強になるはずだよ」

「ぶ、不器用……？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　いくらなんでもそれは好意的すぎる見方じゃないだろうか。彼女の言動からは工兵に対する善意など微み塵じんも感じられない。完全に検証機き材ざいの交渉材料としてのみ見られていた。

　藤ふじ崎さきは工兵の不ふ審しんげな様よう子すを見て「あー」と頭を搔かいた。

「桜さくら坂ざか君が心配しているのはあれ？　さっきの検証予算の話？　自分が取引の材料に使われたとか思ってるのかな」

「そんなことは……」

　あるけれど。ていうかそれ以外にどう解釈しろというんだ。

　藤崎は眉まゆ尻じりを緩ゆるめた。

「ごめんごめん。まぁあれは半分冗じよう談だんみたいなものだから。いやまぁ検証環かん境きようが必要なのは事実だし、予算会かい議ぎも再さ来らい週しゆうにあるけれど。それで君のＯＪＴがどうこうってことは──」

　言葉が途切れる。

　ちょっと待った。……再来週？

　工兵は恐る恐る訊たずねた。

「えっと、今月の予算会議っていつなんですか」

　藤崎は視し線せんを彷徨さまよわせた。

「四月十四日の火か曜よう日びだね」

「ＯＪＴの期限っていつでしたっけ」

「今から二週間後だと……十五日の水曜日かな」

　ああ、なるほど。予算獲かく得とく会議の翌日にＯＪＴの最終日ね。それはまたなんとも奇き遇ぐうな──




　って、そのまんまじゃねぇか！




　明らかに予算さえ確かく保ほした瞬しゆん間かん、工兵が用済みになるパターンだった。

　お母かあさん。桜坂工兵の初仕事はバーター取引の材料になることでした！　やったー！

「まぁそれはともかく」

「まとめないでください！　今、藤崎さんもおかしいと思ったでしょ？　変ですよね？　明らかにおかしなスケジュールですよね!?」

「そうかなぁ」

　しらばっくれやがった！

　激げつ昂こうする工兵に藤崎は「まぁまぁ」と宥なだめるような声をかけた。

「確たしかに室むろ見みさんも検証環境のことは気にしているだろうけど。彼女だってプロだからね、ＯＪＴはＯＪＴできっちりやるはずさ」

　藤崎は「それに」と言葉を続けた。

「僕もそうだけど、今うちのチームほとんど出払っていてね。比較的社内にいるのは室むろ見みさんぐらいなんだ。確たしかにまぁ、もう少し柔らかい人の方が桜さくら坂ざか君も接しやすかったと思うけど──」

「そ、そう思うなら、もうちょっと何か考えてくださいよ。……あ、そうだ。カモメさんは？　事務の仕事をしているなら基本社内にいるんですよね？」

「桜坂君はエンジニアだから、事務を教わってもしょうがないでしょ。だいいち彼女はパートだし。正社員のＯＪＴとかは無理だよ」

「じゃ、じゃあ」

　工こう兵へいはすがりつかんばかりの勢いで訊たずねた。

「Ｙさんはどうなんですか？　あの人も確か、ここの部署ですよね？」

　そうだ。彼がトレーナーなら多少厳きびしくても納得できる。自分は彼のようになりたいと思ってこの会社を選んだのだ。もちろん実際に会ったわけでないから人ひと柄がらまでは分からないが、いくらなんでもいきなり首を宣告されたり、予算獲かく得とくの材料にされることはないはずだった。

　だが藤ふじ崎さきは不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねった。

「Ｙさん……？」

「就しゆう職しよくサイトでインタビュー受けてた人ですよ。ほら、文系出身でＳＥになったっていう──」

　藤崎は「んー？」と唸うなった。考えた後のち、眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「そんな人、いないけど？」

「いない？」

「うん」

　工兵は混乱した。

「そ、そんなはずないですよ。……え？　まさかさっき言ってた辞めた人って……Ｙさんのことですか？」

「いや、……いやいや辞めたとかそういうことじゃなくって」

　藤崎は面めん食くらった表情になった。

「Ｙ……イニシャルがＹってことだよね？　そんな名前のエンジニア、昔からこの会社にいないよ？」

「………？」

　工兵は沈ちん黙もくした。

　一体どういうことだ？　わけが分からない。Ｙさんが……いない？

　藤崎は怪け訝げんそうに工兵を眺めていたが、それ以上質問がないと見るや「じゃあ、まぁそういうことで」と歩み去っていた。自席に戻り、慌あわただしい様よう子すで電話を始める。

　残された工兵は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　はっと我われに返り鞄かばんを探る。就しゆう活かつサイトのコピーを確かく認にん。──やっぱり間違いない。そこに登場しているのはＹさんだった。ひょっとして違う部署なのか？　だがそれにしても名前さえ知られていないというのは妙だった。

「あれ……？　それ、やまと屋さんじゃない」

　いつの間に近づいてきたのか、カモメが工こう兵へいの手元を覗のぞき込んだ。胸元に大きなチューブファイルを抱えている。

「やまと屋？」

「近くの定食屋さんよ、たまに出前でオフィスに来てくれるの。あそこの鉄てつ火か丼どん美お味いしいのよねー。……って、あれ？　この文章……んん？」

　なにやら首を捻ひねり始めたカモメの前で、工兵はひたすら混乱していた。

　……えーっと。

「……そのやまとなんとかの人が、なんでこの会社の人間として紹介されてるんでしょう」

「うちの社員に本ほん音ねで喋しやべらせたら、誰だれも応おう募ぼしてこなくなるからでしょ」

　気け怠だるげな声が響ひびいた。振り向くとすぐ後ろに室むろ見みが立っている。彼女は腰に手をあて工兵を睨にらみ上げた。

「いつまで遊んでんのよ。ほら、行くわよ。あんたがどんな経けい緯いでこの会社に入ったか知らないけど、私の下についた以上相応の働きはしてもらうからね。さぁ早く来て。仕事は腐るほどあるんだから」

　ぐいと二の腕をつかまれた。そのまま力任せに引きずっていかれる。

　工兵はコピー紙を握りしめたまま呆ぼう然ぜんと天てん井じようを仰あおいでいた。

　室見の言葉が脳のう裏りを駆かけ巡めぐっている。

　うちの社員に本音で喋らせたら誰も応募してこなくなる──？

　だから適当な写真と文章を組み合わせて、それっぽい記事をでっち上げた？

　誰が？

　……考えるまでもない、あの採用担当だ。

　つまりこういうことか？　劣悪な労働環かん境きようを嫌い、どんどん辞めていく社員。欠員を補うため採用担当は就しゆう職しよくサイトで大々的に募集をかける。だがまともに募集しても、会社の規き模ぼから言ってそうそうエントリーは集まらない。だから人目を引くエピソードを捏ねつ造ぞうし、なりふり構わずアクセスを集めた。あとは応募してきた人間──今となってはどのくらいいたか疑問だが──に形だけの面接をして内定承しよう諾だく書しよを書かせる。──

『実を言うと他ほかにも内定候補者がいまして』『手続きが遅れると採用枠わくが埋まってしまうかもしれないんです』『いや、これは桜さくら坂ざかさんだから話すんですがね』──

　………。

『今こ年としの入社は桜坂君、一人ひとりだよ』

（………！）

　工こう兵へいは喘あえぐような吐と息いきを漏らした。




　ひょ、ひょっとして……だまされた？




　絶望的な事実が意い識しきを満たす。

　だが目め眩まいを覚える間もなく室むろ見みは彼を連行していく。

　気のせいか、耳元でドナドナが聞こえたように思えた。
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　ぼんと、ラボルームの机に大量の書類が置かれた。

　百科事典を二冊積つみ上げたくらいのボリュームだった。重みに長机の脚あしが軋きしみ、押しのけられた埃ほこりが宙を舞まう。

「とりあえず、これ」

　呆ほうけたままの工こう兵へいに室むろ見みは書類を指し示した。

「コピー機きくらい使えるわよね。十部コピーしといて。カラー三部に残りはモノクロで。両面、４アップ。パンチは上側。いいわね」

　騙だまされた、騙された、騙された。──

　同じ言葉が脳内を駆かけ巡めぐっている。今なら人事担当がなぜあんな哀れむような表情をしていたのか理解できた。自分は嵌はめられたのだ。普通に就しゆう職しよく活動をしていた学生なら陥おちいりようもない罠わなに、まんまと。

　だいたい、おかしいじゃないか。

　今まで見たこともない求人が通常の就活時期を過ぎた瞬しゆん間かん掲載されるなんて。しかも面接の場で内定受じゆ諾だくを求められるとか。どう考えても就職に困った学生を狙ねらい撃うちにしているとしか思えない。なんという悪徳企業。架か空くうの社員インタビューまででっち上げて。純朴な学生の心をもてあそんで。

「桜さくら坂ざか」

　一体どうしてやろうか。人事にどなりこんで説明を求める？　いや、いっそ大学の就職課かにたれこんでやろうか。そうだ、そうすれば──

「おいこら」

　室見はドライバーを取り上げると無む造ぞう作さに工兵の頭に突き刺した。激げき痛つうが脳天を突き抜け工兵は飛び上がった。

「痛い！　何するんですか!?」

「何するんですかじゃないわよ！　人が説明しているのに何ぼんやりしているのよ。ちゃんと聞いてる？」

　工兵は目をしばたたいて室見を見た。彼女の小さな手が机上の書類を押えている。えっと……ああそうか、コピーするんだっけ。

「客向けの書類だから丁てい寧ねいに頼むわよ。できたらチューブファイルに挟んで、カモメに頼めば余っているのもらえるから」

「……はぁ」

「返事ははっきりと！」

「はいっ！」

　なんというか、いちいちドライバを振りかざすのはやめてほしい。書類を取り上げ追い立てられるようにしてラボを出た。ずっしりと紙の重みが両腕にのしかかってくる。……これ全部コピーするのか。暗あん澹たんたる気分になりながら、ふっと思い出す。そういえばなんかコピーのやり方を指示されていたっけ。カラー三部でモノクロ七部、……あとはなんだっけ？　まぁいいか。普通にコピーすれば特に問題あるまい。

　オフィスに戻り視し線せんを走らせる。入り口の近くに二台のコピー機きがあった。一台は……カラー、もう一台はモノクロ原稿専用のコピー機だった。

　よっこら……せっと。

　サイドテーブルに資料を置きコピー機と向き合う。これだけの枚数だ。一枚ずつコピーしていたら日が暮れてしまう。何か効率良くやる方法はないか。頭を搔かきながらコピー機付属のマニュアルを取り上げる。『基本コピー』、『サンプルコピー』、『用紙サイズが混在した時のコピー』。……ぱらぱらとめくっていくうち『大量原稿』という章を見つける。なになに？　「原稿送り装置（フィーダー）に収まらない枚数をコピーする時は、『大量原稿』オプションをオンにし、原稿を分ぶん割かつしてフィーダーにセットしてください」。──なるほど、一いつ旦たん内部にコピー情報を蓄たくわえた後のち、一気に出力するということか。マニュアルの手順通りに書類の何枚かを試し刷りしてみる。──問題ない、重々しい機械音とともにモノクロのコピーが排出されてきた。

　よし。

　小さくうなずいて工こう兵へいは紙かみ束たばをカラープリンタに運んでいった。まずカラーコピーを一組作って出来映えを確かく認にん、あとはモノクロとカラーを並行して印刷する。

　排出されたコピー紙をモノクロプリンタに供給しタッチパネルを操そう作さ。印刷枚数を「７」にセットしてスタートボタンを押す。その頃ころにはもうカラープリンタの方も動き始めていた。見ているうち、排出トレイに紙の山が積つみ上がっていく。工兵は一息つきオフィスを見渡した。

　雑然とした室内に人の姿はない。デスクがパーティションで区切られているせいもあるのだろう。妙に閑かん散さんとした印象を受ける。カモメや藤ふじ崎さきは自席にいるのだろうか。見通しが悪いから所在を確認できない。低い空くう調ちようの音だけが天てん井じようから響ひびいてきている。

　なんか、……イメージと違うな。

　工兵は鼻の頭を搔いた。

　システム会社ってもっと騒そう々ぞうしいイメージがあった。ひっきりなしに電話がかかってきて社員が走り回っているような。……いやまぁ午前中だから、みんな外出しているのかもしれないが。──

　瞬しゆん間かん、甲かん高だかい電子音が背後で鳴り響いた。

　肩越しに振り返り眉まゆをひそめる。モノクロプリンタの操そう作さパネルに赤いランプが灯ともっていた。エラーメッセージの内容は──用紙切れ？　目を瞬またたいているうち、今度はカラープリンタが警けい告こく音おんを鳴らす。同じく紙切れを告げるメッセージだった。

　慌あわてて用紙を補充しスタートボタンを押す。だが何分もたたないうちにまたエラーランプが灯る。

　──枚数が多すぎるのだ。

　補充用の紙は一パッケージ五百枚。だが自分の持ってきた書類はその倍近くある。単純に十部刷ろうと思ったら二十回は給紙しないとならない。

　つぅっと嫌いやな汗が背中を伝う。

　……足りるのか？

　補充用紙は箱に詰められてコピー機きの足あし下もとに置かれている。何パック入っているのか分からないがよくて七〜八パックといったところだろう。どう見ても足りそうにない。

　焦しよう燥そうに突き動かされるまま周囲を見渡す。何度確かく認にんしても足下の箱以外に用紙は見あたらなかった。どうしよう。他ほかの場所にストックがあるのか。──

　室むろ見みに訊きいてみるか。

　そう思い踵きびすを廻めぐらした瞬しゆん間かん、室見の冷ややかな声が脳内に再生された。

『あぁ？　あんた、コピーくらい一人ひとりでできないの。本当使えないわね、この給料泥どろ棒ぼう』

　うわぁ。

　頭を抱えてコピー機に向き直る。駄だ目めだ駄目だ、これ以上精神ダメージを受けたら本当に立ち直れなくなる。……そうだ、カモメさんに訊いてみよう。彼女ならもう少し柔らかく相そう談だんにのってくれるはず──

　瞬間、カラープリンタが先さき程ほどまでと異なる警けい告こく音おんを上げた。

「トナー切れ!?」

　続けてモノクロプリンタが悲鳴。

「今度は用紙詰まり!?」

　バサバサと紙の落ちる音。

「うわ！　フィーダーから原稿がこぼれた!?」

　補充用紙の包みを抱えおろおろしていると唐とう突とつに後頭部をはたかれた。

「何やってるのよ、あんた！」

　振り向くと、すぐ後ろに室見が立っていた。細い肩を怒らせ眦まなじりを吊つり上げている。

「なんかやたらピーピー音がすると思って見に来たら……あ、ちょっと何してるのよ！　等倍なんかでコピーして。４アップ両面って言ったでしょ!?」

「ふぉー……あっぷ？」

　間抜け面で首を傾かしげる。室見は苛いら立だたしげに唸うなり工こう兵へいを押しのけた。モノクロコピー機のカバーを開き、慣なれた手つきで詰まった用紙を取り出す。操そう作さパネルで設定を変更し再スタート、出てきた紙を工兵に突きつける。

「ほら、こういう風ふうに出すの。これなら紙やトナーも節約できるでしょ」

　見ると片面に元原稿の四ページが縮小され並べられている。裏側も同様。なるほどこれなら八ページを一枚に集約できる。

「ああ……ったくどうするのよ、こんなに出しちゃって。社長が見たら卒そつ倒とうするわよ。カラーコピーとか結構お金かかるんだから」

「あ……あの、僕」

「こっちはいいから。カラーの方なんとかして。トナーの換え方、横のマニュアルにのってるから」

「は、はい」

　慌あわててカラープリンタに向かう。その時、オフィスの電話がけたたましい音をたてて鳴り出した。

「ちょっと立りつ華かちゃん、工こう兵へい君、どっちか手空あいてたら電話とってー」

　カモメがパーティションから身を乗り出している。別の電話に出ていたのか、片手に受話器を持ちもう片方の手で送話口を押えている。工兵はどちらを優ゆう先せんするか迷った挙げ句、内ない線せんに向かった。最も寄よりのパーティションに入り受話器をつかむ。途と端たん、切せつ羽ぱ詰つまった声がスピーカーから流れ出してきた。

『お世話になっております、私、Ｏ情報の森もり田たと申しますが、藤ふじ崎さき様いらっしゃいますでしょうか』

「え……あ、はい。えーと」

　考えてみれば企業の電話応対など経けい験けんがない。どう答えるべきか、パニックになりつつ藤崎の姿を探す。つま先立ちになりパーティションの向こうを見ると、丁ちよう度ど向かいのデスクで藤崎が携けい帯たいの通話を終えるところだった。

「しょ、少々お待ちください」

　どもりながら告げて受話器の口を押える。パーティションにのしかかるような姿勢で藤崎を見下ろした。一体どんな電話を受けていたのか、藤崎は憔しよう悴すいしきった表情で椅い子すにもたれかかっていた。

「ふ、藤崎さん。お電話ですけど」

　工兵の呼びかけに藤崎が顔を向ける。眼鏡めがねの奥で虚うつろな瞳ひとみが揺れている。青白い顔に濃こい疲労が滲にじんでいた。

「……誰だれから？」

　やばい、忘れた。

　言葉に詰まっていると、藤崎はのそのそと内線電話に手を伸ばした。

「いいよ、こっちで受ける。転送して」

「転送？」

「転送ボタンを押して、僕の内線番号──３６９２をダイヤル。繫つながったら受話器を置いて」

「は、はい！」

　頭の中で藤崎の指示を反復、必死に指を動かす。……ええっと、なんだっけ。確たしか転送ボタンを押して受話器を置いて──

　ツー──ツー。




　しまったああああ！




　工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。

　ダイヤルする前に受話器を置いちゃ駄だ目めだろう！

　ぶつ切りだった。お客さんからの電話をぶつ切りしてしまった。

　愕がく然ぜんとしていると今度は内ない線せんが鳴った。液晶に「Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ（受付）」の文字が表示されている。

「はい、システムエンジニアリング部」

　藤ふじ崎さきが内線を取り上げた。

「はい、宅配便。……受け取りですね。今うかがいま──」

　瞬しゆん間かん、計ったように藤崎の携けい帯たい電話が鳴り始める。内線に対応しつつ藤崎は携帯に出た。頰ほおと肩で携帯電話を挟み、すがるような目で工兵を見る。宅配便を取りに行けということか。こくりとうなずき受付に向かいかける。

　その時、再度外線のコール音。

『度たび々たび申もうし訳わけありません。私、Ｏ情報の森もり田たと申しますが──』

　なんてこった。

　喘あえぐように口を開いた瞬間、入り口から甲かん高だかい怒ど鳴なり声ごえが響ひびいてきた。

「ちょっと桜さくら坂ざか！　いつまで私にコピーさせてるの!?　トナーはどうなったのよ！」

「受付の宅配便って誰だれか連絡受けてたのー？　まだですかーって内線来ているけど」

　嵐あらしのような催さい促そくに翻ほん弄ろうされながら、工兵は無む我が夢む中ちゆうでオフィスを駆かけ回り続けた。




　───。

　ようやく騒さわぎが落ち着き、室むろ見みに依頼された作業もなんとか終わらせて、工兵はラボルームの机に突っ伏した。

　足あし下もとには分厚いチューブファイルが積つみ上げられている。まったく、コピーがこれほど重労働だとは思ってもみなかった。電話の応対も予想以上に神経が磨すり減る。相手の要件を聞き漏らすまいと意い識しきを張り詰めるし、自分の話し方にも気を遣つかう。専門的なことなど何一つやっていないのに、これほど疲れ果てるとは。先が思いやられた。

「一時間十八分と四十五秒。……話にならないわね。時間かかりすぎ。これじゃあ急ぎの書類とか頼めないじゃない」

　室見が冷ややかな口く調ちようで言う。工兵は暗い眼まな差ざしで室見を見た。くそっ、言いたい放題言いやがって。確たしかに自分の手て際ぎわは悪かった。無知なせいで紙やトナーを無む駄だにしてしまったのも確かだ。でもドタバタしていたのは最初だけで、やり方を覚えたあとは普通にコピーできていた。にもかかわらず時間を浪費したのは電話の取り次ぎまで行っていたためだ。あれだけ周囲が大おお騒さわぎしていたのに、室むろ見みは結局一度も電話を取ってくれなかった。彼女が協力してくれたらもう少し早くこっちの作業も終わっていただろう。だがカモメも藤ふじ崎さきも室見が電話を取らないことに何の疑問も持っていないようだった。

　──ったく、なんなんだ。……この特別扱いっぷりは。

　理り不ふ尽じんな思いでいると室見は髪をかき混ぜた。

「ま、いいわ。ちょっとこっちも色いろ々いろ立て込み始めちゃってるから、しばらく自習しといて。新しい仕事教えてる余裕もないし」

「自習……ですか？」

　って、またいきなりだな……この人は。一体何を？

「ビジネスマナーとか業界知ち識しきとか、色々あるでしょ。技術的なことはまだいいから、最低限社会人の常識くらいおさえといてもらわないと。危なっかしくて外に連れてけないし」

「はぁ……」

　まぁそれはそうだろうけど。具体的にどうすれば良いのか。自習という以上、室見が教えてくれるわけじゃないのだろう。

「何かテキストでもあるんですか？」

「テキスト？」

「ビジネスマナーの入門書とか……そういうのです」

「ないわよ。適当にググって。ネットにいっぱい転がってるはずだから」

　教材の調ちよう達たつから自前かよ！

　驚きよう愕がくの放置っぷりだった。

　ていうかこの人、本当は教育する気なんかないんじゃないのか？　作業の邪じや魔まにならないよう遠ざけておきたいだけだろ、実は！

「ＰＣはそこにある奴やつ使っていいから、パスワードは×××で」

　それだけ言うと室見は作業に戻っていった。ケーブルを取り上げ手元の書類を覗のぞき込む。工こう兵へいは仕方なく机き上じようのノートＰＣを立ち上げた。パスワードを入力してログオン、ブラウザを起動し検索窓に『ビジネスマナー』と打ち込む。

　……検索結果、八百七十七万件。

　なるほど、確かにいっぱい転がっている。

　迷った末『ビジネスマナーの基本』と題されたページをクリックする。

　何々、社会人マナーの原則。──『時間厳げん守しゆ、始業五分前には自席で待たい機き』『身の回りは整理整せい頓とん。クリアデスク、クリーンオフィス』『同どう僚りようには挨あい拶さつ、明るく声掛け』

　ほうほう。

　……目の前のトレーナーは一つもできてないんですが。

　………。

　まぁいいや。えーっと、『円えん滑かつな業務はホウレンソウから』？　なんだこれ。ああ……報告・連絡・相そう談だんの頭文字か。『業務の勘かん所どころが分かるまでは、些さ細さいなことでも上司に報告・連絡・相談して判断を仰あおぐこと。自分で勝手に動くと事故のもと！』

　──なるほど。

　二十分程かけて読み進んだ後、彼は唸うなった。

　当たり前のことだがなかなか勉強になる。何せ自分は右も左も分からない新人なのだ。こういう基本的な情報はありがたい。えーっと、じゃあ次は……。今日きようまさに苦労したことを調しらべてみるか。電話の取り方とか受け答えの仕方とか──




「んっふぅ」




　………。

　なんか、今、変な声が聞こえなかったか？

　周囲を見渡すが特に異常はない。気のせいか、首を傾かしげＰＣに向き直る。

　えー何々、電話を取るときはまずメモを準備して──




「うっふふーふぅー」




　………。




　室むろ見みだった。

　ＰＣを操そう作さしながら下へ手たくそな鼻歌を歌っている。彼女は小鼻をひくつかせ、ネットワーク機き器きのケーブルを取り上げた。

「よしよし、ちゃーんと接続したげるからね。……うりゃ。……来い」

　……うわ、パソコンと話してるよ……この人。

　どん引きだった。

　いやまぁ仕事の仕方は人それぞれだし。結果を出していればなんでもいいんだろうけど──

「キター！！」

　……うるさい。

　工こう兵へいは頭を抱えた。

　気が散ってしょうがない。

　首を横に振りディスプレイに集中する。いかんいかん、今はビジネスマナーを勉強する時間だ。室むろ見みのことなどどうでもいい。ブラウザのページをスクロール、ええっと電話メモのポイントは──

「んっふふ、ふふふん、ふーふーうふふふっふー。ふふふん、ふふふ、うふーうふーふー」
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（………）

　結局、その後も室見の妙な鼻歌や独白は続いた。そう言えばゼミでもＰＣの作業を始めた瞬しゆん間かん、やたら独り言の多くなる人がいたっけ。どうやら室見も同じ手合らしい。工こう兵へいも自宅で作業が行き詰まった時とかＰＣに向かって毒づくことはある。だからまぁ分からないことはない。ないのだが。……にしても彼女は鬱陶しすぎた。

　歌うだけならまだいい。たまに疲れたのか大きく伸びをして机に足を投げ出す。唐とう突とつに立ち上がりその場をぐるぐる回り始める。「ねむい！」と叫んだ挙げ句、本当に床ゆかで眠り込む。……いやまぁ寝ている間は静かでよかったのだが。いずれにせよ迷めい惑わく極きわまりなかった。ひょっとして彼女がラボルームにひきこもっているのって、単純に隔かく離りされているだけじゃないのか？　そんな疑問を持ちたくなるくらい彼女は自由奔ほん放ぽうだった。

　だが工兵は一応といえ室見からＯＪＴを受けている立場で、勝手に部へ屋やを離はなれるわけにもいかない。結果彼は終始雑音に悩まされながら調しらべものを続ける羽は目めになった。あれだ、予備校の自習室で予習していたら横にやたらとうるさい学生が来た気分。

　明日あしたから耳みみ栓せんを持ってこよう──

　切実な思いでいると室むろ見みが彼の名を呼んだ。

「桜さくら坂ざか」

　………？

「はい？」

　会話のない時間が続いたためか、一いつ瞬しゆん反応が遅れた。室見は画面を覗のぞき込んだまま手だけを工こう兵へいに伸ばしていた。

「ＣＤ─Ｒ」

「……は？」

「空からメディア、取ってきて」

「取ってきてって──」

　どこからだよ。

　だが室見は工兵の存在など忘れたように作業を再開している。細い指が激はげしくキーボードを叩たたいていた。とても質問できそうな雰囲気ではない。

　仕方なく工兵は席を立った。まぁいいや。カモメさんに訊きいてみればいいか。

　廊下に出ると外はすっかり暗くなっていた。携けい帯たいを覗き込むと時間は午後六時を回っている。

　うわ、いつの間に。

　いや、ちょっと待てよ。ここの定時って確たしか五時半だから、それを過ぎてるってことは──

　悪い予感は的中した。ひっそりとしたオフィスにカモメの姿はない。既すでに引き上げたあとだった。藤ふじ崎さきのパーティションを覗のぞき込むと、こちらも離り席せき中らしく銀色の携帯電話が卓上に残されていた。

　あちゃー。

　頭を搔かきオフィスを見渡す。弱ったな、これじゃどこを探せばいいかも分からない。それらしいキャビネを全部開けていく？　いや……でも自分みたいな新入りが勝手にあちこち漁あさるのもまずそうだし。──

「どうしたの？　桜坂君」

　困り果てていると後ろから声をかけられた。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男性がノートＰＣを小こ脇わきに挟み立っている。

「藤崎さん」

　救われた思いで向き直る。よかった、助かった。彼はほっと息を吐いた。

「ＣＤ─Ｒのメディア探してるんですけど、……どこにあるか分からなくって」

「ＣＤ─Ｒ？　それならこっちじゃなくて。入り口脇のキャビネだよ」

　荷物を抱え直し、ミーティングスペースに歩いていく。キャビネの扉とびらを開け棚を探りながら藤崎は首を傾けた。

「ＣＤ─Ｒなんて何に使うの？　何か納品物でも作ってるの？」

「さぁ……よく分からないんですけど、室むろ見みさんがとにかく持ってこいって」

「室見さんの仕事……？　ならキャビネの場所も教えてもらえばよかったのに」

「訊きけるような雰囲気じゃなかったんです」

　事情を察したのか藤ふじ崎さきは苦笑した。

「まぁ、彼女、仕事に熱ねつ中ちゆうすると他人のことなんかどうでもよくなっちゃうからね。悪気はないはずだから勘かん弁べんしてあげて」

　………。

　そんな人に教育を任せて良いのか？

　つっこみたくなる気持ちを抑え、代わりに工こう兵へいは気になっていたことを訊たずねた。

「……あの、室見さんてどういう人なんですか」

「？　どういうって？」

「仕事は随ずい分ぶんベテランみたいですけど……その、見た目とか性格とか」

　ひどく──子供っぽい。

　というより外見だけなら本物の子供にしか思えない。

　藤崎は視し線せんを逸そらし頰ほおを搔いた。

「彼女は……うん、まぁなんていうか、色いろ々いろ複雑でね」

「複雑？」

「まぁ追おい々おい分かるよ。ひょっとしたら彼女が自分から言うかもしれないし」

　………？

　なんだろう、奥歯に物が挟まったような言い方だった。首を傾かしげていると藤崎は工兵に向き直った。ＣＤ─Ｒを顔の横にかざしてみせる。

「これは僕から渡しておくよ。室見さんがそんな状態じゃ今日きようはもうまともに話もできないだろうし。桜さくら坂ざか君は引き上げてもらって構わないよ」

「……え、でも」

「彼女につきあっているといつまでたっても帰れないよ。まぁ残りたいなら止めないけど、桜坂君、確たしか昼ご飯もまだでしょ？」

　言われた瞬しゆん間かん、思い出したように腹の虫が鳴った。そう言えば色いろ々いろあって昼休みもまともに取れていない。唐とう突とつに空腹が意い識しきされてきた。

「……じゃあ、あの、お願ねがいします」

　ぺこりと頭を下げ工兵は気づいた。

「そういえば藤崎さんは帰らないんですか？　昨日きのうも徹てつ夜や作業とか言ってませんでしたっけ」

　藤崎は「ああ」と虚うつろな笑えみを浮かべた。

「あと二時間後に作業があってね。そのあと、深夜一時に作業があって、朝の四時にもう一つ作業があるんだ」

　ケタケタと乾いた笑い声が響ひびいた。どうやら訊きいてはいけないことを訊たずねてしまったらしい。工こう兵へいは慌あわてて退散した。




　ＪＲと地下鉄を乗り継ぎ三十分、満員電車に揺られ自宅の最も寄より駅えきにたどりつく。地下鉄の出口を抜けると駅前商店街の喧けん噪そうが工兵を迎えた。夕飯時ということもあるのだろう、坂沿いのファーストフード店やレストラン、立ち飲み居酒屋はどこも帰宅途中の客で賑にぎわっている。華はなやかなショーウィンドウの灯あかりを横目に工兵は坂を下り中華料理店の角を右に曲がった。入り組んだ路地を進むこと数分、築ちくうん十年のボロアパートにたどりつく。

　鍵かぎを開け家に入った瞬しゆん間かん、どっと疲れがこみ上げてきた。ネクタイを緩ゆるめ鞄かばんをフローリングの廊下に置く。冷れい蔵ぞう庫こからミネラルウォーターを取り出し、渇いた喉のどに流し込んだ。

　……ふぅ。

　なんとか人ひと心地ごこちついた。

　口元を拭ぬぐい居室に。テレビのリモコンを取り上げ電源をオンにする。途と端たん、騒そう々ぞうしい音楽と笑い声が室内を満たした。

　ぼんやりとテレビを眺めながら部へ屋や着ぎに着替える。住すみ慣なれた部屋でいつも通りのチャンネルをつけていると、今日一日のことがまるで夢だったように思えてくる。同期がゼロだったこともＹさんがいなかったことも、子供にしか見えない先せん輩ぱいがトレーナーになったことも。全部全部何かの間違いだったんじゃないか。今晩寝て起きれば何事もなかったようにもう一度四月一日が訪れ、自分の思い描いた通りの社会人生活が始まるんじゃないか。──

　……なんて、そんなこと、あるわけないよな。

　妄想に浸ろうとしても今日きようの記き憶おくはあまりに鮮せん明めいで、安易な現実逃とう避ひを打うち砕くだいてくれる。目を閉じれば浮かんでくる。室むろ見みの柔らかそうな頰ほお、すべすべの二の腕、艶つややかな髪、鋭するどくも美しい鳶とび色いろの瞳ひとみ。

　……いや待て、待て待て。

　なんで室見さんが浮かんでくるんだ。違うだろう。今思い出すべきはスルガシステムという会社の理り不ふ尽じんさ、今後の社会人生活に対する不安だろう。そりゃまぁ彼女はちょっと可愛かわいいけど……でもあの性格だぞ？　安易に色目など使ったらドライバで目め潰つぶしされかねない。だいたい自分が好きなのはもうちょっと大人おとなっぽい感じで。そう、たとえて言うならカモメさんみたいな──

　ぐぅと腹が鳴る。

　そうだ、食事しなきゃ。

　足取りも重くキッチンに向かう。できればこのまま眠り込んでしまいたかった。だがさすがに昼と晩の二食抜きはまずい。明日あしたが今日のように定時帰りできるとも限らないし、体力はなるべく温存しておきたかった。

　だが冷れい蔵ぞう庫こにまともな食材はなかった。そういえば会社の飲み会があることを考えて、買い出しを控えていたのだ。残っているのは缶ビールとチーズ、サラミ、バナナが何本か。

　仕方なくあり物をかき集め寝室に戻る。サラミをつまみ缶ビール片手にテレビを見ていると何とも言えない寂せき寥りよう感かんがこみ上げてきた。

　ゼミの同期とか……今いま頃ごろ、新人歓かん迎げい会かいに出てるんだろうな……。

　考えまいとしても、独り身の寂さびしさは否いや応おうなく染みいってくる。せめて実家なら今日きようのことを愚ぐ痴ちれたりもしたのだろうが。あるいは彼女でもいたら。

「ふわぁ……あふ」

　アルコールの回りが早い。強烈な睡すい魔まが脳を冒おかしてくる。バラエティ番組の派は手でな舞ぶ台たいセットを目ま蓋ぶたに焼きつけながら、工こう兵へいはベッドの上で意い識しきを失った。




　夢の中で、工兵はコピー機きと格かく闘とうしていた。

　地ち平へい線せんの果てまで続くコピー機は常にどこかで警けい告こく音おんを響ひびかせ、工兵をてんてこ舞まいさせていた。少しでも手順を間違えるとミスプリントが山のように排出されてくる。それを見た社長が憤ふん怒ぬの表情で『何をしてるんだ、桜ヶ丘君。給料からさっぴいておくからな！』と怒ど鳴なっていた。

　ジャンジャンと鳴る電話に囲まれながら、室むろ見みは悠ゆう々ゆうとノートＰＣを操そう作さしている。たまりかねて工兵は訊たずねた。

『どうしたらいいんですか、室見さん』

　室見はちらと工兵を一いち瞥べつし、すぐまたディスプレイに視し線せんを戻した。興きよう味みなさげに『ググったら』とつぶやく。

『朝四時の作業に間に合わせなくっちゃ！』

　誰だれのものとも分からぬ声が響いた。ああまずい、まずい。このままいくと作業に間に合わない。４アップで両面印刷、パンチは上側。あとどれだけこなせばいいんだろう？　千枚？　二千枚？

　意い識しきがパニックに満たされていく。木こ霊だまする警告音、電話の呼び出し、社長の怒鳴り声。

　ああくそっ、どれから片づければいいんだ。誰か、誰か教えてくれ！

『ググったら』

　室見が興味なさげに言った。
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　ひどい夢を見た……。

　四月二日木もく曜よう日び、朝九時二十分。

　頭痛と軽い胸焼けを感じながら、工こう兵へいは会社への道を歩いている。

　飲みかけのビールを枕まくら元もとに置いていたのがまずかった。夜通しアルコール臭を嗅かがされ、すっかり二日酔いのような状態になっている。

　こんなことならいっそ何も食べずに寝ていた方が良かったかもしれない。空すきっ腹ぱらにビールを流し込むとか、我われながら自殺行為だった。起きた瞬しゆん間かん後悔したがあとの祭りだ。できればもう少し横になっていたかったが、二日目から遅ち刻こくするわけにもいかない。

　まぁ……どうせまた自習かコピー取りだろうし。

　午前中は適当に気を抜きながらこなしていればいいか。午後になれば少しは体たい調ちようもよくなるはずだ。

　エレベータを降り受付を抜ける。廊下の突き当たりにたどりついてカードキーをかざした。

　そうそう、昨日きのうはここで倒れている藤ふじ崎さきさんを発見したんだっけ。あのときは本気で腰を抜かしそうになった。でも今日きようは流石さすがに二度目だから心の準備もできている。昨日の様よう子すだと多分また徹てつ夜やだろう。うん、どんな格好で倒れていても大丈夫。受け入れられる。気を確たしかに持って。扉とびらを開けて。




　オフィスの床ゆかに人が五人倒れていた。




　………!?

　………！

　ショックのあまり扉とびらを閉めていた。

　ふ、ふ、藤ふじ崎さきさんがいっぱい……いっぱい倒れている！

　意味不明な思考が脳を満たす。落ち着け、落ち着け、深呼吸だ。息を吸って、吐いて、吸って、吸って。

　冷静に考えろ。藤崎さんが何人もいるわけないだろう。今のは幻覚だ。二日酔いでものが二重、いや五重に見えているだけ。目ま蓋ぶたを擦こすってもう一度扉を開ければ。

　───。

　やっぱり人が五人倒れていた。何度見ても同じだ。ブラインドの締しめ切られた部へ屋やに動くものの姿はない。散乱したカップ麵めんの器うつわと割わり箸ばし、寝袋が床ゆかを覆おおっている。

　なんてことだ。自分がいない間に何があったのか。

　藤崎さんや室むろ見みさんが倒れているのは想定内として、残りの三人は誰だれだ？　まさかカモメさん？　あと外に出ているとかいう他ほかのメンバー？　いや、ちょっと待て。それシステムエンジニアリング部の全員じゃないか。入社二日目に部署全滅とか。どんなサプライズだよ。超展開すぎる。

　頭がくらくらする。ふらふらとよろめきかけて壁かべにすがりついた。あ、いや、やばい。こっちに倒れるとコピー機きが。

　………。

　あれ。

　壁かべ際ぎわには何もなかった。クリーム色のパネルに小振りなホワイトボードがちょこんと引っかけられている。よく見ればミーティングスペースも、デスクを覆うパーティションも見あたらない。

　目をしばたたき扉のパネルを見る。そこには『ソフトウェア開発部』と書かれていた。

　……違う部署なのか。

　混乱しながら振り向くと、廊下の途中に分ぶん岐きが見える。ああそうか、あそこを曲がるんだっけ。

　ほっとしていると、唐とう突とつに背後で悲鳴が響ひびいた。

「エンバグ！　またエンバグしてる！」

　男の一人ひとりが片手を伸ばしている。両の目はぴったりと閉じ合わされているからまだ眠っているのだろう。一体どんな夢を見ているのか、男の顔は激はげしい苦く悶もんに歪ゆがんでいた。

　………。

　工こう兵へいは無言で扉を閉めた。彼らがどんな状況にいるのか、想像するのさえ恐ろしかった。そう、自分はコピーさえ取っていればいいのだ。目指せコピーエキスパート。もう二度と嫌いやがったりしない。どんなコピーも完かん璧ぺきにやりとげてみせる。

　彼は逃げるようにソフトウェア開発部をあとにした。




「おはようございまーす」

　部署名のプレートを確かく認にんしオフィスに入る。見覚えのあるコピー機きが入り口脇わきに鎮ちん座ざしていた。こぢんまりとした空間にミーティングテーブル、観かん葉よう植物、パーティション付きのデスクが並んでいる。……よかった、自分の知っているスルガシステムのオフィスだ。

　部へ屋やの奥、朝あさ陽ひの射さし込む窓まど際ぎわで誰だれか話し込んでいる。パーティションのせいで横顔しか見えないが、あれは室むろ見みだろう。明るい色の髪につんと上向きの鼻、マシュマロのように柔らかな頰ほお。襟えりの大きなストライプのシャツに臙えん脂じのネクタイを合わせている。

　向かいに立っているのは背の高い眼鏡めがねの男性──藤ふじ崎さきだった。こんな早くから一体何を話し込んでいるのか。ていうか二人ふたりとも徹てつ夜や？　いや、でも室見の服装は昨日きのうと違うし──

「おはよう、工こう兵へい君」

　席につくなりカモメが挨あい拶さつしてきた。長く美しい髪を二つにまとめ、陶器のような額ひたいを露ろ出しゆつさせている。工兵は小さく会え釈しやくして荷物を置いた。

「おはようございます。……皆さん早いですね」

「藤崎さんは徹夜、立りつ華かちゃんは着替えだけすませてとんぼ返り、私は基本三十分前行動」

　うわぁ……。

　相変わらずひどい状況だった。だがまぁさっきの部署よりは遙はるかにましか。オフィス内の人間が全員倒れているとか、悪夢のような光景だった。配属されたのがこの部署でまだよかった……溜ため息いき混じりに独りごち荷物を開こうとした時だった。

「……え？　そんな、聞いてませんよ。困ります」

　不意に不満そうな声が響ひびいた。室見の声だった。

　振り向くと藤崎が申もうし訳わけなさそうに頭を下げている。片手に携けい帯たい電話を握りしめ、すがるような眼まな差ざしで室見を見ていた。

「無む茶ちやは承知だけど、先方の都つ合ごうでどうしても今週中ってことなんだ。なんかシステムテストが週明けに予定されているらしくって。こっちの作業が遅れると全部予定が狂うらしい」

　室見は小さな鼻び腔こうを広げ、下唇を突き出した。

「そんなの事前にスケジューリングしていなかった向こうが悪いんじゃないですか。客側のタスク管理が甘いのをこっちに押しつけられても困ります」

「いやまぁ、……そうなんだけどね。それはそうなんだけど」

　藤崎は頭を一いつ層そう低くした。

「あそこはうちの上得意だから。今後の案件を考えると無む下げに断るわけにもいかないんだ。頼むよ室見さん、後ご生しようだから」

　言いながら哀れなくらい小さく身を縮ちぢこまらせる。室むろ見みはそっぽを向いていたが、藤ふじ崎さきが頭を下げ続けているのに気づき居い心地ごこち悪げに身体からだを捩よじった。

「……ああもう、分かった。分かりました。やりますから頭を上げてください。今週中ですね」

　断ち切るように言って身を翻ひるがえす。そのまま工こう兵へいに近寄って、むんずと襟えり首くびをつかんだ。

「ちょっ、ちょ、なんですか？　一体」

「いいから黙だまって来る。仕事よ」

　強い力で立ち上がらされ、引きずっていかれる。

　いや、え、ちょっと何？　何なの？　思わず抗こう議ぎしかけたが室見は問答無用だった。

　ラボルームに入るなり工兵を長テーブルの手前に座らせた。自分は散らかり放題の床ゆかを無む造ぞう作さに進んでいき、ホワイトボードの横──古びた回転椅い子すに腰掛ける。背もたれに胸をおしつけ、くるりと回転。小さな膝ひざ小こ僧ぞうを工兵に向けた。

「本当だったらあんたみたいな素人しろうとにはやらせたくないんだけど──」

　彼女は嘆たん息そくし唇を歪ゆがめた。瞑めい目もくし、深刻な表情で考え込んでいる。ややあって考えがまとまったのか彼女は目を開いた。

「状況を説明しておくわ。今、私は五つの案件を抱えてる。どれもプライオリティマックスで納期は今月中。遅れたら大クレームの案件ばかり。……て、案件って分かる？」

「……いえ」

　室見は盛大な溜ため息いきを漏らした。

「案件ってのは仕事……プロジェクトって考えてもらえばいいわ。それぞれお客さんがいてやることが決まってる。たとえばＡ社メールサーバ構こう築ちく案件って言ったら、Ａというお客さんにメールサーバを作ってあげること。これで一案件。ま、仕事の単位みたいなもんね」

　つまり室見は今五つの仕事を並行してこなしているということか。たった一人ひとりで。昨日きのうのような作業をあと四つ行っている？

　工兵はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

　──なんというか、凄すごすぎてイメージが湧わかない。

　室見はホワイトボードの上でマーカーを躍おどらせた。顧こ客きやく名めいと案件タイトル、納期を表形式でまとめ上げていく。

「特に納期が近いのはこの二つ。Ｔ不動産のコアＬ３構築とＭ情報のインターネットゲートウェイリプレースね。このうちＴ不動産の方はあらかた検証が終わって今日きよう出荷予定。……と、そこまでもっていったら誰だれかさんが昨日の朝一でぶち壊こわそうとしてくれたわけだけど」

「………」

「ぶちこわそうとしてくれたわけだけど」

「………！」

　二回言った！

「まぁ全然気にしてないから、この件はいいわ」

　………。

　押おし黙だまる工こう兵へいを前に、室むろ見みは澄すまし顔がおでホワイトボードを叩たたいた。

「問題はもう一個の案件。Ｍ情報の方ね。もともと来週いっぱいで出荷する予定だったんだけど、さっき藤ふじ崎さきさんのところに連絡が入って来週月げつ曜よう日びには客の手元に届けてほしいんだって。もちろん実じつ機きの設定はまだ全然手をつけられてない。……まぁ私が稼か働どう１００％かければ一日二日で終わる話だけど、そうするとあんたの面めん倒どう見ている余裕がない」

「………」

「というわけで」

　室見はくるりとマーカーを回し、Ｍ情報の社名の横に大きな○を描いた。

「これ──あんたの担当」

　………。

「……え？」

　工兵は目をぱちくりさせた。

　ちょっと待った。……今なんて言った、この人。

「聞こえなかった？　あんたがこの案件を担当するの。私は別案件をこなせるし、あんたは実地で仕事を学べるし一石二鳥でしょ？」

　工兵は一いつ瞬しゆん絶句し、声を裏返した。

「……い、いや……でも、自分みたいな新人がいきなり……その、機械をいじるなんて」

　現実の顧こ客きやくがいて実際のお金が動く。そんなもの素人しろうとにやらせてよいのか？　しかも室見の口ぶりだと、自分はＭ情報の仕事を一人ひとりで担当するらしかった。とてもやり切れる気がしない。

　だが室見は涼しい表情を崩さなかった。

「技術的には初歩の内容だし、案件資料もちゃんとまとまってるわ。あんた日本語くらい読めるんでしょ。コピー機の扱いは苦にが手てだったみたいだけど」

「………」

　室見は椅い子すを回し長机からノートＰＣを引き寄せた。軽かろやかなキータッチの音を響ひびかせ液晶ディスプレイをこちらに向ける。手招きされるまま工兵はディスプレイを覗のぞき込んだ。色いろ鮮あざやかなパワーポイントの資料が画面に展開されている。

「案件概がい要ようを説明しておくわ。内容はさっきも言ったけど、インターネットゲートウェイのリプレース──つまり入れ替えってことね。今あるゲートウェイルータがパフォーマンス不足になってきたから新しいものに入れ替える、ただそれだけ」

「ルータ……？」

「ＩＰレイヤーでトラフィックをコントロールする装置。電話で言う交換機みたいなもんと思ってもらえればいいわ」

　………。

　さっぱり分からない。

「既き存ぞん機き器きのコンフィグは取得済みでネットワーク図はこれ。新しく入れる機器はＣｉｓｃｏのアクセスルータ。現状の構成を見た限り大してややこしいことしてないから、機能的には十分なはず。──そうね、ＮＡＴの記述方式が大分違うからそこだけ気をつけて」

「ＮＡＴ……？」

「アドレスの変換規則。……細かい用語はネットで調しらべて。いちいち説明するのも面めん倒どうだし。ま、いきなり実機渡されても使えないだろうし、とりあえず机き上じようで一からコンフィグ作ってみて。イニシャルのコンフィグをテキストにはりつけとくから、それをローカルで編へん集しゆうする感じで」

　室むろ見みの指がウィンドウを切替えメモ帳に文字列を張りつける。瞬またたく間まに大量のアルファベットがウィンドウを埋め尽くした。室見は「はい」とノートＰＣを差し出した。

「はい？」

「準備完了、作業にとりかかって」

　───。

　脳のう裏りで室見の言葉を咀そ嚼しやくする。

　なるほど……準備完了ね。これで用意万ばん端たん、作業に取りかかる準備が──

　できるわけないだろ！

　工兵は目を剝むいた。

「ちょ、ちょっと待ってください。無む茶ちやですよ、そんなの。今の話、半分も理解できませんでしたし。何やったらいいかのイメージも──」

「最初から全部分かったら勉強の意味ないでしょ。分からないところは調べながらやる。エンジニアの基本よ。あと何やったらいいかって、……私言ったでしょ？　コンフィグを作れって」

　だから──、そのコンフィグってなんだ。

「とにかく、四の五の言う前にまずは資料を読んで。話はそれから。ちなみに締しめ切きりは今日きよう中だから。できあがったら持ってきて」

　有う無むを言わさぬ口く調ちようでノートＰＣを押しつけられる。そのまま室見は椅い子すから立ち上がり机の向こうに歩いていった。検証機材の正面の丸椅子に腰掛け、何事もなかったように作業を始める。

　工兵はＰＣを抱えたまま呆ぼう然ぜんとしていた。頭がついていかない。意味不明な単語の響ひびきだけが脳裏で木こ霊だましている。できればもう一度、メモを取りながら室見の話を聞き直したかった。だが今質問しても室見は同じ答えを返すだけだろう。資料を読んでコンフィグを作れと。

　悩んだ後のち、ＰＣを長机に置く。床ゆかを片づけ室見と斜はす向むかいに腰掛けた。鼻の頭を搔かきながら液晶ディスプレイを見る。エクスプローラーにいくつものファイルが表示されていた。上から『お見み積つもり．ｘｌｓ』『お打ち合わせ議ぎ事じ録ろく．ｄｏｃ』『移行イメージ図．ｐｐｔ』

　先さき程ほど室むろ見みが見せてくれたパワーポイントは……最後の移行イメージ図か。とりあえず一つ一つファイルを開き確かく認にんしていく。

　───。

　……分からない。

　ざっと流し読んでみたが、さっぱり意味がつかめなかった。確たしかに室見の言う通り、この案件の概がい要ようらしき記述はある。だが以下のような文章を読んで一体何が分かるというのか。

『貴社既き存ぞんルータのＥｏＳＬにともなう故障リスク、及びトラフィックの輻ふく輳そう状況を鑑かんがみ、パフォーマンス・コスト両面で最適な代だい替たい機き器きをサイジングし導どう入にゆうする。なお代替機器については弊へい社しや実じつ績せき、及び御おん社しやスタンダードのご要件からＣｉｓｃｏ社機器を選せん択たくする（現行機器はＡ社製）』

　室見は「日本語くらい読めるでしょ」と言ったが、これを日本語と呼ぶのはどうかと思う。今まで普通に暮らしてきて、一度も耳にしたことのない単語ばかりだった。

　散さん々ざん悩んだ後のち、とりあえず分からない言葉を抜き出してみた。Ｅｘｃｅｌを立ち上げて一列目に単語、二列目に意味を書き込んでいく。確かに、だいたいの言葉はネットで検索すればヒットする。だが同じ単語が別の意味で使われている場合もあり工こう兵へいは混乱した。

　三十分ほど格かく闘とうして、ようやくさっきの文章を訳し終える。

　まず、ルータというのはインターネットの通信を宛あて先さきごとに振り分ける装置らしかった。ＩＰアドレスというインターネットの住所？　みたいなものがあり、ルータはそのアドレスを見て通信先を決める。なるほど、電話でいう交換機のようなものか。室見の例えがようやく腑ふに落ちる。

　で、それが古くなってメーカーの保守も切れるので、新しいものに入れ替えましょうという話らしかった。だったら最初からそう書けよ──と言いたかったが、工兵はぐっと不満を飲み込んだ。

　今回交換するルータはＭ情報のインターネット接続に使われていた。台数は一台。現在はＡというメーカーの機械が使われているが、それをＣｉｓｃｏ社の機械に変更する。メーカーが変わるので機械の設定ファイルも作り直しになり、それがコンフィグを作るということらしかった。コンフィグ──Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ、設定。なるほどそのまんまだった。

　だが比較的順じゆん調ちようなのはそこまでだった。

　既存機器のコンフィグを見て工兵は呻うめいた。膨ぼう大だいな文字列は全すべて英語だった。しかも普通の文章ではない。「ＡＤＤ　ＩＰ　ＩＮＴ」や「ＥＮＡＢＬＥ　ＦＩＲＥＷＡＬＬ」など意味不明なセンテンスが並んでいる。室見の張りつけたコンフィグも同様。しかも両者はまったくといっていいほど書式が異なっていた。

　日本語じゃないじゃん……。

　工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。

　一体これをどうすればいいのか。日本語に訳して、……それから？　翻ほん訳やくしたものをどうやって新しいコンフィグに移し替える？　まったく検討もつかない。

　とりあえずいくつかの単語でググってみる。「ｉｐ　ｃｅｆ」──『ＣＥＦ機き能のうを有効化します』。「ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ＦａｓｔＥｔｈｅｒｎｅｔ０」──『ＦＥ０インタフェースを設定します』。……だからなんだ。「ｉｐ　ｓｕｂｎｅｔ─ｚｅｒｏ」──『サブネット０の使用が安全であると考えた場合に、制限を解除します』……わはは、さっぱり分からん。

　───。

　───。

　………。

　二時間ほど四し苦く八はつ苦くした挙げ句、工兵は匙さじを投げた。何度読み直してもまったくイメージが湧わかない。どうするべきか、考えていると不意に腹の虫が鳴った。そう言えば二日酔いのせいで今け朝さもまともに食事をとれていない。気づいた瞬しゆん間かん、急きゆう激げきに空腹が意い識しきされてくる。時と計けいを見ると丁ちよう度ど昼前だった。

「……あの」

　工兵は椅い子すから腰を浮かせた。検証機材越しに室むろ見みを見下ろす。室見はディスプレイを覗のぞき込んだまま、「んー」と顔を上げた。

「何、もうできたの？」

「……いえ、あの、まだなんですけど、ちょっとお昼ご飯買ってきてもいいですか」

「昼……？」

　室見は不ふ思し議ぎそうに視し線せんを浮かせた。瞬まばたきを一回、壁かべ時計を確かく認にんし「あー」とつぶやく。

「もうこんな時間か。……午前中に一台設定終わらすつもりだったのに」

　舌打ちしながら、またディスプレイを覗き込む。キータッチの音が速度を上げた。

「あ……あの、だからお昼ご飯は」

「適当に食べてきていいわよ。私はここですますから」

「ここで？」

　いつの間に食料を調ちよう達たつしてきたんだ？　弁当？　いや、でもカモメの話によれば室見は昨日きのうの夜もまともに帰ってないんじゃ──

　不ふ審しんに思っていると室見がごそごそと足あし下もとを探った。細い腕が白い缶詰を取り上げる。ラベルに大きくマグロのイラストがプリントされていた。って、ツナ缶……？

　室見は割わり箸ばしを取り出しツナ缶の蓋ふたを開けた。小鼻をひくつかせながら、期待に満ちた様よう子すで中身を摘つまむ。口に運んだ途と端たん、ふわりと目め尻じりが緩ゆるみ表情が蕩とろけた。

　──まさか、これが昼飯？

　呆あつ気けにとられていると室見が顔を上げた。眉まゆ根ねを寄せ警けい戒かいするような表情になる。

「あげないわよ」

「………、いりませんよ」

　室むろ見みはぎゅっと両腕でツナ缶を抱え込んだ。なんと言うか、卵を守る親鳥のようだった。

　──そんなに好きなのか。

　刺すような視し線せんを浴びながら工こう兵へいはラボルームを出た。




　ビルの外に出た瞬しゆん間かん、空気が清浄さを増したように思えた。

　陽光を浴び身体からだ中の緊きん張ちようが緩ゆるんでいく。やはりオフィスではかなり気を遣つかっているのか、どっと疲れがこみ上げてくる。灰色のビル群、無む機き質しつなアスファルト、せかせかと行き交う人達。どうということはない景け色しきなのに、まるで自然のただなかに出たような開放感を覚えた。

「んー……」

　大きく伸びをして首を回す。

　まぁ幸いにも今日きようは木もく曜よう日びだ。二日耐えれば土日がやってくる。そこで鋭えい気きも回復できるだろう。

　……もっともそのあと、また昨日きのう今日と同じような騒さわぎが繰くり返されるのかもしれないが。

「………」

　湧わき上がる不安を振り払い工兵は空を仰いだ。

　いかんいかん、また鬱うつになるところだった。

　とりあえず腹ごしらえだ。空腹さえ収まれば少しは気もまぎれるだろう。コンフィグの作成についても何かよいアイディアが出てくるかもしれない。

　工兵は強引に気持ちを切替えた。

　さて、何を食べよう。作業が滞とどこおっているから席を空あけすぎるのはまずい。コンビニでサンドイッチでも買うか。そういえば駅前の交差点にファミマがあったっけ。

　うん、とうなずいて歩きだす。

　駅前まで徒歩二分、まだ昼休み前のためか人通りは多くない。横断歩道を渡り店にたどりつく。両開きの自動扉とびらを抜け弁当コーナーに。ミックスサンドとペットボトルのお茶を持ってレジに向かった。

　会計をすまし外に出ようとした瞬間、雑誌売り場の一角に視線を引かれた。窓まど際ぎわの目立つところに派は手で派は手でしい表紙が見える。誌名の下には大きく『壮絶！　ＩＴ土方の悲ひ惨さんな実態』の見出し。

　うわ、やば、読みたくない。そう思いながらも工兵は雑誌を手に取っていた。

　──なになに、『消える残業時間、百時間超えでも申しん請せいは二十時間まで！』『経費節減で空くう調ちようもオフ？　灼しやく熱ねつ・極寒地じ獄ごくがエンジニアを襲おそう！』『一週間ぶりに帰宅したら妻が子供を連れて里帰り！　他ひ人と事ごとではない、急増する家庭崩ほう壊かい！』

　………。

　見るも恐ろしい見出しが並んでいる。……いやこれ、さすがにオーバーだろう。スポーツ新聞の煽あおり記事みたいなものだよね？　きっと。

　顔を引きつらせ読み進んでいくと指先が特集ページにたどりついた。タイトルは『あなたの会社は大丈夫？　偽ぎ装そう請うけ負おい、多重派は遣けんの温おん床しよう、人材ブローカー』。

　……人材ブローカー？

　なんだそれ。怪け訝げんに思い本文を追いかける。記事にはこう書かれていた。




　──安値で素人しろうとを仕入れ他社の案件に横流しする。基本、教育も管理もしないためコストがかからず、給料と売値の差益だけで莫ばく大だいな利益を生む。まさに現在の人身売買、奴ど隷れい商人だ。




『採用時は、プロジェクトマネージャーやコンサルタントへのキャリアパスなど、景気のよい話で応おう募ぼ者しやを集める。だが実際は月間の稼か働どう率りつをどれだけ上げるかのノルマ商売だ。社員は人にん工くという単価で管理され、目標稼働に届かなければ給料でカバーさせられたり体たい調ちようを崩すこと覚悟で炎上案件に売られたりする。当然離り職しよく率りつは高い。某ぼう大手ブローカーなどは平均在職期間三ヶ月という噂うわさもある。それでも問題にならないのは、こうした人材が基本的に使い捨てだからだ。甘い話に騙だまされて入社する求職者がなくならない限り、このようなビジネスモデルは今後も存在し続けるだろう』──




　ぱたん、と雑誌を閉じた。

　回れ右して、ぎこちない足取りでコンビニを出る。なんだろう、聞き覚えのある単語をいくつか目にした気もするが、おそらく気のせいだ。昨日きのうの社長の言葉──ニンクが四本で稼働率八割とか──まさかね。あは、あはははは。

　見てない、自分は何も見なかった、読まなかった。

　必死で自分に言い聞かせてサンドイッチにかぶりつく。乾いたパン生き地じは、まったくと言っていいほど味がしなかった。




　冷や汗を拭ぬぐいつつラボルームに戻ると室むろ見みが机につっぷしていた。寝ているのか、一いつ瞬しゆんそう思ったが彼女はノートＰＣを覗のぞき込んでいた。背中を丸め、うっとりした表情でマウスを操あやつっている。なんだろう、画面に映っているのはジャケットやスカート、それに……ブーツ？

　しばらく考えた後のち、ふっと気づく。ああ、なんだ通販サイトか。そう言えばこの人エンジニアにしては意外に着るものとか金かけてるっぽいしな。タイつきのシャツとか、バーバリーチェックのミニスカートとか。自分はあまり服に詳しくないけど、かなり高級そうな感じだった。いやまぁ会社に来る格好としてどうなんだというのはあるけど。やたら露ろ出しゆつ高いし。今だって正直目のやり場に困るけど。太ふと股ももとか、胸元とか、白いうなじとか。──

　いかんいかんいかん。

　頭を振り視し線せんを戻すと、画面にカラフルなバナー広告が現れていた。

『季節のツナ缶詰め合わせ。こだわりの味を食卓に直送』

　……ぶっ！

　顔を引きつらせる工こう兵へいの前で室むろ見みが購こう入にゆうボタンを押す。小さな唇からほおっと幸せそうな溜ため息いきが漏れた。季節のツナ缶……そんなのあるんだ。ていうか、どんだけツナ好きなんだ。猫ねこかよ。

　工兵の気け配はいに気づいたのか室見が顔を上げた。途と端たん、先さき程ほどまでの上じよう機き嫌げんが噓うそのように見み慣なれた仏ぶつ頂ちよう面づらとなる。

「遅い」

　不機嫌な眼まな差ざしが工兵を貫つらぬく。工兵は「すみません」と頭を下げた。確たしかに──コンビニで雑誌を読みふけっていたせいか思ったより時間が経過している。不ふ審しんに思われても仕方がなかった。

　室見は声を低くした。

「どこまで行ってたのよ。あんたまだやりかけの仕事あるんだから買い物くらいとっととすませてきなさいよね。……って、まさかとは思うけど、優ゆう雅がに食後のお茶とかしてきたんじゃないでしょうね？」

「……そんなこと、してませんよ」

　むっとなって答える。少し遅くなったとはいえまだ三十分も経たっていない。通常の昼休みで十分収まる範はん囲いだった。大体自分だって、仕事を中断しネットショッピングしてたじゃないか。

　───。

　いや……いい。こういう言動をいちいち気にしてもしょうがない。早く仕事を終わらせればその分早く会社を離はなれられる。室見と別れられる。今はそれだけを考えるべきだった。

　無言で丸まる椅い子すに腰掛ける。ノートＰＣを引き寄せコンフィグファイルを開いた。

　……といってもな。

　結局、何も打開策を思いつかないまま戻ってきてしまった。だいたい自分のような素人しろうとにそうそう良案が考えつくはずもないのだ。抜け道というのはどこに障害があるか分かってこそ探すこともできる。何も分からない状態では策の練りようもなかった。いっそ、ネットの掲示板で訊きいてみようか。どうせまともな答えは返ってこないだろうが。室見に訊たずねた時と同じだ。せいぜい『ググれ、カス』と言われるくらいで──

　……待てよ。

　ふっと意い識しきが引っかかりを覚えた。

　──ググる。……いいんじゃないのか、それ。

　コンフィグ内のキーワードで検索してみたら何か引っかかるかもしれない。設定例のまとめサイトとか、メーカーのサポートページとか、あるいはそのまんまずばりコンフィグファイルとか。

　案件資料を見る限りＣｉｓｃｏのルータはかなり一般的な機き械かいのようだった。であれば工こう兵へいの欲しい情報だって公開されているかもしれない。

　よし。

　だめもとでブラウザを起動する。検索キーワードは……そうだな。『Ｃｉｓｃｏ』と『設定』、いや『設定例』でどうだ。あとはコンフィグ内の単語を適当に入力していけば。

　固かた唾ずを吞のみエンター。カーソルが青色に変わりページの読み込みが始まる。

　程ほどなくして検索結果が表示された。トップのサイトは──「コンフィグレーション・サンプル」、Ｃｉｓｃｏ機器の設定例を集めたサイトだった。

　ビンゴだ。

　下唇を舐なめサイトのリンクをクリックする。一いつ瞬しゆんの間をおいて白と緑、ツートンカラーのホームページが現れた。上からＡＴＭ、ＦＲ、ＰＰＰｏＥ（ＬＡＮ型接続）と目的別にコンフィグのサンプルが並べられている。今回は……どれだろう。確たしか室むろ見みさんはＮＡＴとか言ってたから……これか。

『インターネット接続（ＮＡＴ構成）』

　リンク先のページが開いた瞬間、工兵は小こ躍おどりしそうになった。見覚えのある文字列が画面に表示されている。工兵の手元にあるコンフィグファイル、その完成形と思おぼしきテキストが目の前に現れていた。

　即座に全文をコピー、手元のエディタにペーストする。横に既き存ぞん機器のコンフィグを並べ内容を比較した。相変わらず意味はよく分からないが要は数字っぽい部分だけ置き換えればいいのだろう。なんだ、簡かん単たんじゃないか。最初からこうすればよかった。今まで悩んでいたのが馬ば鹿かみたいだ。

　横で室見が下へ手たくそな鼻歌を歌っている。相変わらずやかましい人だ。だがまぁいい。今の自分は寛大だ。ちょっとやそっとのことで心を乱されたりしない。

（ここをこうして……、こうして貼はりつけて──、よし）

　三十分後、それっぽいテキストができあがる。一度見直した後、簡単なタイプミスだけ修正しコンフィグを保存した。

　工兵は席を立った。

「室見さん」

　室見は面めん倒どうくさそうに視し線せんを持ち上げた。

「今度は何、トイレ？」

「違います。できました」

「……できた？」

「コンフィグです」

　室むろ見みの大きな目がぱちりと瞬またたく。ややあって、鳶とび色いろの瞳ひとみに疑わしげな光が宿った。

「午前中いっぱいかかってもできなかったのに。……なんで食事から戻った瞬しゆん間かん、できあがるのよ」

　う──

　なんと説明したものか、まさかネットの検索結果をそのままコピペしたとも言えない。

　室見の表情が険けわしさを増した。

「まさか、やっつけで作ったんじゃないでしょうね」

「……ち、違いますよ」

　工こう兵へいは両手を振った。

「でかける前にだいたいできあがっていたんです。戻ってから見直しして、それで完成させたんですよ」

「……だったら、終わらせてから行きなさいよね」

　ぶつぶつ言いながら、それでも室見はノートＰＣを受け取った。液晶の角度を調ちよう整せいし画面を覗のぞき込む。見ているうち、ぴくりと細い眉まゆが持ち上がった。

　──どうだ。

　工兵は心持ち胸を反らした。細かなミスはあるだろうが、何せ答えを丸写ししたようなものだ。室見的には予想外の出来だろう。驚おどろくか、憎まれ口を叩たたいてくるか。どちらにしろ一いつ矢しは報むくいられる。この横おう暴ぼうな先せん輩ぱいに反はん撃げきできる。

　さぁ、なんと言ってくる。

　………。

　ほ、褒ほめたければ褒めてもいいんだからね！

「やりなおし」

　───。

　……え？

　呆ぼう然ぜんとする工兵に室見はノートＰＣを突き返してきた。それきり興きよう味みを失ったように、自分の作業を始める。

　いや。

　え？

　ちょっと、何それ。

「ま、待ってください」

　工兵は慌あわてて室見に詰め寄った。両手を机につき身を乗り出す。検証機き材ざいの上から覗き込むようにして室見を見下ろした。

「ど、どういうことですか。全部間違ってるとでも言うんですか、これ」

「ううん」

「じゃあ、なんで！」

　室むろ見みはうるさそうに工こう兵へいを見た。冷え切った眼まな差ざしが彼を射い貫ぬく。

「あんた……それ、どっかから写したでしょ」

　………！

「元コンフィグにｓｙｓｌｏｇサーバなんて指定されてた？　ＳＮＭＰコミュニティなんて設定してた？　そんなズラズラと余計なＡＣＬかけてた？」

「………」

　工兵は口ごもる。どこを消してよいか分からなかったので、意味のつかめない部分はサンプルコンフィグを流用していた。つまりはそれが余分な機き能のうだと言うのだろう。

　室見は語気を強めた。

「私言ったわよね、一からコンフィグを作れって。誰だれがサンプルを持ってきてそれを編へん集しゆうしろなんて言ったの？」

「で、でも……」

　そんなことできるわけないじゃないか。室見の言っていることはつまりこうだ。新旧の設定規則を理解した上で過不足なく、必要最小限の設定を作り上げろと。どう考えても素人しろうとにできる作業じゃない。

「でもも何もない。ていうか、三時間かけてやったことがサンプルのコピペだけ？　あんたやる気あるの？　ないならもう帰っていいわよ。目め障ざわりだし」

「……っ！」

　さすがにカチンときた。

　一体全体、なぜここまで言われなければならないのか。自分が反抗的で物わかりが悪いなら話は別だ。だが実態として工兵は教育らしい教育を何一つ受けていない。ノートＰＣを渡されいきなり仕事を割り振られただけだ。

　だいたい、コンフィグを作成するのに一から作るのとサンプルをコピーするのとで何か違いがあるのか？　余分な行があるならそこだけ削除させればいい。問答無用でやりなおしさせる道理はなかった。

「不満そうね」

　室見は静かな口く調ちようで言った。キーボードから手を離はなし感情の消えた顔で工兵を見る。

　ぞくり。

　冷たいものが背筋を走った。整った顔にいつもの子供っぽさはない。別人のような冷れい徹てつさと迫力が鳶とび色いろの瞳ひとみから伝わってきた。

「言いたいことがあるなら言ったら？　なんで設定例があるのに、わざわざ一から作らなきゃいけないんだとか。余分な箇所があるなら、そこだけ削除させればいいだろうとか」

「………」

　図ず星ぼしをさされ口ごもる。心がガラス張りになっているようだった。澄すんだ湖面を思わせる瞳ひとみが、まっすぐに工こう兵へいを見つめている。

「確たしかにそれでも納品用の設定はできあがるわよ。でもね、そうやって作ったコンフィグがもし現場で動かなかったらどうするの？」

「？　どういうことですか」

「仕様の伝達ミス、接続機き器きとの相あい性しよう、急な要件変更。想定外のトラブルなんていくらでも起きるわ。その時、現場で急きゆう遽きよコンフィグを変更しなきゃいけなくなったとして、あんたはどうするの？　どこを変更したらいいか分かるの？」

「それは……」

　そんなことまで考えてもみなかった。とりあえず納品さえすれば話は終わりと思っていた。押おし黙だまる工兵に室むろ見みは「それとも」と続けた。大きな目が引き絞られた弓ゆみのようになる。

「サンプルをコピーしただけだから分かりません、とでもお客に言うつもり？」

「………！」

　そんなことはないと否定しかけて言葉を吞のむ。自分がやろうとしていたことはまさに室見の指摘通りだった。表面だけ取とり繕つくろった──上うわ辺べのみの仕事。

　室見は工兵から視し線せんを外はずしノートＰＣを見た。

「もう一度言うわよ、一からコンフィグを作って。余分な行が一つでもあったらＮＧ。分かったわね」

「……はい」

　反はん論ろんする気力を失い工兵は自席に戻った。腰を下ろし、打ちのめされた気分で液晶を見る。

　無む味み乾かん燥そうな文字列がメモ帳を埋め尽くしていた。意味さえつかめないアルファベットと数字の連なり。この一つ一つについて必要不必要を判断し書き換える？　しかも今日きよう中に？

　………。

　無理だ、どう考えても。

　絶望が身体からだを満たしていく。血液が鉛なまりと化し、血管の中で固まっていくようだった。

　とりあえず訳してみるか。

　工兵はゆるゆると手をキーボードにのせた。

　一単語、一単語。

　全すべて日本語にすれば何か見えてくるかもしれない。分かる言葉に直し、省略された言葉を足し、普通の文章にさえすれば──

　だが理性は楽らつ観かんを否定する。

　何も見えてなんかこない。意味不明な英文を訳しても意味不明な日本語が現れるだけだ。だいたいこれはコンピュータの設定ファイルだ。まともな英文でさえない。頑がん張ばって訳したところで無意味なテキストを量産するだけだ。

　……だからって、……じゃあどうすればいいんだ。

　工こう兵へいはぎりっと歯を食いしばる。

　このまま液晶と見つめ合っていても埒らちが明かない。時間は容よう赦しやなく過ぎていく。今のままではあっという間に定時を迎え残業に突入するだけだろう。

　思考がぐるぐると巡めぐっている。

　考えがまとまらないまま、指先は機き械かい的てきに翻ほん訳やく作業を続ける。メモ帳の単語をコピーして翻訳サイトにペースト。和訳ボタンを押し結果を別のテキストファイルに書き写す。

　───。

　どのくらい時間が過ぎただろう。

　最終コンフィグを貼はりつけるメモ帳はあいかわらず真っ白のままだった。

　窓の外はすっかり暗くなっている。ブラインドの隙すき間まから墨ぼく汁じゆうのような闇やみが覗のぞいていた。時刻は午後十一時。定時などとうの昔に過ぎ去っている。何度かそれらしい設定を作り上げ提出してみたが、結果は常にＮＧ。ヒントも、どこが悪いかの指摘もなく単純に「やりなおし」──

　テキストを書いては消し、消しては書き直し、コピーとペーストを数え切れない回数繰くり返した。

　その結果がこれだ。

　眩まばゆいばかりの白、空白ブランク、空からテキスト。

　もう一度、最初から──

　緩かん慢まんな動作でＣｉｓｃｏ機器の初期コンフィグをコピーする。メモ帳に貼りつけようとして、ふっと指が滑すべった。タッチパッドに親指が触れアクティブなウィンドウが切り替わる。クリップボードのデータは全く無関係なファイル──既き存ぞん機器のコンフィグにペーストされ、ぐちゃぐちゃに混ざり合ってしまった。

（………）

　くらりと目め眩まいがした。

　だめだ、これはだめだ。

　全身の気力が抜け落ちていく。今のミスを修正し、もう一度最初から作業する気にはなれなかった。考えてみれば夕食も食べていない。電車だってそろそろ終電のはずだ。

　室むろ見みは──どうするつもりなのか。

　視し線せんを向けると彼女はあいかわらず作業を続けていた。黙もく々もくと、淡たん々たんと、疲れをしらない機械のように。

　ひょっとして今日きようも泊まるつもりなのか。

　ぞくりと怖おぞ気けが走る。冗じよう談だんじゃない。とても付き合っていられなかった。こんな調ちよう子しで仕事を続けていたら三日もたたずに倒れてしまう。あるいは神経をやられノイローゼになるか。いずれにしろロクな結末を迎えられそうになかった。

「すいません」

　立ち上がりながら呼びかける。久しぶりに出した声はかすれていた。室むろ見みは「ん」と声だけで応じた。

　こちらは見ない。工こう兵へいはぎりっと奥歯を食いしばった。半日飲まず食わずで働かせた挙げ句、この態度はどうなんだ。結果を出せていないとはいえ、ねぎらいの言葉くらいあってもよいだろうに。

　苛いら立だちを押し殺しながらつぶやく。

「そろそろ──終電です」

「できたの？」

　室見は感情を含まない声で訊たずねた。

「……まだです」

「じゃあ続けたら」

「……電車がなくなるんですけど」

「だから？」

「だからって」

　ギィと椅い子すを軋きしませて室見は工兵を見た。眉み間けんに深い皺しわが刻まれている。

「仕事の締しめ切きりは今日きよう中って言ったでしょ？　あんたの終電なんてお客さんには関係ない。スキル不足で仕事ができ上がらないなら、その分、かける時間でカバーするだけよ」

　工兵は呆あつ気けにとられた。

　なんだ、それ。

　じゃあ、自分はこの仕事が終わるまで帰れないのか？　眠ることもできず、先行きの見えない作業を続けるのか？　延々と、連綿と。ひたすらに、終わることなく。

　冗じよう談だんじゃ──ない。

　ぷつりと何かの切れる音がした。やり場のない不満が波頭となって理性を押し流す。限界だった。

「無理──です」

　ぴくりと室見の眉まゆが動いた。

「無理？　何が？」

「こんな作業、僕にはこなせません」

「こなせない？」

　室見は心底不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげた。

「なんで？」

「なんで……って」

　工こう兵へいは口ごもった。

「できるわけないじゃないですか、ルータのことなんて何も知らないのに。こんな──いきなり専門的な作業──」

「できない仕事を渡したつもりはないわ」

　室むろ見みの声が硬さを増した。

「ルータの基本的な挙動とＩＰアドレスの考え方、ＮＡＴについての知ち識しきさえあれば普通にこなせるはずよ」

「だから、……その基本的な部分が分からないって言ってるんです」

　工兵は語気を強めた。

「いくらなんでも無む茶ちや振ぶりすぎですよ。そりゃ室見さんのようなベテランなら、このくらいの作業簡かん単たんにこなせるのかもしれませんけど。僕みたいな素人しろうとは一つ一つ調しらべていかないと先に進めないんです。今け朝さ言われて締しめ切きりが今日きよう中だとか。無む茶ちや苦く茶ちやです」

「へぇ」

　言うじゃない、と室見は笑った。つんと鼻び梁りようを持ち上げ嘲あざけるような表情になる。

「じゃあ訊きくけど、今日一日かかって、あんたどこまで調べ終わったの？　一つ一つ積つみ重ねて、さぞかし知識が増えたんでしょうね」

「それは……」

「まさか一日かけて分かったことが、昼ご飯の場所とノートＰＣの使い方って言うんじゃないわよね？」

　揶や揄ゆするように言われて、かちんとくる。

　ぎりっと奥歯を食いしばり視し線せんを逸そらす。駄だ目めだ、もうついていけない。

　踵きびすを返した瞬しゆん間かん、「どこ行くの」と問いかけられた。

「作業、まだ終わってないでしょ」

　室見の言葉に工兵は振り向いた。

「藤ふじ崎さきさんと話をしてきます」

「藤崎さんと？」

　室見は鼻の両脇わきにわずかな皺しわを寄せた。

「藤崎さんと何を話すつもり」

「今日一日のＯＪＴ内容と、今の状況についてです」

　ついでに言えば室見の横おう暴ぼうと放置っぷりについても。

　正面に向き直り部へ屋やを出ようとする。だが入り口にたどりついた瞬間、室見の声が響ひびいた。

「逃げるつもり？」

　逃げる？

　工こう兵へいは室見を顧かえりみた。室むろ見みの眼光は鋭するどかった。

「そうでしょ、やりかけの仕事を放り投げて上司に泣きつこうとしてるんだもの」

「逃げるつもりなんてないです。無理なものは無理って言うだけですよ」

「それが逃げるってことじゃない」

「報告や連絡、相そう談だんが逃げるってことですか」

「この場合、同じようなものよ」

　──だめだ。

　絶望的な気分になる。この人とは何時間喋しやべっても分かり合えそうにない。というか理解する気さえないのだろう。彼女は工兵がどうなろうと、ひたすら同じことを言い続けるだけだ。言いい訳わけなんて知らない、今日きよう中に仕上げろと。

　背中を向ける。もはや何を言われても止とどまるつもりはなかった。

　その時だった。

　背後で風が動いた。タン──と床ゆかを蹴ける音がして、小こ柄がらなシルエットが視界を過よぎる。瞬まばたきした刹せつ那な、目の前に室見が立ちはだかっていた。両の手足を広げラボルームの出口を塞ふさいでいる。

「な──」

　慌あわてて振り返る。室見の座っていた椅い子すからここまで五メートル以上はあった。その間を一いつ瞬しゆんで駆かけ抜けてきたのか。しかも机や椅子、障害物だらけの床を乗り越えて。なんて運動神経だ。エンジニアの身体能力じゃない。野生動物並みの敏びん捷しようさだった。

　室見は睨にらみ上げるように工兵を見た。

「一つ、はっきりさせておくわ。私を押しのけてここから出ていくつもりなら、その時点でＯＪＴは終了。あんたにＳＥの適性はなかったと判断する。そこまでの覚悟があって、あんた出ていこうとしてるの？　仕事を投げ出そうとしているの？」

　工兵は目め眩まいを覚えた。なんでこう何もかも極端なんだ。

「言っている意味がよく分かりません。なんで、部へ屋やを出るだけでそこまで決めつけられなきゃならないんですか」

　身体からだを斜めにして室見の横をすりぬけようとする。だが室見はぐっと、工兵と扉とびらの間に身体を割り込ませた。

「無む茶ちやな納期も経けい験けんのない業務を振られるのも、この業界じゃ日常茶飯事。そういうものが出た時に、やれ終電だ、やれ教育を受けてないって言い訳する人間を、仕事仲間と認められないって言ってるのよ。一事が万事。今日逃げた人間は明日あしたも逃げると思われる。そんなことも分からないの？」

「分かりませんよ。僕はこの業界について何の知ち識しきもないんです。──いいから、ちょっとどいてください。僕は藤ふじ崎さきさんと話が──」

「今のあんたの上長は私！　藤崎さんじゃないわ。──答えなさい、あんた、この会社でやっていく気があるの？　ないの？」

　頭に血が上る。

　一いつ瞬しゆん、反射的に「ありません」と答えそうになった。「こんな詐さ欺ぎ会社、こちらから願ねがい下げです。あなたみたいな人の下につくのもごめんです」と。

　だが、喉のど元もとから出かかった言葉は唐とう突とつに断ち切られた。




「はぁい、二人ふたりともお疲れさまー」




　気の抜けた声が辺あたりに響ひびいた。

　室むろ見みの身体からだがふっと持ち上がる。細い腰に、白い腕がまきついていた。

「な……！　か、カモメ!?」

　室見が驚きよう愕がくに目を見開いた。いつの間に現れたのか、カモメが室見の後ろに立っている。彼女は両腕で室見を抱え上げ、にこりと工こう兵へいに笑いかけた。

「遅くまでご苦労様。そろそろオフィスの鍵かぎを締しめるから呼びに来たの」

「締める!?　冗じよう談だんでしょ、まだ仕事が──」

　足をばたばたさせて暴あばれる室見に、カモメは「だーめ」と優やさしく告げた。

「立りつ華かちゃん、昨日きのうも泊まりでしょ。たまには家で休まないと。あんまり無理すると大きくなれないわよー」

「大きくなんかなれなくったって……、って、ちょ、どこ触ってるの！　ひゃ!?　や、いやっ、やめてっ」

　カモメは「肌荒れチェックー」と言いながら、室見の身体を触りまくっている。シャツの裾すそが捲まくれ上がり、とんでもない眺めになっていた。不用意に暴れるためか襟えり元もとがはだけ細い鎖さ骨こつが露あらわになっている。柔肌の上を白い手が跳はね回り、指の間から小さなへそがちらちらと覗のぞいていた。

　工兵は慌あわてて視し線せんを逸そらした。心しん臓ぞうがどくどくと高鳴っている。室見の白く透すき通るような肌、細くすっきりしたくびれが目に焼きついていた。

「──工兵君も、そろそろ終電でしょ？　早く出ないと間に合わないんじゃない？」

　カモメの言葉に顔を上げる。

　終電？　確たしかにそうだ。だが室見の仕事はどうなるのか。今日きよう中と言われていた作業の締切りは──

　工兵の逡しゆん巡じゆんに気づいたのか、カモメはふっと目元を緩ゆるめた。

「立華ちゃんの仕事なら大丈夫。この子、いつも余裕をもって締切り設定しているから。終わってない部分は明日あしたに回しても平気なはずよ。それより一日中作業して疲れたでしょ？　工兵君も今日は家でゆっくり休んで」

「………、はい」

　狐きつねにつままれたような思いでうなずく。カモメは「うん」とうなずいた。

「じゃあ私はこの子送っていくから。工こう兵へい君はラボの電気だけ消して引き上げてね」

　そう言うとカモメは室むろ見みを抱え直した。暴あばれる彼女をなだめ廊下を去っていく。通路の向こうで扉とびらの閉まる音がした。

　工兵はきょとんとその場に立ち尽くしていた。

　ややあって、はっと時と計けいを見る。時刻は零時十分前、終電まであといくばくもない。

　慌あわてて荷物をまとめ上着を取り上げる。扉横のスイッチを押して消灯し工兵はラボルームを出た。




　なんとか終電に間に合った。

　地下鉄の出口を抜けると町はすっかり静まりかえっていた。坂に面した商店街は軒のき並なみシャッターを下ろし、駅前のマクドナルドだけが煌こう々こうと光を放っている。

　──そうだ、夕飯まだだっけ。

　ぼんやりと考えながら店に入る。クォーターパウンダーのセットを注文、ついでにナゲットも購こう入にゆうした。商品を受け取り、そういえば昼もサンドイッチ──ジャンクフードだったっけと思う。健康に悪いだろうな、ああでもいいや。体たい調ちようを崩せば少なくとも今の苦境からは逃のがれられる。

　後ろ向きな考えにとらわれながら店を出る。持ち帰りの袋が妙に重く感じられた。狭い路地を進み自宅にたどりつく。部へ屋やに入り灯あかりをつけた瞬しゆん間かん、緊きん張ちようの糸が切れた。ネクタイと上着、荷物を投げ出しベッドに倒れ込む。

　──まったく、なんて会社だろう。

　靄もやのかかった頭でそう思う。

　無名のベンチャー企業。楽しいことばかりじゃないと覚悟はしていた。やりづらい上司もいるだろう、残業だってあるだろう。飲み会に連れていかれ、限界まで飲まされることだってあるかもしれない。それら全部ひっくるめて、しばらくは我が慢まんするつもりでいた。

　だが、まさかここまで無む茶ちや苦く茶ちやとは思わなかった。

　業界がおかしいのか、スルガシステムという会社がおかしいのか。ここ二日の出来事は工兵の社会人生活に対するイメージを悉ことごとく裏切っていた。この状況が続けば遠からず自分は破は綻たんする。身体からだが先か心が先か、どこかのタイミングでぽっきり折れてしまうに違いない。

　ごろりと寝返りを打つ。

　辞める……か。

　壁かべに額ひたいを押しつけつぶやく。どのみちこのままいけば、工兵はＳＥの資格なしと判断されるはずだ。そうすれば試用期間で首を切られることもありえる。そんな屈くつ辱じよく的てきな扱いを受けるなら、不名誉な烙らく印いんを押されるくらいなら。いっそ自分から辞表を出す、こんな会社は願ねがい下げですと言い放つ。

　当座の生活費はバイトで稼かせぎ、並行して第二新卒の募ぼ集しゆうを探す。今なら来年度の採用も動いているはずだ。去年の経けい験けんを活いかし今度こそきちんと就しゆう職しよく活動をすれば──




『逃げるつもり？』




　唐とう突とつに室むろ見みの言葉が蘇よみがえった。眦まなじりを吊つり上げ、真剣な表情で工こう兵へいを睨にらむ少女の顔。

『無む茶ちやな納期も経験のない業務を振られるのも、この業界じゃ日常茶飯事。そういうものが出た時に、やれ終電だ、やれ教育を受けてないって言いい訳わけする人間を、仕事仲間と認められないって言ってるのよ。一事が万事。今日きよう逃げた人間は明日あしたも逃げると思われる。そんなことも分からないの？』

　ぎりっと歯を食いしばる。

　違う。

　自分は逃げるわけじゃない。

　この会社が、先せん輩ぱいがあまりにもひどいから見限るのだ。

　だが、今もし工兵が辞意を告げたらどうなる？　室見は藤ふじ崎さきさんに言うだろう。『自分はきちんとＯＪＴをしてました。あいつが逃げただけです』。そして内心でほくそえむのだ。よしよし、面めん倒どうくさいＯＪＴを辞められてせいせいした。最近の新人は、ちょっと締しめつけただけですぐ音ねを上げるからやりやすい。──

（──それは……、いやだ）

　胸の奥から、じわりと悔くやしさがこみ上げてくる。あんな中学生みたいな人にやられっぱなしでたまるか。馬ば鹿かにされたままでたまるか。何が検証機き材ざいとバーターだ。人を虚こ仮けにしやがって。辞めるにしても一度は見返してやらないと気がすまない。

　ごろりと、もう一度寝返りを打つ。窓の外を眺めながら工兵は考えを巡めぐらした。

　室見を見返す手段。

　悩むまでもない、方法は一つだ。

　二週間完かん璧ぺきにＯＪＴをこなし、室見のＯＫをもらったあと、辞表を叩たたきつける。──これだ。

　室見の驚おどろく顔が目に浮かぶ。彼女は怒るだろうか、それとも悔しさを必死で押し殺すだろうか。いずれにしろ、あの高こう慢まんちきな鉄てつ面めん皮ぴが崩れるのは見物だった。

　大きく深呼吸。

　混こん濁だくした感情が一つの方向に集しゆう束そくしていく。打倒室見立りつ華か。不安や絶望、悲しみがすっと引き潮のように収まる。意い識しきから靄もやが引き、冷静な思考が蘇ってきた。

　──じゃあ、どうやってＯＪＴをこなす。

　直ちよつ近きんのタスク、あのコンフィグ作成をどうやってやりとげるのか。

　しばらく考えたあと、工こう兵へいはベッドから身を起こした。ハンバーガーの袋を取り上げＰＣのデスクに向かう。マウスを操そう作さしブラウザを立ち上げた。検索画面で「ルータ」「仕組み」と打ち込み、表示された結果から順にアクセス。基き礎その基礎から解説していそうなサイトを探していく。

　自分には──基礎となる知ち識しきがない。

　それはもう嫌いやと言う程思い知らされている。ならば基礎知識がなくてもできるやり方──サンプルコンフィグの使用や、既き存ぞんコンフィグの切きり貼ばりでやるしかないと思っていた。だがそれではいつまでたっても室むろ見みのＯＫをもらえない。であればどうする？　……いや、もう考えるまでもない。そう。




　今から基礎を身につける。




　明日あしたの始業まで九時間、普通の勤務時間分くらいはある。ネットワーク技術全体を覚えることは無理でも今回の仕事──インターネットゲートウェイに関かかわるところだけならなんとかなるかもしれない。どうせコンフィグは数十行しかないのだ。その範はん囲いを網もう羅らすることに集中すれば。──よし。

　クォーターパウンダーにかぶりつき工兵はノートと鉛筆を取り出した。何かを理解しようとする時はとにかく実際に書いてみる。書いて頭の中身を整理する。ただ漫まん然ぜんと読んでいても絶対に理解できない。受じゆ験けん勉強の鉄則だ。

　クリックを繰くり返し解説サイトを読み進めていく。要点をノートに書きつけ、また別のサイトにアクセス。──一時間を過ぎる頃ころには朧おぼろ気げながら勘かん所どころが分かってきた。

　肝きもはとにかくＩＰアドレスだった。

　このドットで区切られた数字がインターネット上の住所を示している。それ自体は昼の段階で分かっていた。だがいまいち理解が進まなかったのは、ネットマスクの概がい念ねんを把は握あくできていないからだった。

　例たとえば『１９２・１６８・２４・３／２４』というＩＰアドレスについて、スラッシュの前と後ろが何を示しているのか？　１９２・１６８・２４・３というコンピュータがいて、それを２４で割る？　いやいや。割ってどうする。パソコンを２４個に叩たたき割るのか。どんだけ物ぶつ騒そうなコンフィグだよ。クラッシャーすぎる。

　違うのだ。ＩＰアドレスは一つの数字の並びで、ネットワーク部とホスト部、二つの概がい念ねんを表現している。住所のたとえを続けるならネットワーク部はマンションの棟番号、ホスト部は部屋番号みたいなものだ。３棟の４１５号室、みたいな。

　先程のアドレスだと、１９２・１６８・２４までがネットワーク部で最後の３がホスト部になる。１９２・１６８・２４ネットワークに所属する３番目のコンピュータということだ。で、どこからどこまでをネットワーク部にするか示すのがネットマスク、すなわち「／２４」ということになる。なぜ２４で１９２・１６８・２４を表せるのかと言うと、この２４が二進数の桁けた数だからだ。先頭から二進数で２４桁目までがネットワーク部、でその２４桁分の二進数アドレスを十進数に直すと１９２・１６８・２４、単純な話だった。

　ではなぜ、こんな七しち面めん倒どうくさい分類をする必要があるのか？　ぶっちゃけ全桁ホスト部でよいじゃないか。１アドレスに対し１コンピュータなのだから、理屈上それで十分用は足りる。

（うーん……）

　ああでもない、こうでもないと悩み続けた後のち、ふっと気づく。──待てよ。もし仮にホスト部だけでＩＰアドレスができあがっていたらルータでの宛あて先さき指定はどうなる？　ＩＰアドレスの総数は４３億個。それをコンフィグで全部記述する？　アドレスＡ向きの通信はこっち、Ｂ向きはこっち、Ｃは……。

　ナンセンスだ。ありえない。

　だからこそ、ネットワーク部を使いアドレスを「集約」する。そして集約されたアドレスに対し宛先を設定する。このネットワークはルータＡに、こちらのネットワークはルータＢに。そして、それ以外──デフォルトルートと呼ぶらしいが──はまとめてこちらに。

　以上で４３億個のアドレスをわずか数行の宛先指定で表現できる。理解した瞬しゆん間かん、工こう兵へいは呻うめいた。なんてよくできてるのか。出来の良い数学の証明を目にした気分だった。

　……すごい……ていうか、なにこれ、面おも白しろい。

　一つ切り口ができるとコンフィグの意味が、設定者の意図が次々にひもとけてくる。もちろん本番のコンフィグは会社に置きっぱなしだから確かく認にんできないが、一日中コピーアンドペーストを繰くり返したおかげで内容が頭に残っていた。それを片端からテキストファイルに書きつけ意味を確認していく。

　───。

　鳥の鳴き声が聞こえた。

　一体どのくらい作業していたのか、窓の外がうっすらと白んでいる。時刻は午前五時半、夢中になるあまり、時間の経過を忘れていた。

　気づくと、手元のノートもデスクトップのメモ帳も書き込みで真っ黒になっている。

　どんだけ熱ねつ中ちゆうしてたんだ、自分。

「は……ははは」

　椅い子すに座ったまま身体からだを背もたれに預ける。調しらべられるところは調べ尽くした。あとは本番のコンフィグを確認するだけだ。心ここ地ちよい疲労感が身体を満たしている。じわじわと、泥どろのような睡すい魔まがこみ上げてきた。

　大丈夫かな。今寝ちゃったら。

　工こう兵へいは額ひたいを押えた。

　八時半には家を出なくちゃいけないのに。起きられるのか？　二時間しか寝れないのなら、いっそ今日きようは徹てつ夜やでよいかもしれない。

　いや──。

　わずかに考え込んで、思い直す。

　少しは休んでおいた方がいい。どうせ今日も無む理り難なん題だいを言われるのだ。休める時に休んでおこう。大丈夫、目覚ましを二つかけておけば。

　夢ゆめ現うつつな気分で目め覚ざまし時計どけいとオーディオのリモコンを引き寄せる。アラーム二つをオンにして、工兵は眠りに落ちた。
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　目が覚めると出社五分前だった。




「うわあああああ………!?」

　悲鳴とともに跳はね起きる。目覚まし時計を探すと、オーディオのリモコンともども部へ屋やの隅すみに放り投げられていた。ご丁てい寧ねいにも上から消音用の枕まくらがかぶせられている。自分の意思の弱さに歯ぎしりしながら工兵はハンガーのスーツをひったくった。歯は磨みがきとひげそりを同時に行い乱れた髪を手て櫛ぐしで撫なでつける。

　ネクタイを締しめる余裕もなく部屋を飛び出す。掃除中の管理人に頭を下げながら、工兵は階段を駆かけ下りた。

　会社の始業時間は午前九時半、御お茶ちやノの水みず駅からの距きよ離りを考えると九時ジャストの電車でギリギリだった。今の時間は──午前八時五十八分。普ふ段だんなら自宅の最も寄より駅えきまで四分はかかる。心しん臓ぞうが裂けんばかりに走り続け、地下鉄の階段を駆け下り、改かい札さつを飛び越えるようにしてホームにたどりつく。間一髪、上りホームに九時丁ちよう度どの電車が滑すべり込んできた。

　発車メロディーに背中を押され電車に乗り込む。

　心臓がばくばくと高鳴っていた。

　肩で息をつきながら、工兵は手近なバーにすがりついた。危ない。危あやうく乗り遅れるところだった。せっかく作業が進みそうなのにここで遅ち刻こくしたら台無しだ。今の目標はとにかく室むろ見みに自分を認めさせること。そのためには一いつ切さいの失敗・弱みを見せられない。ここ二週間は模も範はん的てきな社員を演じねばならなかった。

　そこまで考えて、だがふっと昨日きのうのやりとりを思い出す。カモメの仲介で収まったものの、室見とは半ば喧けん嘩か別れした格好になっていた。今いま更さらどんな顔をして会えばよいのだろう。気にしない？　何事もなかったように仕事を続ける？　だが事実として工兵は彼女の決めた締しめ切きりを破っている。ひょっとすると室むろ見みはもう仕事を引き取る気かもしれなかった。

　──謝あやまる……か。

　癪しやくだった。

　昨日きのうの会話を思い出すだけで眉み間けんに皺しわが寄ってくる。

　自分は何も悪いことをしていない。無む茶ちやな仕事を押しつけられ、やれる範はん囲いで奮ふん闘とうし、事実として限界であることを訴えただけだ。だが室むろ見みは工こう兵へいの訴えに脅きよう迫はく紛まがいの言葉を投げつけてきた。正直、人間としてどうかとさえ思う。

　だが、どうしようもない。今の自分は無力な新入社員で生せい殺さつ与よ奪だつの権限を室見に握られている。不満も不平も押し殺し大人おとなの対応をするしかなかった。

『昨日はすみませんでした。力不足で仕事を終えられずごめんなさい。できればもう一度、今日きよう一日作業を続けさせてもらえませんか』

　謝しや罪ざいの文句を考えながら、気分がどんどん滅め入いってくる。室見のことだ。「今いま更さら何言ってるの？」と鼻を鳴らすかもしれない。あるいは目め線せんさえ合わさず無視してくるかも。その場合はもう強引に作業を進めてしまうか。作業用のＰＣを占有してしまえば、いくら室見でも素知らぬ顔を続けられまい。

　理屈ではその通り。

　今の自分にできるベストの対応。

　だが、だがしかし。

（いやだなぁ）

　心は正直だった。電車が乗換駅に到着する。憂ゆう鬱うつな気分を抱えたまま工兵はホームに吐き出された。

　ああ、くそ。

　分かってる、分かってるよ。

　謝る、謝るさ。どうせあと二週間の辛しん抱ぼうだ。自分の頭くらいいくらでも下げてやる。だから──
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「ごめん」




　ラボルームに入るなり室見に謝られた。

　工兵はぽかんと口を開け立ち尽くした。

　深呼吸し、部へ屋やの主あるじに頭を下げようとした矢先だった。テーブルの向こうで吊つり目めの少女がバツ悪げに顔を逸そらしている。彼女は頰ほお杖づえを突き唇をへの字に曲げていた。

　………、は？

　一体今、何を言われた。耳を疑っていると室むろ見みは目だけをこちらに向けた。

「昨日きのうは悪かったわ。新人相手に無む茶ちや言いすぎた。ごめん」

　工こう兵へいは瞬まばたきを数回、大股で室見に歩みよると、おもむろに彼女の小さな額ひたいに手を当てた。

　あれ、冷たい。

「何すんのよ！」

　殴られた。

「い、いや、そのなんかおかしなこと言い出してるから。熱ねつでもあるんじゃないかと思って」

「なんで謝あやまるだけで熱があるってことになるのよ！　ていうか、おかしなこと!?　私が謝るとおかしなこと!?」

　激げつ昂こうする室見をなだめ席に着かせる。彼女は肩で息をつきながらそっぽを向いた。

「──カモメに怒られたのよ。ＯＪＴ張り切るのはいいけど、新人の体たい調ちよう崩させちゃ意味がないって。ちゃんと部下の健康管理まで気を配ってこそ一人前のトレーナーだって」

「……はぁ」

　真っ当極きわまりない正せい論ろんに毒気を抜かれる。ていうか、そのあたり分かった上で無茶を押しつけていたんじゃないのか？　ただ単に張り切ってただけ？　あれで？

　難むずかしい表情で押おし黙だまっていると、室見はくしゃくしゃと髪を搔かき回した。

「あー、だからもういいわ。昨日の仕事は一いつ旦たんなしで、ちょっと新しいタスク考えるから、今度はもうちょっと初歩的なやつで──」

「あ、いや」

　ちょっと待った。それは困る。何のために自分が昨晩、睡すい眠みん時間を削ったと思っているのか。ここで止やめられたら下した調しらべが全部無む駄だになる。

　室見は怪け訝げんな表情になった。

「何よ」

「……ええっと、その。だからですね」

　工兵は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、ぽつりとつぶやいた。

「……昨日の仕事、もう一度僕にやらせてもらえませんか」

「はあぁ？」

　室見の頓とん狂きような声が響ひびく。彼女は両目をいっぱいに見開いた。

「あんた何言ってるの？　昨日一日かけて全く進まなかったでしょ」

「それはそうなんですけど、……なんていうか今日はちょっとできそうな気がして」

「なんで」

　詰問するような口く調ちよう。工兵はやや気け圧おされながらも答えた。

「あのあと家に帰ってから色いろ々いろ調しらべてみたんです。ＩＰアドレスの考え方とか、ルーティングの概がい念ねんとか。自分なりに基き礎そからまとめてみて。それで──」

　説明を終えた瞬しゆん間かん、室むろ見みの大きな目が瞬またたいた。

　工こう兵へいは無言で彼女の反応を待った。ややあって室見が鼻から息を抜く。喉のどの奥から唸うなるような声が漏れた。

「今日きようの午後七時」

「……え？」

「午後七時、宅配便の最終集しゆう荷か時間。それまでにコンフィグを完成させて機き械かいに投入、稼か働どう確かく認にんをすませて梱こん包ぽうする。一分一秒でも遅れたら設置の日取りに間に合わない。そういう状況で、私は本当にこの仕事を任せていいの？　あんたを信用していいわけ？」

　室見の声は抜き身の刃やいばのようだった。

　半はん端ぱな答えを返そうものなら遠えん慮りよなくばっさりと切り落とされる。心のどこかで警けい鐘しようが鳴っていた。余計なことを言うな。折せつ角かくやめさせてくれると言ってるんだ。丁ちよう度どいいじゃないか。ここで安やす請うけ合あいしたらまた余分な苦労をしょいこむことになる。──

　いや。

　工兵はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。今逃げたら彼女を見返せない。会社を辞める時、自分の実力に問題はなかったと証明できない。呼吸を整え表情を引ひき締しめる。固く拳こぶしを握り込み淀よどみない口く調ちようで答える。

「はい、大丈夫です。きちんと責任を持って最後までやりとげてみせます」

　───。

　沈ちん黙もくが部へ屋やを満たした。

　室見はまっすぐに彼を見ている。鳶とび色いろの瞳ひとみは鏡かがみのようで、工兵の心を全すべて映し出しているようだった。

　思わず視し線せんを逸そらしたくなる。そのくらい室見の眼光は凄すさまじかった。この小さな身体からだのどこにこれだけのエネルギーがあるのか。ひりつくようなプレッシャーが肌を震ふるわせる。だが、工兵は意思の力で彼女の視線を受け止め続けた。

　どのくらい時間が過ぎただろう、

　室見が溜ため息いきをついた。表情を緩ゆるめ、ふっと視線を逸らす。

「いいわ、やりなさい。ただしタイムリミットは午後五時、その時点で目め途どがついていなかったら残りの作業は私が引き取る」

「………！」

　顔を綻ほころばせかけた工兵に室見は「ただし」と続けた。吊つり気味の目がきゅっとすぼまる。

「大口叩たたいた以上、結果は見せてもらうわよ。できなかった時はそれなりの評価をするから、分かってるわね」

「はい」

　工こう兵へいはうなずいた。今いま更さら甘えが許されると思っていない。自分の出した言葉は自分で責任を取るしかなかった。

「分かりました。五時までに作業を終わらせて報告します」

「あと問題発生時は即レポート、ギリギリまで抱え込まないようにして」

　できないならできないで、とっとと白旗を揚あげろということか。もう一度うなずいて工兵は自席に向かった。会話は終わりだ。時間の余裕もない。さっさと作業に取りかかろう。

　途中でふっと思い立ち振り返る。工兵は「室むろ見みさん」と呼びかけた。

「なによ」

「昨日きのうはすみませんでした。言いたいことがあるなら室見さんと話すべきでした。室見さんの言う通り、僕の今の上司は藤ふじ崎さきさんじゃなく室見さんですから」

「な」

　室見は虚きよを突かれた表情になった。見ているうち白い顔がかぁっと紅こう潮ちようする。彼女は慌あわてた様よう子すで視し線せんを逸そらした。

「あ、あたりまえでしょ！　そんな当然のこと。あらためて言わないでいいわよ！」

　……あれ、なんで怒ってるんだろう。きちんと謝あやまったのに。

「早く作業に取りかかりなさいよ。ゆっくりしている暇ひまないでしょ！」

　怒ど声せいに背中を押され着席する。

　ノートＰＣを立ち上げコンフィグのファイルをクリックした。

　途と端たん、すっと周囲の音が消える。視線がメモ帳に吸いつけられ、それ以外の景け色しきが彩いろどりを失う。

　深呼吸を一回、キーボードに指を置く。刹せつ那な、感じる一体感。自分とＰＣが結合したような感覚。

　さぁ、──始めよう。

　指先をタッチパッドに滑すべらせる。

　既き存ぞんコンフィグと新しいコンフィグ、二つのウィンドウを並べ上から順に舐なめていった。

　コピー、ペースト。スペース。もう一度別の文字列をペースト、エンター。

　指先は迷うことなく新コンフィグを書き換えていく。脳のう裏りにはくっきりと作業の完成形がある。あとは、それに向けてひたすら手を動かしていくだけだった。

　リズミカルな打だ鍵けん音おんは、だが唐とう突とつに断ち切られる。「ＡＤＤ　ＦＩＲＥＷＡＬＬ　ＰＯＬＩＣＹ＝ｎｅｔ　ＮＡＴ＝ＳＴＡＮＤＡＲＤ」、昨日調しらべきれなかった単語が画面に現れていた。ＮＡＴ……？　そう言えば昨日室見が何か言っていたな。アドレスの……変換規則とかなんとか。ブラウザを立ち上げググってみると、ネットワークアドレス変換という説明が現れた。プライベートアドレスをグローバルアドレスに変換する？　なんだそれ。

　………。

　リンクをたどるうち目当ての説明を見つける。

　なるほど、ＩＰアドレスにはプライベートとグローバルの二種類あるのか。電話でたとえるならプライベートアドレスは内ない線せん番号。そのままでは外と通信できないのでＮＡＴ機き能のうを使ってグローバルアドレス──普通の電話番号に変換するということか。分かればあとは早い。既き存ぞんコンフィグの当とう該がい行を分解、必要なパラメータを取り出し新しいコンフィグに投入する。

　その後も新しい表記に出くわす度たび、工こう兵へいは立ち止まった。だが決して諦あきらめない。調しらべて調べて調べ尽くして、体当たりで障害を突き破るように進んでいく。

　───。

　どのくらい時間がたっただろう。

　飲まず食わず、一いつ切さい席を立つことなく作業を続けて。

　工兵は我われに返った。

　カーソルが新コンフィグの最終行にたどりついている。［ＥＯＦ］表記の横に素そっ気けなく「ｅｎｄ」の文字。

　気づけば時刻は午後四時になっていた。一体どれだけ集中していたのか、まったく時間の流れを忘れていた。

　鼓こ動どうが激はげしい。熱ねつの塊かたまりが身体からだの中で渦うず巻まいている。工兵は小さく息を吐き出してコンフィグを見直した。ミスタイプがないか、余分なスペースが入っていないか確かく認にんして最後にエンターを押す。上書き保存、完了。

「室むろ見みさん！」

　工兵は立ち上がった。机の向こうで明るい色の髪が揺れる。室見は鋭するどい眼まな差ざしで彼を見た。

「できたの？」

「はい」

　つっけんどんな物言いに、だが今日きようは自信をもって回答できる。ノートＰＣを電源から外はずし室見のもとに運んでいった。液晶ディスプレイを広げ机に置く。

「………」

　室見はきつい表情でノートＰＣを引き寄せた。細い指をタッチパッドにのせ、工兵のコンフィグを確かく認にんしていく。

　何度も見た光景、昨日きのうはこのあと必ず「やりなおし」の言葉が響ひびいた。

　今度は──どうなのだろう。

　自信はある。あれだけ調べたのだ。昨日のようにサンプルのコピペでない、一行一行知ち識しきと理解の伴ったコンフィグ。正直、ネット上のどの設定よりもシンプルで無む駄だがないと断言できる。

　だが……どうだろう。

　余分なコンフィグは一切入ってないはずだ。だが不足についてはどうだろう？　既存機器には存在しない、新機き器き特有のコマンドが抜け落ちていたら？

　不安な思いで室むろ見みを見守る。室見は冷たい表情でキーを叩たたいていった。一行、一行。カーソルがメモ帳の中を移動していく。ややあって打だ鍵けん音おんが途と絶だえた。最終行で縦たて長ながのカーソルが点滅している。

　彼女は難むずかしい顔で沈ちん黙もくしていた。

　だめなのか？

「あ、あの……」

「ここ」

　耐えかねて声を上げた瞬しゆん間かん、室見がディスプレイを指さす。艶つややかな爪つめの下に「ｐａｓｓｗｏｒｄ」の表記があった。管理用に割り振った、機器のパスワードだった。

「ｐａｓｓｗｏｒｄが平文になってる。これじゃあコンフィグ見ただけでログインパスが丸わかりじゃない。ｅｎａｂｌｅもｓｅｃｒｅｔを使ってないし。あと、ｖｔｙにだけパスワードかけてコンソールが認証なしになってるのはなんで？」

　ぐっと口ごもる。指摘の意味を考える間もなく室見は言葉を続けた。

「ｃｄｐを殺してないから対向のデバイスに余分な情報を与えかねない。ｌｏｇの表示も起動時間準拠のまま。あとでトラブル起きた時にどうやって時系列確かく認にんするつもり？　ｄｏｍａｉｎ参照も今回は不要。コマンドｔｙｐｏした時に、余分な待ち時間かかるだけよ」

　膨ふくらみきった自信が徐じよ々じよに萎しぼんでいく。見えない剣で滅めつ多た刺しにされているようだった。やっぱり駄だ目めなのか、自分のような素人しろうとがいくら頑がん張ばったところで、実案件では使いものにならないのか──

　意気消沈していると、不意に室見が「でもま」と言った。

「よくできてるんじゃない？　一いち夜や漬づけで勉強した割には。ギリギリ合格点」

「……え？」

　工兵はぱちりと目をしばたたいた。

　え、何？

　今、なんて言われた……？

「なによ、変な顔して」

　余よ程ほど妙な表情をしていたのだろう。室見が怯ひるんだ様よう子すで身体からだを引く。工兵は慌あわてて首を振った。

「あ、いえ、すみません。……その、これでいいんですか？　納品──できちゃうんですか」

「はぁ？　何聞いてたのよ、さっき直すところ教えたでしょ。そこを修正して終わったら実機に投入。まだやること残ってるわよ。ほら椅い子す持ってきて。私の横に座る。コンソール接続の取りかた教えてあげるから」

　信じられない思いのまま室見の隣となりに座る。彼女はＰＣを工兵との間に置いた。画面を工兵に向けているためか、室むろ見みがキーボードに指を這はわせた瞬しゆん間かん、肩を寄せ合うような姿勢になる。ふわりと石せつ鹼けんのいい匂においが鼻び腔こうをついた。

　どぎまぎする工こう兵へいの前で、室見は水色の平べったいケーブルを取り上げた。

「これがコンソールケーブル」

　説明しながらケーブルをノートＰＣに繫つなぐ。卓上のネットワーク機き器きを引き寄せ「ｃｏｎ」と書かれた口にもう一端を突き刺した。

「ＴｅｒａＴｅｒｍを起動、新規接続のダイアログでシリアル・ＣＯＭ３ポートを選せん択たく。ここでＯＫを押せば──ほら、来た」

　画面に[image: ]型のプロンプトが現れる。室見は工兵にＰＣを差し出した。

「え」

「これでＰＣとルータが繫がったの。あとは自分で打ってみなさい。コマンドは私が言うから」

　室見が横でコマンドを読み上げていく。ぎこちなくキーボードを叩たたきながら工兵はターミナルの画面を食い入るように見守っていた。ユーザモードから特権モードへ、コンフィグレーションモードにプロンプトが切り替わる。

　室見に言われるまま、自分で作ったコンフィグを画面に貼はりつけていく。途中、室見に指摘された箇所を修正し、他ほかにもいくつか管理用のコマンドを追加させられた。例によって基き礎そから調しらべ直すため時間がかかるものの、室見は辛しん抱ぼう強く作業を見守ってくれた。

　───。

　四苦八苦した挙げ句、コンフィグの投入が終わる。工兵は額ひたいの汗を拭ぬぐった。──やった、やりとげた。

「まだまだ。ちゃんと動くかテストするわよ、稼か働どう確かく認にん」

「テスト？」

「疑ぎ似じ環かん境きようを作って、実際に通信できるかどうか見てみるの。ていっても、この程度の構成ならそんなに複雑なもの準備する必要ないから。──そうね、ルータを挟んでＰＣ二台を直ちよく接せつ続ぞく、お互いに通信できればいいか」

　………？

　よく分からない。首を傾かしげていると室見は苛いら立だたしげに「ああ、もう」と嘆たん息そくした。立ち上がりホワイトボードのところに歩いていく。大きな四角形を書いて工兵を顧かえりみた。

「これルータ。いい？　あんたがインターネット側に設定したインタフェースと私のＰＣを繫ぐ。で、ＬＡＮ側にあんたのＰＣを繫ぐ。設定が正しくされていればＰＣ同士、ちゃんと通信できるでしょ？　そういうこと」

「ＰＣ同士？　通信できるんですか？」

「あたりまえでしょ、ルータってそういう機械なんだから」

　いや、まぁ確たしかにそうかもしれないが。

　工こう兵へいは口ごもった。

　自分の作った機き械かいが通信を中継する？　なんと言うかまったく実感が湧わかなかった。もちろん机き上じようの理屈は分かる。だが実際に動かすとなるとどうにも疑わしかった。

「いいから、ごちゃごちゃ悩んでないでやってみる。ＰＣのアドレスをこれに変えて。で、ＬＡＮケーブル準備。向こうの棚にクロスケーブルって貼はり紙がみの箱あるから、そこから適当なの二本持ってきて。早く！」

　大声に背中を押されケーブルを取りに行く。机に戻るとホワイトボードの図に従いＰＣとルータを接続していった。

「アドレス変え終わった？　じゃあ次、コマンドプロンプト立ち上げて。──そう、『ファイル名を指定して実行』からｃｍｄと打ち込んで。リターン。そう、それ」

　黒一色のアナクロな画面が起動していた。画面左上に白字で『Ｃ：￥Ｕｓｅｒｓ￥ｒｉｋｋａ』の表記がある。その横には[image: ]の表示。先さき程ほど見たルータの設定画面と同じ、コマンド入力の受付プロンプトだった。

「ｐｉｎｇ、スペース、対向ＰＣのアドレスを入力」

　室むろ見みに言われるままキーを叩たたいていく。最後まで入力し終え工兵は室見を見た。一体何をさせようというのか、不ふ審しんな面おも持もちでいると室見は薄うすく唇を歪ゆがめた。

「ｐｉｎｇは通信確かく認にんのコマンドよ。ｉｃｍｐのエコーパケットを投げて応答があるか確認する。結果が返ってくればルータの設定は成功、来なければ失敗。エンターを打てばそれが分かる」

「わか……る」

「あんたがここ二日かけてやった作業、その結果よ」

　ごくりと唾つばを吞のみ込む。工兵はキーボードを見つめた。右手の中指がエンターキーの上で止まっている。この指を下ろせば結けつ論ろんが出る。自分のコンフィグが正しかったか証明される。

　室見は無言で工兵の決断を待っている。工兵は大きく息を吸い込み天てん井じようを仰あおいだ。ゆっくり呼吸を整えた後のち、視し線せんをモニタに落とす。唇を結び、人差し指をキーボードに落とした。

　───。




　Pinging xxx.xxx.xxx.xxx with 32 bytes of data:

　Reply from xxx.xxx.xxx.xxx: bytes=32 time〈1ms TTL=128

　Reply from xxx.xxx.xxx.xxx: bytes=32 time〈1ms TTL=128

　Reply from xxx.xxx.xxx.xxx: bytes=32 time〈1ms TTL=128

　…




　画面を数字とアルファベットが流れていく。

　Ｒｅｐｌｙ　ｆｒｏｍ──意味は……応答あり。

　つな……がった？

　工こう兵へいは喘あえいだ。

　一いつ瞬しゆん遅れて、ざわりと鳥肌が立つ。なんとも言えない感覚が意い識しきを満たした。背筋がぞくぞくする。うわ、やばい。なんというか、これは──

「気持ちいいでしょ？」

　振り向くとすぐ傍そばに室むろ見みの顔があった。瞳ひとみに艶つやっぽい光をたたえ画面を覗のぞき込んでいる。彼女は全すべてを見み透すかすような表情で工兵に告げた。

「あんたの作ったネットワークよ」

　僕の──？

　呆ぼう然ぜんとモニタを見る。黒いウィンドウには、確たしかに接続成功の証あかしが刻まれていた。今、二台のＰＣは繫つながっている。自分の作ったネットワークで、一から組み上げた設定によって。

　もう一度、ｐｉｎｇコマンドを発行する。結果は同じ。Ｒｅｐｌｙ　ｆｒｏｍの文もん言ごんが下から上に流れていく。もう一度、──もう一度。

　室見は安あん堵どしたように肩の力を抜いた。

「一いつ旦たん、動作は正常みたいね。あといくつかテストこなして、それで問題ないようなら梱こん包ぽうしましょう。時間は──あと二時間あるか。余裕ね」

　室見は携けい帯たいを畳み工兵を見た。

「あんた、一度休きゆう憩けいしてきたら？　朝からずっと作業してるでしょ」

「え……」

　突然の申し出に工兵はきょとんとした。室見は心なし顎あごを持ち上げた。

「休憩よ、休憩。食事でも一服でも、とりあえず頭休めてきたらって言ってるの。残りのテスト、ぼんやりやってミスされるのも嫌いやだし」

　確たしかに、言われてみればまともな休憩を一度も取っていない。空腹はともかく喉のどがひりつくように渇いていた。そうだな、水分くらい補給しておくか。

「じゃあ、ちょっとだけ」

　ここは彼女の優やさしさに甘えよう。なんか、優しすぎて気味が悪いが。ちょっとくらい自分の頑がん張ばりを認めてくれたということか。まぁそれならそれで相手の気が変わらないうちに──

　机に手を突き立ち上がる。その時、どたどたと騒そう々ぞうしい足音が廊下から聞こえてきた。

「む、室見さん！」

　悲鳴のような声が響ひびいた。

　入り口に細身の男性が立っている。真ん中分けの髪、瘦こけた頰ほお、襟えり元もとの乱れたシャツ。

　藤ふじ崎さきだった。

「た、た、大変だよ、室見さん」

　藤ふじ崎さきは混乱も露あらわに言った。動転しているためか、眼鏡めがねの奥で瞳ひとみが泳いでいる。室むろ見みは顔をしかめた。

「なんですか、いきなり」

「い、今うちの部署に荷物が届いてて。中身見たらネットワークスイッチだったんだけどなんの案件に使うか分からなくって。たまたま社長がいたから訊きいてみたんだよ。そうしたら……Ｍ情報の機き材ざいだって」

　Ｍ情報……？　聞き覚えのある社名に首を捻ひねる。

　──ていうか、あれ？　今自分達のやってる案件って……

「Ｍ情報の機械なら、ここにありますけど」

　室見の怪け訝げんな声に藤崎はぶんぶんと首を振った。

「ゲートウェイルータじゃなくてスイッチ。どうも社長、ＤＣ内スイッチのリプレースも請うけ負おってたみたいで」

　一いつ瞬しゆん、室内の空気が凍りつく。室見は乾いた声で「何台ですか」と訊たずねた。

「四台。２４ポートものが二台と４８ポートものが二台」

「納期は」

「今日きよう中、ルータと一いつ緒しよに送付してほしいって」

　………。

　ふ、ふざけるなあっ！

　工こう兵へいは卒そつ倒とうしそうになった。たった一台の機械を設定するのにこれだけかかったのだ。それがあと４台？　悪い冗じよう談だんにしか思えなかった。ついでに言えば機材の集しゆう荷かまであと二時間程度しかない。

　工兵は震ふるえる声で訊ねた。

「な、な、なんでそんなことになってるんですか。社長はなんて言ってるんです？」

「いや……忘れてた。ごめんって」

　潔いさぎよいな！　おい！

　………。

　一体どうするつもりだ。すがるような思いで室見を顧かえりみる。だが彼女は淡たん々たんとした表情で頭を搔かいた。

「──ま、いつものことか」

　えええ！

「うん、ま、いつものことなんで。ごめん」

　藤崎さんまで!?

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす工兵に室見は鋭するどい視し線せんを投げかけた。

「というわけで桜さくら坂ざか。休きゆう憩けいは中止、とりあえず機械を取りに行くわよ。一時間で設定して三十分でテスト。そうすれば梱こん包ぽうに三十分時間を取れるわ」

　嬉うれしくない、まったくもって嬉しくなかった。

　だが室むろ見みに仕事を投げ出すという選せん択たく肢しはないようだった。工こう兵へいの首根っこをつかみ、ずるずると力任せに引きずっていく。後ろで藤ふじ崎さきが申もうし訳わけなさそうに頭を下げていた。




　結局、作業は集しゆう荷かに間に合った。だが機き械かいの追加で各種資料の更新が必要になり、工兵は集荷のあとも後始末に忙ぼう殺さつされることとなった。

　そして結局──

　その日も、工兵はめでたく終電帰りとなった。







[image: ]







　混こん濁だくした意い識しきを携けい帯たいの着信音が切り裂く。

　一回、二回、三回。硬質なシグナルが脳内に木こ霊だまする。放っておけば鳴なり止やむかと思い無視していたが、呼び出し音は十回を超えても収まりそうになかった。

　仕方なく工こう兵へいは布ふ団とんから手を伸ばした。淡あわい朝あさ陽ひの下、フローリングの床ゆかにジャケットとシャツ、ネクタイが脱ぎ散らかされている。工兵はシャツのポケットを探り携帯を取り出した。

「──はい、もしもし」

　眠たげな声で答える。

『あ、桜さくら坂ざか？』

　低い張りのある声が耳元で響ひびく。この声は……えっと誰だれだっけ。

　工兵は寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすり起き上がった。

「はい、そうですけど。……どちら様ですか」

『なんだよ、まだ寝惚けてるのか。俺おれだよ俺』

「……オレオレ……詐さ欺ぎ？」

『そうそう、あなたのお母かあさんが事故に遭あって示じ談だん費用でとりあえず一千万……って、なんでやねん！　あ、こら切るな！　ほら、俺だよ。ゼミの！』

　ああ……。ようやく記き憶おくがはっきりしてくる。大学時代の友人だった。

『ったく、一昨日おとといから全然連絡つかないんで心配してたんだぞ。メールも何回か送っただろ』

「メール……？」

　そう言えば入社以来全まつたく携帯を見ていなかった。メールボックスを確かく認にんすると未読のアイコンがいくつか表示されている。一番古いメールは水すい曜よう日びの夜、今日きようは土曜日だから丸三日音信不通だったことになる。

「……ごめん、ちょっと色いろ々いろあって。連絡取れるような状況じゃなかったから。……何かあった？」

『何かって、今晩のことに決まってるだろ。出席でいいんだよな？　例の飲み会』

「例の飲み会？」

『ゼミの連中で飲もうって話してただろう？　卒業後、初飲み』

　ああ。

　そう言えばそんな話もあったっけ。卒業後最初の休日に大学時代の友人で集まり職しよく場ばの様よう子すを語り合おうという企画。すっかり忘れていた。

　──今日、今日の夜か。

　………。

「ごめん。ちょっと無理そう。みんなによろしく言っといて。──おやすみ」

『あ、桜坂。おい、待て。待てったら』

　通話を打ち切りベッドの下に携帯を置く。我われながら不義理な対応だと思ったが今はもうとにかく眠い。目ま蓋ぶたに磁じ石しやくが入り下目蓋と引き合っているようだった。

　布ふ団とんを引き上げ身体からだを縮ちぢこまらせる。よし、これで邪じや魔まするものはいない。せっかくの休日だ。さぁもう一眠り──

　トゥルルルルル。

　嫌いやがらせのように固定電話が鳴り出した。

　工こう兵へいは剣けん吞のんな表情で身体を起こした。眉まゆ根ねに皺しわを刻み電話を睨にらみつける。本棚の上でパールホワイトの受話器がピンク色のＬＥＤを瞬またたかせていた。

　一体どこの誰だれだ。大学の知人に固定電話の番号は教えていない。レンタルＤＶＤの延えん滞たい──はしていないからセールスか、あるいはただの間違い電話か。

　──くそっ……。

　獣けもののように唸うなって工兵は布団にもぐった。頭までシーツを引き上げ耳を塞ふさぐ。待っていればそのうち鳴りやむだろう。だが祈りも虚むなしく電話はけたたましい着信音を響ひびかせ続けた。

　二十回目の呼び出し音で工兵は飛び起きた。布団を跳はね飛ばし、ひったくるように受話器をつかむ。眦まなじりを吊つり上げ押し殺した口く調ちようで囁ささやいた。

「はい、桜さくら坂ざかです」

『あ、お兄にいちゃん。やっと起きた！』

　実家からだった。

　今年で中三になる妹は甲かん高だかい声で工兵を詰なじった。

『もう、全然連絡つかないんだから。お母かあさんに電話するよう言われてたでしょ』

　ああと呻うめき声ごえを上げる。そう言えば、就しゆう職しよくして落ち着いたら様よう子すを教えろとか言われてたっけ。工兵は溜ため息いきを漏らした。

「仕事忙しかったからしょうがないだろ。今も寝てたところなんだから、またあとで電話するよ」

『だめ！　お兄ちゃんから連絡ないとお母さん、ずっと私に電話かけろって言ってくるんだから。ちょっと待ってて。……お母さん、お兄ちゃん起きた！』

　止める間もなかった。受話器の向こうからパタパタと足音が近づいてくる。ややあって電話向こうの相手が替わった。

『工兵？』

　母の声だった。工兵は抗こう議ぎを諦あきらめた。

「うん。……ごめん、ちょっと電話できなくて」

『元気でやってるの？　会社はどう？』

　思わず本ほん音ねを漏らしそうになる。

　実はひどい会社に入ってしまったんだ。就活サイトは捏ねつ造ぞうで同期もゼロ。社長は社員の消しよう耗もうも気にせず案件を取ってくるし、ＯＪＴの先せん輩ぱいはハートマンばりの鬼おに軍ぐん曹そう。上司は過労で倒れそうだわ自分も二日目から残業続きだわ。正直いつまでもつか分からない。ていうか、そもそも使えなければ二週間で首って言われてるし、落ち着いたら次の仕事を探そうと思うんだ。──

　なんてことを告げれば、母親は間違いなく「帰ってこい」と言うだろう。ほら、やっぱり聞いたことのない会社なんて駄だ目めなのよ。お父とうさんに言ってお店の仕事を用意してもらいましょう。

　………。

　だから工こう兵へいは建たて前まえで喋しやべるしかなかった。

「うん、まぁぼちぼちやってるよ。大変だけど大丈夫」

　母親は疑わしそうだった。だが特に問い詰めてくることもなく、話題は工兵の食生活に切り替わった。ちゃんと三食食べてる？　外食ばかりしていないでしょうね。肉だけじゃなく魚も食べるのよ。

　上京以来何度も繰くり返されたやりとり。いつものように「うん」「はい」「気をつける」と返し母親を安心させる。母親は不安そうに『じゃあ切るけど。また様よう子す教えてちょうだいね』と告げ電話を切ろうとした。

　普ふ段だんなら工兵は「うん、じゃあ」とだけ返し受話器を置く。だがこの時ばかりはふっと心細さが勝った。

「ねぇ、働くって大変だね」

　気づけばぽつりと囁ささやいていた。電話の向こうが沈ちん黙もくする。やばい、余計なことを言ったか。焦あせりながらフォローの言葉を考えていると母親が言った。

　不ふ思し議ぎそうな、それでいてどこかおかしみを含んだ声だった。

『あたりまえじゃない、何言ってるの。みんなその大変なことをやって暮らしてるのよ』




　すっかり目が覚めてしまった。

　脱ぎ散らかした服を片づけ洗せん濯たく機きを回す。たまった郵便物を確かく認にんしに行くと丁ちよう度ど管理人が掃除を終え引き上げるところだった。軽く頭を下げて挨あい拶さつ、ポストを開け満杯のチラシから必要な手紙を発掘する。時刻は午前十時、そろそろ日の光が強さを増し始める頃ころだった。

　さて、どうしようかな。

　請せい求きゆう書しよとＤＭを分別しながら、ふっと思う。

　本当は昼過ぎまで寝ている予定だったから、微妙に時間が空あいてしまっている。家を片づけて、洗濯物を干して、それから？

　人と会う元気はない。かといって家に居続けても気が滅め入いるだけだろう。

　──飯でも食いに行くか。

　考えた末、結けつ論ろんを下す。

　外食してゲーセンでも行って、漫画を買って喫きつ茶さ店てんで時間を潰つぶして。とにかく今日きよう一日だらだらと過ごそう。そうすれば仕事の疲れも幾分抜けるはずだった。

　あーあ……。

　盛大な溜ため息いきを漏らす。いくら疲れを癒いやしても、今日が終わり明日あしたが過ぎればまた月げつ曜よう日びがやってくる。そして始まる地じ獄ごくのような一週間。もし自分があの会社に留とどまり続けるならそのサイクルが何年も何十年も続くのだ。

　やっぱり、無理だ。

　絶望的な気分で独りごちる。

　昨日きのうの夜、ルータの構こう築ちくを終わらせた瞬しゆん間かん、全身を包み込んだ昂こう揚よう。あの感覚を得たときは一瞬、ほんの一瞬だけここでやっていけるかもと思った。だが続くごたごたで体内の熱ねつは残らず拭ぬぐい去られてしまっていた。今の自分を満たすのは泥どろのような疲労と倦けん怠たい感かんだけだ。

　──とにかく二週間、……あと二週間だけ頑がん張ばろう。

　重い足取りで部へ屋やに戻る。風ふ呂ろ場ばを洗い掃そう除じ機きをかけると時間はもう昼前になっていた。洗せん濯たく物ものを干し外出の準備を整える。

　どこに行こうか。

　折せつ角かくの休日だ。好きなものを腹一杯食べておきたい。何がいい？　……そうだな、久しぶりに神じん保ぼう町ちようのカレー屋でも行ってみるか。スパイスのがつんと効いたチキンカレー、就しゆう活かつ前まえ、まだ時間の余裕があった頃ころはよく友人達と通ったものだ。近くに本屋やゲーセンもあるしゆっくりするには丁ちよう度どよい。

　ただ──

　神保町と御お茶ちやノの水みずは近い。つまりスルガシステムの社しや屋おくにも接近するということだ。直ちよく線せん距きよ離りで徒歩十五分、二十分といったところか。駿する河が台だいの坂を見る度たび、丘上のビル群を仰あおぐ度、昨日一昨日おとといの悪夢が蘇よみがえる。ひょっとしたら社員の誰だれかに出くわすかもしれない。あの会社、平日とか休日とか関係なさそうだしな。室むろ見みさんあたり普通に出勤してきているかも。──

（かといって、電車を乗り継いで他ほかの繁はん華か街がいに出るのもな）

　工こう兵へいは嘆たん息そくした。

　何と言っても神保町なら地下鉄で一本、十分もたたずたどりつけるのだ。わざわざ遠出して疲れに行くのも馬ば鹿か馬ば鹿かしかった。

　……よし。

　結けつ論ろん、今日は神保町に行く。会社の人とは……まぁ余よ程ほどの偶ぐう然ぜんでもない限り出くわすこともないだろう。何も無人の荒野を訪れるわけじゃないのだ。混雑した繁華街で知り合いと遭そう遇ぐうする可能性はゼロに近い。

　財さい布ふと携けい帯たいをポケットにねじ込み、工兵は家を出た。




　休日の神じん保ぼう町ちようはのんびりした空気に包まれていた。

　古書店の前を好こう事ず家かっぽい人々が行き交っている。カフェとラーメン屋とスポーツ用品店、ファストフードにコンビニ、金券ショップ。ごった煮のような町並は、だがどこか上品さも兼ね備えている。街を歩く人々も学生から老人まで幅広い。なんというか懐ふところの深い町なのだ。誰だれがいつ、どんな目的で訪れても受け入れてもらえる。そんな安心感が好きで、工こう兵へいはよくこの町を訪れていた。

　駿する河が台だい下のカレー屋で昼食をすませた。味は変わっていない。学生時代のままだった。懐なつかしさに胸を熱あつくしながら工兵はサイドメニューのジャガイモをお代わりした。すっかり満腹になったあと、「ごちそうさま」と告げて店を出る。

　スパイスの辛からさに舌をひりつかせ近くのゲーセンへ。入り口脇わきの自じ販はん機きでコーラを購こう入にゆうする。昼食後はジュースを飲みながらゆっくり対戦麻雀マージヤンを楽しむ。個人的に一番落ち着く時間の過ごし方だった。

　──さて、と。

　壁かべ際ぎわの筐きよう体たいに腰掛けＩＣカードを投入する。画面に「ＫＯＨＥＩ」のハンドルネームが表示された。ＬＶは２２──学生時代からやりこんでいるため獲かく得とく経けい験けん値ちは膨ぼう大だいなものとなっている。ゲーム内の階級も最上位まで到達し、残すは階級内でのランク上げのみとなっていた。

　百円を投じゲームスタート。

　モードは東トン風戦、最初の相手は同じ階級の人間二人ふたりと下位階級の人間一人ひとりだった。場決めの結果、対面トイメンが起家チーチヤ。工兵は西家シヤーチヤとなる。

　配はい牌パイは悪くない。手配にドラが一つ、役牌の対子トイツもある。二、三回鳴けば聴牌テンパイできるだろう。──と思ってるうち、上家カミチヤが發ハツを切る。

『ポン』

　特急券獲かく得とく。

　さい先の良いスタートだった。

　続いて嵌張カンチヤンの待ちを引き当て一向聴イーシヤンテン。オタ風をポンし、二五萬リヤンウーワンの両面リヤンメン待ちで聴牌する。そのままいけば役牌ドラ一でも上がれただろう。だが更さらなる転機が七巡目に訪れた。

　下家シモチヤが二索リヤンソーを槓カン、新ドラ表示牌は「白」、工兵の手が一気に三翻サンハン跳はね上がる。そして下家がツモ切りした嶺上牌リンシヤンハイは五萬ウーワン。

『ロン。役牌ドラ４、満貫マンガン』

　派は手でなエフェクトとともに下家の点数がごっそり削られる。

　よしよし。工兵は舌なめずりした。絞りの甘い相手で助かった。丁ちよう度ど良い、たっぷり貢みついでもらおうか。

　───。

　半荘ハンチヤン終了時、工兵の点数は四万二千だった。文句なしのトップ、そして次の卓に続行。そこでも工こう兵へいは親満を上がり序じよ盤ばんで勝負を決めた。

　どうも今日きようはついているらしい。

　ＬＶが２３に上がったのを確かく認にんし工兵はほくそえんだ。公式には否定されているものの、対戦麻雀マージヤンゲームには流れがあると思う。上がれる時は何をやっても上がれる。上がれない時は何面待ちだろうと上がれない。このあたり現実の麻雀よりも色いろ濃こく運不運が出ると思う。そして今日の工兵はついているらしかった。

　ならまぁ行けるところまで行くだけだ。

　二半荘目の結果表示で続行ボタンを押す。画面が切り替わり次卓のプレイヤー募ぼ集しゆうが始まった。だが前の半荘と違いなかなか面子メンツが揃そろわない。さっきまでのプレイヤーがリタイアしてしまったのか、このままいけばＣＰＵ対戦になると思った時だった。

　下家シモチヤに新たなプレイヤーが表示される。ハンドルネームはＫＭＭ、階級は──

「初段？」

　工兵は眉まゆをひそめた。ものすごい初級クラスだ。普通ならこんな無差別階級戦に出てくる相手じゃない。

　怖いもの知らずなのか。

　怖いもの見たさなのか。

　まぁいい、いずれにしろカモだ。上位ランクの恐ろしさを思い知らせてやる。

　だが──

『ロン』

　開始早々、工兵はＫＭＭに振り込む。純チャン三色、満貫マンガン。ダマ聴テンでノーマークのところを当たられた。続く東トン二局、親リーを警けい戒かいし現物切りしたところ、またしてもＫＭＭに振り込み。今度はタンピン一盃口イーペーコー、３９００。

　偶ぐう然ぜんか、そう思いつつ気を引ひき締しめる。どんな初心者でもつき始めると手がつけられない。なるべく危険牌ハイを絞り、流れを引き戻す必要があった。

『リーチ』

　東三局、工兵の親番にＫＭＭがリーチ。相変わらず早い。自分の手はまだ三向聴サンシヤンテン、無理は禁物だった。

（回しながら、手を進めて）

　手配の九策チユーソーに手をのばす。ＫＭＭは二巡目に六策ローソーを切り九策も場に二枚見えていた。両面リヤンメンとシャボ待ちがない以上、これは通る。特に警けい戒かいもなく牌を切った時だった。

『ロン』

　信じられない声がスピーカーから流れる。パタリとＫＭＭの牌が倒れ、待ちが露あらわになった。瞬しゆん間かん、工兵は呻うめき声ごえを上げた。

　九策……単たん騎き！

『立直リーチ、混一色ホンイーソー、役やく牌はい、ドラ３。倍満』

「じ……地じ獄ごく単たん騎き」

　点数が箱割れし、マイナスになっていくのを工こう兵へいは呆ぼう然ぜんと見つめていた。ダマでも跳満ハネマンの手をわざわざ単騎待ちに変えリーチしてきた。完全に狙ねらい撃うちだ。なんだこいつ、初心者のくせに。

　頭に血が上り、無む意い識しきのうちに追加クレジットを投入していた。いくらなんでもこのままじゃ引き下がれない。せめて一いつ矢しは報むくいないと。そう、今は少し油断したのだ。相手が速攻型ならこっちも合わせるまでだ。下へ手たに手作りなどこだわらず、鳴きまくりで手を進めて。

　───。

　だが、二半荘ハンチヤン目も三半荘目も工兵は惨ざん敗ぱいした。

　ＫＭＭは老ろう獪かいだった。相手の点数が高いと見るや安手で流し、時には他家ターチヤのゴミ手に振り込んで出血を防いだ。ダマ上がりで警けい戒かいを誘い、悪待ちのリーチで他家の手を止め、縦じゆう横おう無む尽じんに場を翻ほん弄ろうし続ける。気づけば工兵の経けい験けん値ちはごっそりと削られ開始時のＬＶを割り込んでいた。

　ぐ……ぐぐ。

　拳こぶしを握りしめ液晶画面に突っ伏す。ここまで一方的に負けたのは初めてだった。完敗、手も足も出なかった。

　一体どこのプレイヤーだ。情報画面を開け、相手のプレイ場所を確かく認にんする。

　──東京、神かん田だ。店名は……

　……え？

　工兵は目をしばたたいた。ちょっと待て、この店名はもしかして。

　慌あわてて入り口の看板を見る。赤字で装飾されたアルファベットは画面上の名前と同じだった。

「………!?」

　同じ店？　どこだ!?

　表情を強こわばらせ店内を見渡す。対戦麻雀マージヤン筐きよう体たいは壁かべに沿って店の奥まで並べられていた。時間帯のせいか店内に人の姿は少ない。手前の筐体から視し線せんを走らせる。いない、いない、いない。階段の陰……もいないか。……いや、一番奥の席、カウンター手前の筐体に人ひと影かげが見える。あれか？

　ほっそりした体たい軀くの女性だった。ペイズリー柄がらのワンピースにデニム、焦こげ茶ちやのブーツを合わせている。ディスプレイの陰になり顔はよく見えない。長く綺き麗れいな髪が肩から背中に流れ落ちている。

　女の……人？

　狐きつねにつままれた思いで視線を凝こらす。先さき程ほどのえげつない打ち筋と女性のシルエットがどうしても重ならなかった。ゲームを終了させ席を立つ。何気ない風ふうを装よそおい店の奥に赴おもむき、女性のプレイ画面を覗のぞき込んだ。ハンドルネームは──ＫＭＭ、やっぱりこの人か。

　瞬しゆん間かん、ふっと女性が顔を上げた。黒髪が揺れ磁器のように白い額ひたいが露あらわになる。視線が交こう錯さくした。

　……え？

「あら、工こう兵へい君」

　女性は涼やかな笑えみを浮かべた。薄うす紅べに色いろの唇と切れ長の目は見間違えようもない、スルガシステムのアシスタント、カモメだった。

[image: ]

「か、カモメさん……？」

　仰ぎよう天てんしてあとじさる。なんで彼女がこんなところに。ていうか、え？　ここゲーセンだよね。

「工兵君もゲームとかやるんだ？　何やってるの、格ゲー？　音ゲー？」

　工兵はかぶりを振り液晶画面を見た。画面にはまだ対戦相手の名前──ＫＯＨＥＩが表示されている。カモメは液晶に視し線せんを落とし「あらら」と肩をすくめた。

「これ……ひょっとして工兵君だった？」

　無言でうなずく。カモメはバツ悪げに小首を傾かしげた。

「……ごめんなさい、なんか狙ねらい打ちしたみたいで。他ほかの人達がベタ下りだったから、つい」

　中途半端に勝負を仕掛けた分、カモりやすかったということか。工兵はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、ややあって我われに返り溜ため息いきをついた。

「……いいですよ、勝負事ですから。ていうかカモメさん、なんでそんな強いのに初段なんです？　始めたばっかってわけじゃないですよね」

「ああ、あたし、一度カードなくしちゃってるから」

「カードを？　……ああ、それでユーザ情報が消えちゃったんですか。じゃあ前はそれなりのレベルまで進んでいたんですか？」

「うん、ＬＶ９９。全国ランカー」

　勝てるか！　そんなもん！

　ていうかそんなのが初段とか名乗るな！　詐さ欺ぎだ！

　………。

　はぁ。

　肩を落とし意い気き消しよう沈ちんしているとカモメが立ち上がった。荷物をまとめ慣なれた手つきでゲームを終了させる。彼女はぱちりと工兵にウィンクしてみせた。

「ちょっと休きゆう憩けいしない？　お詫わびに飲み物おごるから」




　店を出て自じ販はん機きのジュースを買った。

　カモメは取り出し口から缶コーヒーを二つつかみ上げ、一本を工こう兵へいに手渡した。

「あ、ありがとうございます」

「全然、気にしないで。今日きよう工兵君からもらった経けい験けん値ちに比べたら安いもんだから」

「………」

　それはまぁそうだろうが、何度も言わないでほしい。思い出す度たび、気が滅め入いってくる。

　自販機の横で二人ふたり並び、缶を呷あおる。途と端たん、ほろ苦にがいコーヒー豆の香りが鼻び腔こうを満たした。工兵はほうと息をついてカモメを一いち瞥べつした。

「……ていうかカモメさん、この辺の人なんですか？　なんか、電車で通ってるとか言ってませんでしたっけ」

　確たしか総武線で通勤しているという話だった。昨日きのうの朝、藤ふじ崎さきとＪＲの遅れについて話していた記き憶おくがある。ひょっとして聞き違いだったのか。だがカモメは首を横に振った。

「今日はちょっと待ち合わせで出てきたの。このあと立りつ華かちゃんと会う約束しててね」

「室むろ見みさんと……？」

　カモメはうなずいた。

「ほら、あの子、ほっとくと夜昼関係なしに働いちゃうから。たまには外へ連れ出さないとね。買い物とか、映画とか、少しは女の子らしい遊びもさせないと」

「女の子らしい……ですか」

　室見にはまったく似つかわしくない単語だった。いや、だが外見だけなら別におかしくないのか。目鼻立ちは整っているし服のセンスも、まぁ悪くない（ＴＰＯをわきまえてるかどうかは別として）。あとは同年代の子と連れだち食べ物やタレントの話に興きようじていれば。

　………。

　だめだ、まったく想像がつかない。工こう兵へいの脳のう裏りに浮かぶ室むろ見みは常に眉まゆを吊つり上げ不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちで仕事の話をしている。プライベートの彼女などまったくイメージできなかった。

「室見さんって仕事好きなんですかね」

　言わずもがなのことを訊たずねる。もちろん好きなのだろう。でなければ、あれほど仕事に打ち込めるはずがない。だがカモメは「うーん」と唸うなって首を傾かしげた。

「好き……っていうのとは違うかも」

「違う？」

　カモメは困ったように口元を歪ゆがめた。

「仕事しかないっていうか、あの子の場合、他ほかに選せん択たく肢しがないっていうか、……んー、うまく言えないけど」

「………？」

　よく分からない。きょとんとしていると、カモメは「あはは」と頭を搔かいた。

「あたし、なんかよく分からないこと言ってるね、ごめんごめん」

「いえ……」

「工兵君はどう？　仕事楽しい？」

「楽しそうに見えますか？」

「たまにハウス・オブ・ザ・デッドに出てくるゾンビみたいな顔色してるよね」

　工兵はうなだれた。

「………、じゃあそういうことです」

「昨日きのうはちょっと楽しそうだったけど」

　よく見てるなぁと感心する。一昨日おとといの晩も室見と険悪になった瞬しゆん間かん、現れたし。ひょっとしてどこかで様よう子すをうかがっているのかもしれない。

「正直、よく分からないんです」

　両手で缶を包みこみ、飲み口を見み据すえる。虚うつろな空洞が今の自分の心を表しているようだった。

「機き械かいを設定して思い通り動かした時は楽しかったです。でも徹てつ夜やとか一日中休みなしで作業するとか、ああいうのが続いたら正直ついていけないと思うんです。室見さんみたいに働き続けるのは……自分には無理だろうなって」

　それに──と工兵は続けた。

「僕、Ｙさんみたいになりたいって、それだけを考えてこの会社を選んだんです。なのにあれが噓うそだって分かって、人事の作り話だって分かって、何を目指してよいか分からなくなったっていうか……」

「あ、ごめん。あれ書いたのあたし」

　……へ？

　工こう兵へいは顔を上げた。

　カモメは気まずそうに視し線せんを逸そらした。

「あたし、昔ライターやっててね。そのこと人事に言ったら就しゆう職しよくサイトの雛ひな形がた？　を作るからなんか適当に書いてくれって。でまぁそれっぽい話をつらつらっとね。まさか、そのまま使われるとは思わなかったけど」

　………。

　あ、あんたか！

　あんたなのか！

　あんたのせいで、自分は……！

　ていうかライター？　危あやうくスルーしそうになったけどなんだその隠し設定。対戦麻雀マージヤンゲームの件といいこの人、得え体たいが知れなさすぎる。

　愕がく然ぜんとする工兵の前でカモメは「たはは」と肩をすくめた。

「いやぁ、言い出しづらかった。なんか工兵君、あのサイトにすごく思い入れあるみたいだったし」

「できればずっと黙だまっていて欲しかったです……」

　恨うらめしげな口く調ちようでつぶやく。全部人事が悪いと思っていれば、まだしも気が楽だった。少なくとも同じ部署の人間を恨むより気分がいい。

　カモメは申もうし訳わけなさそうに頭を下げたあと、声を固くした。

「ごめん、ごめん。でもね工兵君、あれ別に全部噓うそっぱちってわけじゃないよ」

「………？　どういうことですか」

「あたし、ＳＥの知り合いが何人かいてね、──あ、この会社じゃないんだけど。飲み会とかあるとさ、それはもういっぱい愚ぐ痴ちを聞かされるわけよ。今の工兵君と同じ、残業がひどいとか休みがとれないとか。あと納期が無む茶ちや苦く茶ちやだとか、営業ができもしない案件とってくるとか」

「………」

「でもなんだかんだ言いながらみんな仕事続けているのよね。だから、理由を訊きいてみたの。なんで仕事辞めないの？　何が楽しくて今の仕事続けているのって」

　それは──

　今の自分が一番訊いてみたいことだった。一体、何をやりがいに仕事し続けているのか。どうしてこんな無茶に耐えているのか。

「なんて……答えが返ってきたんですか」

「何かを自分の手で作り上げる快感」

　カモメはきっぱりと答えた。

「たとえばさ、メーカーで物もの作るって言っても自分一人ひとりでできるものじゃないでしょ？　車の開発とか考えると分かりやすいけど、色いろんな会社や人、組そ織しきが集まって作り上げるものじゃない。でもシステムは別。コンピュータと技術者がいれば、最悪一人ひとりでも作り上げられる」

「一人で……」

「まぁ時間さえかければの話ね。実際には納期の問題もあるし、大だい規き模ぼ案件ならチームや外注使うことも多いんだろうけど。でも基本はそういうものってこと。優ゆう秀しゆうなエンジニアとパソコンさえ揃そろえば、ただ一人で大企業より優すぐれたシステムを組み上げられる」

　カモメはふっと口元を緩ゆるめた。

「あの記事、そんなことも書いてあったでしょ」

　確たしかに『自分で一からシステムを作り上げる喜び。それをお客様に評価される充足感』──そんな記載があった。……ということは。

「うん、あそこに書いているのはそういう知り合いの意見をまとめたもの。辛つらいところも、嬉うれしいところも、格好よいところも、格好悪いところも、全部、全部ね」

　沈ちん黙もくする工こう兵へいにカモメはこくりと小首を傾かしげて見せた。

「だからね、Ｙさんはいないけど、ああいうことを感じたり思ったりしている人は実在するんだって。それだけは分かってほしいの。ああいうのを工兵君が目指したいと思ったなら、そういう世界は確かに存在するんだって」

「………」

「ま、うちの会社じゃ難むずかしいかもしれないけどね」




　台無しだぁっ！




　……まったくもって台無しだった。

　今までの話はなんだったのか。……くそっ、危あやうく感動するところだった。しんみりして損した。

　やっぱりブラック企業なのか……うちの会社。業界が悪いんじゃなくて、スルガシステムという会社が悪いと。……ああ。

　絶望的な結けつ論ろんにうちひしがれていると、カモメがコーヒーの残りを呷あおった。

「さてと、……そろそろ時間かな。あたし行くけど、工兵君も一いつ緒しよに来る？」

「一緒にって……室むろ見みさんと会うのにですか？」

　工兵はぶるりと身体からだを震ふるわせた。休日まであの鬼おに軍ぐん曹そうと一緒に？　冗じよう談だんじゃない。

「遠えん慮りよします。どうぞ楽しんできてください」

「……そっかぁ」

　カモメは残念そうに笑った。

「あの子に私以外の友達作ってあげたいんだけどなー」

「友達って……上司ですよ、あの人、僕の」

「平日はね。休日の付き合いはまた別でしょ」

「まぁ……それは」

　そんな簡かん単たんに割り切れるものかな？　ていうか、いくら室むろ見みさんだって友達くらいいるだろう。学生時代の友人とか地元の知り合いとか。自分みたいな新人に同情される程ほど、人間関係に不自由しているとも思えなかった。

「そういえば」

　缶をゴミ箱に投げ込みながらカモメに呼びかける。わずかに躊躇ためらったあと、ずっと疑問に思っていたことを訊たずねる。

「室見さんっていくつなんですか？　なんか僕より年下に見えるんですけど……」

「女の子の年訊きくかなー」

　カモメは苦笑しながら頰ほお肉にくを歪ゆがめた。

「でも、まぁ気になるよね。見た目は中学生みたいだし」

「……ええ」

「いくつに見える？」

　そう来るか。

　工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せた。普通に考えるなら新卒で社歴三〜四年を経て二十五、六といったところだろう。いや、でも大卒とは限らないのか。二年制の専門卒で同じくらいキャリアを重ねているとしたら。

「二十……四とか？」

「ええええええ！」

　ぎょっとするような大声をカモメが上げた。思わず身を退ひく工兵の前で、彼女は大おお仰ぎように天を仰あおいだ。

「それはひどいなあ！」

「え、え？　じゃあ二十三……二十二？」

　二十二じゃ自分と同おない年どしだ。まさかと思い瞬まばたきしているとカモメは苦笑した。

「工兵君、それ絶対本人に言っちゃ駄だ目めよ」

「………」

　どういう意味でだろう。

　反応に窮きゆうし口をつぐむ。カモメはうーんと唸うなったあと、ゆるゆると首を振った。

「……やっぱ駄目。私の口からは教えられないな。本人に訊いてみて」

「はぁ」

　隠すような話なのか。藤ふじ崎さきさんといい、なんでこうも室見のこととなると皆、口をつぐむのだろう。ひょっとして自分より年下？　見た目通りまだ十代とか。……いや、いやいやまさか。

　待ち合わせ時間が迫ってきたのか、カモメは腕うで時計どけいを覗のぞき込んだ。片手を上げ「じゃ、またね」と歩み去っていく。ほっそりした背中を工こう兵へいはぼんやりと見送っていた。

　まさかこんなところで会社の人に会うなんて。せっかく仕事のことを忘れようと思って出てきたのにこれでは逆効果だ。まだ自宅周辺でうろうろしていた方がマシだった。

　……いやいや。

　大きく首を振る。今日きようという日は長い。今からめいっぱい遊んでリフレッシュすればいいだけだ。そうだな、ゲーセン──はもういいから本屋にでも行くか。そういえば好きなコミックの新刊が出ていたはずだ。

　会社のことは忘れる、仕事のことも忘れる。──

　呪じゆ文もんのようにつぶやきながら工兵は大通りに向かい歩き出した。




　……まぁ、悪い予感はしていたのだ。

　だいたい休日のゲーセンで会社の同どう僚りように会うことからしておかしかった。運命の女神か疫やく病びよう神がみか、とにかくそういう得え体たいのしれない存在が工兵の幸運を摘つみ取っているようだった。

　悪いことは重なる。大通り沿いの本屋で工兵を迎えたのは書棚を物色する室むろ見みの姿だった。

「……っ！」

　慌あわてて柱の陰かげに隠れる。

　室見は料理本のコーナーを行き来していた。幸いこちらに気づいた様よう子すはない。彼女は眉まゆ尻じりを吊つり上げ、真剣な表情で本の背表紙を眺めていた。

　室見の服装はイエローチェックのワンピースにリボンタイ、黒のリブタートルという可愛かわいらしいものだった。小さな足を覆おおうのは房ふさ飾かざりのついたローファー。会社とはまた随ずい分ぶん違う装よそおいだが、どちらにしてもひどく子供っぽい。やはり中学生か、よくて高校生程度にしか見えなかった。

（何してるんだろ）

　工兵は恐る恐る顔を出した。常じよう識しき的てきに考えれば本を探しているのだろう。だが、なんでまた料理本コーナー？　手料理でも作るのか、室見が。

　……似合わなさすぎる。しかもあの目つきだ。かちこみの得え物ものを探していると言われた方がまだ納得できた。

（ていうか……室見さん、カモメさんと待ち合わせなんじゃ）

　首を捻ひねる工兵の前で室見は一冊の本を取り上げた。タイトルは──『缶詰でつくる簡かん単たん料理！　ツナ缶大特集』

「………!?」

　思わず吹き出しそうになった。

　そんな本あるんだ！　ていうか、またツナ缶!?　本当好きだな、この人！

　見ているうち、室むろ見みの顔が徐じよ々じよにほころんでいく。小鼻がひくつき小さな唇がむずむずと動いていた。

　ああ……喜んでる。

　見ているだけで室見の華はなやいだ気分が伝わってくる。

　彼女は少し考え込んだあと、本を置いた。細い首を回し棚の最上段に視し線せんを据すえる。目当ての本があったのか、すっと手を伸ばした。

　………。

　届かない。

　伸ばした指先は虚むなしく虚こ空くうをつかんだ。続けてもう一度、つま先立ちになって手を差し伸べる。だが結果は同じだった。何度背伸びしても室見の指は目当ての本に触れられなかった。

「………」

　彼女の顔が赤く染まっていく。怒っているのだ。室見は下唇を嚙かみしめ細い顎あごを持ち上げた。深呼吸を一回、全身に力を漲みなぎらせ。

　ジャンプ。

　───。

　高さは十分、だが指先は別の本を叩たたく。着地したあと、再度跳ちよう躍やく。今度は目的の本に触れる。だがそれだけだ。ぎっしりつまった書棚から目当ての品を取り出すには至らなかった。

　工こう兵へいは腹を押え悶もん絶ぜつしていた。

　面おも白しろすぎる。

　い、いい年こいた大人おとなが本棚にジャンプとか。なんだあれ。しかも取れてないし。うは、うはははは。

　見かねた店員が踏み台を運んでくる。室見はゆでだこのように顔を赤くしながら台に乗った。周囲の視し線せんが生温かい。おそらく小学生のお使いとでも思われているのだろう。そりゃそうだ。いくら背が低くても、社会人は普通本屋で跳とんだり跳はねたりしない。

　………。

　笑いすぎて気が緩ゆるんでいたのかもしれない。工兵は、自分が柱から身を乗り出しすぎていることに気づかなかった。台から下りた室見がこちらに向き直る。瞬しゆん間かん、視線が交こう錯さくした。

　………！

　やばっ。

　慌あわてて柱の陰かげに隠れる。

　見られた？

　いや、一瞬だからこちらの顔までは分からなかったかもしれない。でも最後に見えた室見の目つき、明らかに怪け訝げんそうな様よう子すだった。

　足音が近づいてくる。工兵は逃げ場を求め周囲を見渡した。右、左、もう一度右。だめだ、どちらに行っても姿を晒さらしてしまう。

　ごくりと唾つばを吞のみ、息を吸い込む。こうなったら一気に遁とん走そうするか。この場さえ逃げ切ればあとからなんとでも誤ご魔ま化かせる。

　一いつ瞬しゆん、なんでこんなびくびくしなければいけないのかと思ったが、室むろ見みのことだ。あんな醜しゆう態たいを晒したと知ったら工こう兵へいが記き憶おくを失うまで責め立てかねない。

　ドライバーとか、レンチとか、ケーブルカッターとか。

　入社当日の修しゆ羅ら場ばが脳のう裏りを過よぎる。

　……いや、まじめにあれは洒落しやれにならない。一歩間違えばリアルに死ぬ。殺される。

　ぶるりと身体からだを震ふるわせ覚悟を決める。腰を落とし、室見と反対方向に走り出そうとした時だった。

　不意に携けい帯たいの着信音が響ひびいた。

「はい……、ああカモメ？」

　室見の足音が止やんだ。無言の圧力がふっと弱まる。

「もうついたの？　……ああ、うん、私は今本屋。……パセラの前？　分かった。すぐ行く」

　ぱちりと携帯の閉しまる音がする。その隙すきを逃のがさず工兵は柱の陰から飛び出していた。書棚の間を縫ぬい一路出口に。レジの横を抜け外に出た。パセラ──カラオケ屋と反対側、表の大通りに出る。こちら側に来れば室見と出くわすことはないはずだった。

　はぁ……はぁ、はぁ。

　横断歩道を渡りきり、マクドナルドの前にたどりつく。額ひたいの汗を拭ぬぐいながら工兵は外灯に身体を預けた。

　まったく、なんて日だろう。

　こうも続けざまに会社の人間と遭そう遇ぐうするなんて。全員この辺あたりに住んでいるのか？　とても気分転換どころじゃなかった。このまま神じん保ぼう町ちようにいたらまた室見達とニアミスしかねない。

　かと言ってじゃあどこに行く？　今いま更さら新しん宿じゆくや渋しぶ谷やには動きたくない。近場の繁はん華か街がいなら神かん田だ、有ゆう楽らく町ちよう、日ひ比び谷や……ああ、いや秋あき葉は原ばらがあるか。御お茶ちやノの水みずまで歩いて、総そう武ぶ線せんに乗って。……そうだな、アキバなら本屋もゲーセンもある。丁ちよう度ど、新しいＰＣも見たかった頃ころだ。

　──よし。

　方針変更、大通りを外はずれ駿する河が台だいの坂を上り始める。明めい治じ大学の裏を抜け、山やまの上うえホテルの脇わきを行き過ぎ、オフィス街に至る。途中、見み慣なれた外がい観かんのビルを右手に認めた。ガラスとタイル張りの外がい壁へき──スルガシステムの社しや屋おくだった。

　ふっと足を止める。

　建物を目にした瞬間、昨日きのうの記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえってきた。コンフィグ作成、投入、そのあとのテスト。ｐｉｎｇが通った時の感動、なんとも言えない達成感。

『気持ちいいでしょ？』

　室むろ見みの囁ささやき声ごえが脳のう裏りに木こ霊だました。悪あく魔まの誘ゆう惑わくのように甘かん美びな声こわ音ね。気を抜けば意い識しきがもっていかれそうになる。あの不ふ可か思し議ぎな世界、３２ビットのアドレスで構成されたデータの海に。

　………。

　いかん、いかん。

　慌あわてて首を振る。

　だから、会社のことは忘れるんだって。今日きようはオフ、仕事のことは考えない。思い出さない。自分は今日、誰だれとも会わなかった。カモメや室見とも出会っていない。もちろん、このあとも会社の人と会う予定はない。だから──

「あ、桜さくら坂ざか君？」

　噓うそだぁああああ！

　………。

　絶望的な気分で振り返る。気弱そうな男がビルの入り口に立っていた。瘦こけた頰ほお、上うわ背ぜいがあるわりに細い体たい軀く。真ん中でわけた髪と銀ぎん縁ぶちの丸まる眼鏡めがね。──藤ふじ崎さきだった。

「ふ、藤崎さん」

　弱々しく首を振りあとずさる。藤崎はゾンビのようにふらふらと近づいてきた。

「さ、桜坂君？　なんで逃げるのかな。丁度いいところで会った。少し相そう談だんがあるんだけど」

「いや、あの、人違いです」

「今、僕の名前呼んだよね!?」

「ふ、富士山が綺き麗れいだな……と」

「そっち東だから」

　誤ご魔ま化かし失敗。がしりと腕をつかまれる。

「大丈夫、ちょっと話を聞いてもらうだけだよ」

「いやですよ！　目、無む茶ちや苦く茶ちや据わってるじゃないですか！　なんですか!?　今日きよう、僕休みですよね!?」

「だ、誰だれでもできる簡かん単たんな仕事だから」

　仕事じゃねぇか！

　慌あわてて腕を振りほどき距きよ離りを取る。

　肩で息をつきながら工こう兵へいは上うわ目め遣づかいに藤崎を見つめた。

「と、とにかく話を聞かせてください。何があったんですか」

　会社に入るかどうかは事情を聞いてからだ。藤崎は気まずそうに視し線せんを逸そらした。

「実は、さっき社長から電話があってね」

　……またか。

「なんかお客さんから機き器きの発送を早めてほしいと言われたらしくって。いつものノリで『わかりました』と安やす請うけ合あいしちゃったみたいなんだよ。で、僕、別件で会社出てきてたんだけど。他ほかのことはいいから、とにかく至急発送するようにって」

「………」

「ちなみに、今日きようの夜までに三十台ね」

「ひどいですね！　本当に！」

　やけくそ気味に言って天を仰あおぐ。本当よく回ってるなこの会社。そんな出で鱈たら目めな仕事の受け方で、藤ふじ崎さきが会社にいなかったらどうするつもりだったのか。

「で？　手て伝つだってくれる人を探していたってわけですか」

　藤崎は申もうし訳わけなさそうにうなずいた。

「設定は終わってるんで、テプラ貼ばりと梱こん包ぽう作業をね。僕ができればいいんだけど、丁ちよう度ど今から作業に入っちゃうんで。桜さくら坂ざか君が手伝ってくれると、物もの凄すごく……助かる。もちろん、用事があるなら無理にとは言えないけど」

　すがるような眼まな差ざしを向けられ顔を逸らす。そんな目で見られたらどうにも断りづらい。……あれ？　でも待てよ。

「事情は分かりました。でも、じゃあなんで会社の外にいるんですか？　たまたま僕が通りがかったからいいですけど、そうじゃなかったら、どこに行くつもりだったんです？」

「ん？」

　藤崎は小首を傾かしげたあと、何でもないことのように告げた。

「室むろ見みさんの家だけど」

「……え？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

「室見さん……家？」

　藤崎はうなずいた。

「うん、彼女この近くに住んでてね。だいたい休日、室見さんがいるのは家か会社のどっちかだから。さっき電話かけたら通じなかったんで、それなら直接呼びに行こうと思って」

　かちりと何かが音をたててはまる。そうか、だからカモメは神じん保ぼう町ちようを待ち合わせに選んだのか。出で不ぶ精しようの彼女でも、なんとか連れ出せる場所として。

　瞬しゆん間かん、彼は気づいた。今の状況を逃のがれる方法。仕事から離はなれ自分の休日を取り戻す手段。

　───。




　カモメさんに連絡とってみたらどうですか？




　そう藤崎に伝える。

　……ああ、いえ。カモメさんに直接仕事をお願ねがいするわけじゃなくって（あの人はパートだから休日出勤とか無理なはず）。

　さっき室むろ見みさんと一いつ緒しよに歩いてるところを見たんです。

　神じん保ぼう町ちようの本屋にいたんで、今ならこっちに来るよう伝えてもらえると思いますよ。

　僕ですか？

　ごめんなさい、ちょっと今から外はずせない用事があって。……すみませんけど今日きようは室見さんにお願いしてもらえますか。

　………。

　たったそれだけで全すべて丸くおさまる。藤ふじ崎さきは自分の作業に専念でき、工こう兵へいも休日を取り戻せる。かわりに室見の休みは潰つぶれるが、あの仕事狂ワーカーホリツクのことだ。仕事に戻ることを苦とは思うまい。むしろ嬉き々きとして会社に現れるかもしれなかった。

「あの……藤崎さん」

　躊躇ためらいがちに口を開く。内心の言葉を口にしようとした時だった。

『──あの子、ほっとくと夜昼関係なしに働いちゃうから』

　ふっとカモメとのやりとりが脳のう裏りに蘇よみがえった。優やさしげな眼まな差ざしで、心配そうに室見のことを語る彼女の顔。

『たまには外へ連れ出さないとね。買い物とか、映画とか、少しは女の子らしい遊びもさせないと』

　───。

　ああ、くそ。

　工兵は頭を振った。ここで室見の居場所を話したら自分は間違いなく悪者じゃないか。休きゆう暇か欲しさに同どう僚りようを売り飛ばした。カモメの善意を踏みにじった。事実はどうあれそう思われかねない。

（こっちだって……今日は休みなのに）

　泣きそうな気分で顔をしかめる。だがもう心は決まっていた。彼は大きく息を吸い込んだ。

「わかりました。手伝います……」

「本当かい!?」

　藤崎の顔が華はなやぐ。彼は安あん堵ども露あらわに工兵の手を取った。

「よかった。本当助かるよ。今日の夜はご飯奢おごるから、工兵君何が好き？　寿す司し？　天ぷら？」

「ああ……いえ、そんな」

　仕事なのだ。藤崎個人に気を遣つかわせるのも悪い。まぁ残業や休日出勤手当もつくし。割り切れば悪いことばかりじゃない。

「あ、ちなみにうちの会社年ねん俸ぽう制せいなんで。今日の勤務に手当つかないけど、ごめんね」

「噓うそぉおおお！」

　工兵は絶叫した。

　こ、こ、こ、この会社は！　この会社はもう！

「や、やっぱり帰ります！　急用を思い出したんで！」

「あはは、工こう兵へい君の冗じよう談だんは面おも白しろいなぁ」

「冗談じゃないです！　ていうかなに道塞ふさいでるんですか!?　じりじり迫ってこないでください。怖い、怖いですから！」

　こうして、──工兵の短い休日は終わりを告げた。
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「二十八、二十九、三十──、確たしかに三十箱お預かりしました」

　ご利用ありがとうございまーす。

　配達員の元気な声が廊下に響ひびく。遠ざかる台車を見送り工兵は肩を落とした。

　……なんとか……終わった。

　よろよろと受付のソファに座り込む。疲労が泥どろのように身体からだの底から湧わき起こってきた。

（……疲れた）

　身体の力を抜きだらりと壁かべにもたれかかる。

　結局、夜までかかってしまった。三十台の機き械かいにテプラを貼はり、シリアル番号を控えて箱に詰め込む。エンジニアリングどころかコンピュータを使った作業でさえない。宅配便バイトのような作業で半日潰つぶしてしまった。

　……何やってんだろ、自分。

　就しゆう職しよく活動に失敗しまくり、家業の手伝いも断った挙げ句、こんなところで箱詰めの作業をしている。残業手当も支給されずまったくのただ働き。大学の同期が見たらなんと言うだろう。笑う、いや哀れむだろうか。

　指先で前髪をつまみ伸ばしてみる。心なし艶つやがなくなっていた。生気が身体中から抜け落ちているような気分。それもこれも自分が変な感かん慨がいにとらわれたからだ。室むろ見みの代わりに仕事を手伝うなんて言わなければ──

「ああ……」

　空に向かって溜ため息いきをつく。

「室見さん、今いま頃ごろ楽しんでるんだろうな──」

「誰だれが楽しんでるって？」

　………。

「へ？」

　呆ぼう然ぜんと首を巡めぐらす。入り口に小こ柄がらなシルエットがあった。イエローチェックのワンピースにリボンタイ、柔らかそうな栗くり色いろの髪と細い眉まゆの下で瞬またたく吊つり気味の眼まなこ。

「え、えええええ!?」

　声を裏返す工こう兵へいの前で少女はずいと歩を進めた。両手に持った紙袋を下ろし、冷めた視し線せんで工兵を見下ろす。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな表情は見間違えようもない、彼の上司──室むろ見み立りつ華かだった。

「あんた、こんなところで何してるの？　会社のソファーをベッド代わりとか、ありえないんだけど」

「む、室見さんこそどうしたんですか？　今日きようはカモメさんと一いつ緒しよだったんじゃないですか？」

　室見は鼻の両脇わきにわずかな皺しわを刻んだ。なんでそんなことを知っているんだと言いたげな表情だった。

「さっきご飯を食べ終わって別れたのよ。まっすぐ家に帰れって言われたけど、メールだけ見ておこうと思って」

「………」

　工兵は嘆たん息そくした。

　カモメが気の毒だった。せっかく休養を取らせようとしても室見はすぐ仕事に戻ってきてしまう。まったくもって天性の仕事狂ワーカーホリツク、「労働」という麻ま薬やくの中毒者。

　彼女はギロリと工兵を睨にらみつけた。

「で、質問の答えは？　なんであんた会社にいるのよ。まさか、本当に休きゆう憩けいしてたわけじゃないでしょうね」

「ち、違いますよ」

　工兵は慌あわてて否定した。どこから説明したものか、迷った末、今日の出来事を話していく。神じん保ぼう町ちように出てきていたこと、御お茶ちやノの水みずに向かう途中で藤ふじ崎さきにつかまったこと、会社に連れ込まれ半強制的に仕事を手伝わされたこと。

　最初は曖あい昧まいに経けい緯いをぼかしていたが、室見の追及は容よう赦しやなかった。なぜ神保町にいたのか。どうして御茶ノ水に向かおうとしていたのか。そもそも自分がカモメと一緒だったことをなぜ知っていたのか。

　問い詰められた挙げ句、全すべてを話してしまった。カモメとの遭そう遇ぐう、本屋で室見を見かけたこと。見つかりそうになり慌あわてて逃げ出したこと。──

　話を聞き終えた瞬しゆん間かん、室見の眉まゆが吊つり上がった。

　やばい、怒られる。

　工兵は肩を縮ちぢこまらせた。怒ど鳴なり声ごえが脳内で再生される。やっぱり、本屋で盗み見していたのはあんたね！　いきなり逃げ出すとかどういうつもり!?　説明なさい！

　………。

　だが、いつまでたっても怒声はなかった。不ふ審しんに思い顔を上げる。室見はなんとも言えない表情でたたずんでいた。

「あんた、なんで私が近くにいること藤崎さんに言わなかったの？」

「………、なんでって……」

「藤ふじ崎さきさんは私を呼びにいこうとしてたんでしょ？　カモメの携けい帯たいに連絡して私に繫つないでもらえばよかったじゃない。そうすれば、あんたがわざわざ作業を引き受ける必要ないでしょ」

「それは」

　工こう兵へいは口ごもった。

　──休きゆう暇か中の室むろ見みを呼び出すのが悪いから。

　カモメの気き遣づかいを無む駄だにしたくなかったから。

　………。

　だが、それをありのまま話すのは躊躇ためらわれた。余計なお世話と言われればその通りだし、何より先さき程ほど自分の行動を後悔したばかりだ。今いま更さら善人ぶるのも気恥ずかしかった。

　考えあぐねた結果、無ぶ難なんな理由を告げる。

「特に予定もなかったですし……、残業代もらえるかと思ったんで」

「うちの会社、年ねん俸ぽう制せいよ？」

「……さっき聞きました」

「救いようのない間抜けね。仕事を受ける前に確かく認にんするべきでしょ、そんなこと」

「………」

　こ、この女……、人が下手に出てれば好き勝手言いやがって。誰だれのために苦労したと思ってるんだ。

　………。

　我が慢まん、我慢だ。まともに取り合っても腹が立つだけ。適当に聞き流し次回から余計な気を回さなければいいだけだ。

　むくれた表情でうつむいていると、不意に室むろ見みが手を差し伸べてきた。細い指が携けい帯たい電話をつかんでいる。

「………？　なんですか」

「携帯出して、私の番号教えるから」

「………？」

　何言っているんだ、いきなり？　きょとんとしていると室見は苛いら立だたしげに首を振った。

「あんたの上司は私でしょ。相手が藤崎さんでも社長でも、私の許可なく仕事ふられたら困るのよ。次に同じことがあったらまず私に連絡して。仕事を受けるかどうか私が判断して上の人と調ちよう整せいする。休日に好き勝手働かせるとか、そういうこと二度とさせないから」

　ぽかんと口を開け、室見を見つめる。

　えっと？　つまり、それって……？

　社長の無む茶ちや振ぶりを室見が止める。そう言っているのか？

　予想外の発言だった。一いつ瞬しゆん、別の意味があるのではと勘かんぐりたくなる。だが室見の目は眩まぶしいほどにまっすぐで曇くもり一つなかった。

　小こ柄がらな体たい軀くが妙に大きく見える。口先だけでない、彼女は小さな顔に覚悟を漲みなぎらせていた。あんたは私の部下、指示を出す以上、面めん倒どうも見る。

　気づけば携帯を取り出していた。室むろ見みに言われるまま番号を登とう録ろくする。工こう兵へいは電話帳を確かく認にんし、恐る恐る視し線せんを上げた。

「……なによ」

　ぶっきらぼうな声こわ音ね。いつもと同じ不ふ機き嫌げんそうな顔。

　だが素そっ気けない態たい度どの奥に何か硬質な、信念とでもいうべきものが垣かい間ま見みえていた。彼女はただの乱らん暴ぼう者ものでない。明めい確かくな意思と価か値ち観かんのもとに動いている。

　……ああ。

　工兵は呻うめいた。

　唐とう突とつに気づいた。気づかされた。

　そういうことか、と思う。

　この人は自分と違う場所にいる。違う次元に生きている。

　嫌いやがらせだとか、検証機き材ざいの取引材料だとか、この人は本当のところ、そんなことどうでもいいのだ。ただ真っ当に、まっすぐに自分の義務を果たそうとしている。それだけだ。




　──プロフェッショナル。




　そんな単語が脳のう裏りに浮かんだ。

　彼女はプロだ。正しよう真しん正しよう銘めい、本物の。

「ちょっと、何笑ってるのよあんた!?　私、何かおかしなこと言った!?」

　室見が眉まゆを吊つり上げ怒っている。おかしなこと？　いや、全然まったく。彼女の言葉は真っ当だ。この掃はきだめのような会社で珍しく筋の通った発言だった。

　だけど。

　───。

　工兵は苦笑しながら天てん井じようを仰あおいだ。

　だけどだからこそ気づいてしまった。

　彼女のようにならなければ仕事をこなしていけないのなら。

　徹てつ夜やをし、休日出勤をし、上長と戦い、プライベートを投げ捨て。納期と部下、品質を守っていかなければならないのだとしたら。




　二週間後の判断を待つまでもない。




　自分に──この世界は無理だ。
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　四月七日火か曜よう日び、午前九時四十分。

　工こう兵へいは日に本ほん橋ばしにいる。

　周囲のビルは重厚で、御お茶ちやノの水みず界かい隈わいの建物と違うなんともいえない風格を漂わせていた。辺あたりにはコンビニ以外目立った商店もない。視し線せんを巡めぐらせば○○証券だの△△銀行だの金きん融ゆう機き関かんの看かん板ばんばかり目に入ってくる。

『金融の街』──らしい。日本銀行や証券取引場、兜かぶと町ちようもここ日本橋にあるのだという。東京に住んで四年になるがちっとも知らなかった。やはり社会人と学生では住んでいる世界そのものが違うのか。工兵は感かん慨がい深い思いで周囲の町並を見渡した。

　ネクタイを締しめ直しジャケットの前を整えた。見知らぬ町にスーツ姿でたたずんでいると就しゆう活かつ時じ代だいが思い出されてくる。そういえばあの時もこんな気分だった。知らない土地を訪れた不安、物珍しさ、外国を一人ひとりで訪れた時のような疎そ外がい感かん。

　───。

　無む論ろん、今の工兵は就活をしているわけでない。

　仕事だった。

　初めての顧こ客きやく訪ほう問もん。ユーザー企業の情報システム部を訪れヒアリングを行う。もちろん一人ではない。室むろ見みとペアだ。朝一のアポだったためお互い自宅から直行、地下鉄の駅を出たところで待ち合わせる手て筈はずになっていた。

　時と計けいを覗のぞき込む。時刻は九時四十二分、待ち合わせは九時五十分だからまだ少し余裕がある。工兵はほうと息をついた。

　あの突発的な休日出勤から三日、工兵はまだ気持ちの整理をつけられないでいる。果たしていつ会社を辞めると切り出すか。誰だれに言うのが正しいのか。実家にはなんと説明するのか。思考がぐるぐると回り、気づけば結けつ論ろんを先送りにしている。明日あした考えよう、また明日考えよう。そう思ううち今日きようもまた仕事に出てしまった。

　辞表を出すなら早い方がよい。それは分かっている。二週間ＯＪＴさせた挙げ句、退職では室見も迷めい惑わくだろう。だらだら居続ければ給料も嵩かさむ。下へ手たに戦力として期待される前にいなくなるべきだ。分かっている。分かっているのだが──

　──はぁ。

　気が重い。室見さん、なんて言うかなぁ。怒るだろうか、それとも軽けい蔑べつするだろうか。……いや彼女のことだ。熱ねつが冷めたように無関心となるかもしれない。冷たい表情で口も利いてもらえなくなるかも……

　ちくりと胸に痛みが走る。

　なんだろう、別に彼女の心証なんかどうでもよいはずなのに。どうにも胸がくさくさする。彼女の期待を裏切りたくない？　まだ彼女を見返したいと思ってる？　いやいやまさか、あんなしごきに付き合っていたらこちらの身がもたない。身体からだも心もすり潰つぶされ燃もえかすのようになってしまう。

　だからこそ身を退ひくと決めた。双方にとってもっともよい幕まく引ひきを考えた。何度考えても結けつ論ろんは同じだ。辞める以外に今の問題を解決する方法はない。そう納得したはずなのに……

　………。

　まぁ、……あとで考えるか。

　溜ため息いきをもう一度、混乱した思考から意い識しきを引きはがす。どのみちすぐに気持ちの整理はつかない。とりあえず目の前の仕事に集中しよう。初めての顧こ客きやく訪問。名めい刺し交換やミーティングの席順など気をつけることは山ほどある。ミスはもちろん、遅ち刻こくなどしたら目もあてられない。

　……遅刻？

　ていうか今何時だ。

　時と計けいに視し線せんを落とす。時刻は九時四十九分、待ち合わせ時間の三十秒前だった。周囲に室むろ見みの姿はない。

　……ええっと。

　工兵は首を捻ひねった。待ち合わせの場所、ここであってるよな？　地下鉄日に本ほん橋ばし駅のＢ９出口を出たところ、すぐ前にコンビニあり。──うん、プリントアウトしたメールにもそう書いてある。じゃあなぜ室見は現れないのか。ひょっとして、電車が遅れている？

　携けい帯たいを取り出し室見の番号を探る。遅れるなら遅れるでどうするか指示してほしかった。まさか一人ひとりで客先に行けとか言わないだろうな。いや、意外にあの人そういうスパルタも好きそうだし……

　不安に胸を焦こがしアドレス帳を開く。瞬しゆん間かん、液晶の時刻が九時四十九分から五十分に切り替わった。




「おはよう」




「おおぉぉう！」

　危あやうく飛び上がりそうになった。表情を強こわばらせ、恐る恐る振り返る。

　栗くり色いろの髪が揺れていた。小こ柄がらなシルエットが地下鉄の出口に立っている。肩からハンドバッグを提さげ細い首を傾けていた。

「む、む、室見さん」

「なによ、そんなびっくりした顔して。普通に挨あい拶さつしただけでしょ」

「いや……急に現れるから」

「急？」

　室見は腕時計を覗のぞき込んだ。

「ちゃんと、待ち合わせ時間だけど」

「ええっと……あの、いいです。僕が悪かったです」

　まさか一秒の狂いもなく現れるとは思わなかった。どんだけ時間に正せい確かくだよ。英国紳しん士しか。

　工こう兵へいは荷物を肩にかけ直し、資料の入った袋を持ち上げた。紙の重みにふらつきながら室むろ見みに向き直る。

「………」

　言葉を失った。

　彼女の格好は──何というか普通だった。白のシャツブラウスにチャコールのジャケット、膝ひざ丈たけまでのスカートにパンプス。普ふ段だん、キャミソールとプリーツスカートで跳はね回っているとは思えない、きちんとしたＯＬの装よそおいだった。
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「なに」

　室見が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。工兵は慌あわてて首を振った。

「いえ……あの、室見さん、そんな服も持ってたんだと思って」

「ん……？　ああ、こないだカモメに買わされたのよ。動きづらいからあんまり好きじゃないんだけど」

　室見は腕を折り曲げて自分の格好を確かく認にんした。左手でスカートの裾すそをつまむ。

「タイトスカートとか本当面めん倒どうくさいわ。カモメとか、よくこんなもの穿はいて出歩いているわよね。これじゃあラックマウント作業とかできないし」

「いや……それは作業用の服に着替えればいいだけでしょ」

「は？　用途毎ごとに服準備しろっていうの？　無む駄だじゃない」

　社会人とは思えない、恐るべき発言だった。ていうか寝る時とかどうしてるんだ。

「いつものキャミだけど。あれ色違いを四着買ったから、ネットで。あとはロングシャツ一枚とか」

「きゃああああ！」

　下へ手たに訊たずねると何を言い出すか分からなかった。なんというか、普通に下着をどこで買ったとか教えてくれそうな気がする。……訊きかないけど。

「と、とにかく行きましょう。こっからそれなりに歩くんですよね？」

　強引に話を打ち切り歩き出す。室むろ見みは怪け訝げんそうに口元を歪ゆがめたが、黙だまってあとに続いた。しばらく歩いた後のち、気になっていたことを訊ねる。

「──それで、今日きようの案件ってどんな内容なんですか」

　詳しよう細さいは当日と言われ事前に説明を受けていなかった。室見は、すんと鼻を鳴らした。

「ＶＰＮ機き器きのリプレース。顧こ客きやくは堀ほり留どめ証券株式会社、機器のパフォーマンスが足りなくなってきたから新しいのに入れ替えたいんだって」

「ＶＰＮ？」

「仮想Ｖｉｒｔｕａｌ　プライベートＰｒｉｖａｔｅ　ネットワークＮｅｔｗｏｒｋ。インターネット上で暗号化通信をして、擬ぎ似じ的な閉へい域さ網もうを作り出す技術。ブロードバンド回かい線せんを使って安価に網を構こう築ちくできるけど、かわりに安定性もインターネットやフレッツ並みに落ちる。まぁ専用線せんの廉れん価か版ばんってところね」

「………」

　さっぱり分からなかった。少しはネットワークのことを勉強したつもりなのに、まだ全然ついていけない。やっぱりこの業界、奥が深い。

「その……ＶＰなんとかの機械を入れ替える？　そのためのヒアリングってことですか？　今日は」

　室見はうなずいた。

「現行機器のスペックを訊いて、実際どのくらいパフォーマンスが不足しているか把は握あくしないとね。ひょっとしたら回線自体がボトルネックになってるかもしれないし、まぁ社長の持ってきた案件だから、一から情報整理しないと」

「……また社長案件ですか」

　がくりと肩を落とす。まったく、あの禿はげ頭あたまは中途半端に話を進めた挙げ句、丸投げしてくるから始末に負えない。どうせならもっと早い段階でこちらに任すか、あるいは細部まで詰めてから落としてほしかった。

「社長以外に案件取ってくる人いないんですか？　この会社。まともな営業がお客さんと調ちよう整せいしてくれれば随ずい分ぶん楽になると思うんですけど」

　室むろ見みは肩をすくめた。

「営業が何人いても売り物にならないって、社長の考えよ。案件は自分のコネでとってくるから、あとはそれを回すエンジニアさえいればいいって」

「……はぁ」

　つまり、スルガシステムの案件は原則、全すべて社長経由でくるということか。なんとも絶望的な結けつ論ろんだった。ていうか売り物って、自分達のことか。

「あの……」

　迷った末、質問する。あの日、コンビニで読んだ雑誌の特集記事が脳のう裏りを過よぎっていた。

「うちの会社って……人材ブローカーなんですか？」

「はぁ？」

「人を右から左に流して利ざやを稼かぜぐ……とか。すいません、そういう会社があるって聞いたんですけど」

　室見はきょとんとした表情で工こう兵へいを見ていたが、ややあってぷっと噴ふき出した。

「何言ってるのよ、うちが人材ブローカー？　ありえないから、そんなの」

「……そうなんですか？」

「だってうち、派は遣けん業ぎようの免許とか持ってないから。人を横流ししようと思っても、そもそも法律的に無理」

　明快だった。

　拍子抜けして肩の力が抜ける。

「あれ？　でもニンクがどうとか社長に言われましたよ。稼か働どう率りつを四割にもってけとか」

「工数を売ること自体は普通のＳＩ会社でもやることだから。案件単位で受注して見み積つもり項目に人件費を入れる──別におかしな話じゃないでしょ？　人材ブローカーは案件じゃなくて人単位で販売するの。期間と人数を決めてね。契約期間中はお客さんに指示されれば何でもやる。スキルセットに合がつ致ちしようがしまいがなんでもね。全然違うわ」

「じゃあうちは……普通のＳＩ会社なんですか？」

「ＤＱＮ企業だけどね」

　うわぁあああん！　やっぱり！

　………。

「……ていうか室見さん、なんでこの会社にいるんですか？　室見さんくらいスキルがあれば他ほかの……もっと大きな会社でもやっていけるでしょう？」

　不ふ思し議ぎだった。ここ一週間一いつ緒しよに動いて室見の優ゆう秀しゆうさはよく分かっている。彼女さえその気になれば、いくらでも転てん職しよくの口はあるはずだった。

　工兵の問いかけに、だが室見は視し線せんを逸そらした。桜色の唇からつぶやくような声が漏れる。

「大手なんて別にいいもんじゃないわよ。何をするにも手順と申しん請せいばかりで。権限もないのに責任ばかり押しつけられる。この会社の方がマシよ。無む茶ちや振ぶりはしても、あとは好きなようにやらせてくれるから」

　………？

　工こう兵へいは怪け訝げんな表情を浮かべた。

　室むろ見みの物言いは明らかに大手の内情を知っているものだった。既すでに……別会社の経けい験けんがある？　新卒じゃなくて中途なのか、この人。

（本当、いくつなんだろう、室見さんて）

　カモメは『本人に訊きいてみて』と言っていた。だが流石さすがの工兵も女性に面と向かい年ねん齢れいを訊たずねる度胸はない。

　考え込んだ後のち、一計を案じる。

「そう言えば──話は変わるんですけど今日きようの朝、テレビで十二支占いやってたんですよ。僕は卯うさぎ年生まれでラッキーデーだったんですけど、室見さんは何年ですか？」

「知らない」

　……え？

「血液型とか星座とか、そういうの興きよう味みないから。調しらべてないし」

「いや血液型はやばいでしょ!?　事故の時とかどうするんですか！」

「どうするって？」

「輸ゆ血けつとか、血液型分からないとできないでしょ？」

「大丈夫、私、引きが強いから。七分の一の確かく率りつなら、ちゃんと引き当ててみせる」

「血液型はＡ、Ｂ、Ｏ、ＡＢの四種類です！」

　前提からして間違ってるよ！

　………。

　どうやら戦略を根本的に練り直す必要があるらしかった。子供の時、流は行やっていた音楽を訊いてみるのはどうだろう。あるいは見ていたテレビとか。──

　物思いにふけっていたせいか目的地を通り過ぎそうになった。ぐい、と腕をつかまれ引き戻される。

「ちょっと、何ぼんやりしてるのよ」

　室見は眉まゆ尻じりを吊つり上げ工兵を睨にらんだ。気づけばオフィスのエントランスにたどりついていた。入り口に『堀ほり留どめ証券株式会社』のロゴが見える。

　室見は盛大な溜ため息いきを漏らした。

「しっかりしてよね。はじめての客先で舞まい上がっているのは分かるけど、あんたがポカやると会社の信用にも響ひびくんだから。気合い入れて」

「……はい」

　工兵はうなだれた。まさか室見の年が気になっていたとも言えない。沈ちん黙もくを反省ととらえたのか、室むろ見みは表情を緩ゆるめた。左手を腰にあて右手の甲で工こう兵へいの胸を叩たたく。

「ま、心配しないで。今日きようは私がお客とやりとりするから。あんたは置物のように座ってればいい。喋しやべらなければ失敗することもないでしょ」

　自信満々な口く調ちようだった。

　工兵は無言で頭を下げた。まぁ……確たしかに、どれだけ子供っぽく見えようと室見はベテランだ。彼女の言う通りにしていればまず問題にはなるまい。

　──そう、そのはずだった。




「……ちょっと、黙だまってちゃ分からないよ。訊きいてるでしょ、こりゃなんの冗じよう談だんですかって」

　狐きつね目めの男性がバンバンと机を叩いた。

　堀ほり留どめ証券本社ビル二階──古びた応接室は険悪な空気に満ちている。窓側には室見と工兵が並んで座り、机を挟んだ向かいに顧こ客きやくが腰掛けていた。出されたコーヒーは誰だれも口をつけることなく放置されている。打ち合わせが始まって十分、だが工兵達はいまだに顧客と名めい刺し交換さえできずにいた。

「ですから、何度も言ってますように」

　室見が固い口調で言う。頰ほおの筋肉が歪いびつに引きつっていた。口元には辛かろうじて営業スマイルを残していたが、目元に笑えみはない。彼女は刺すような視し線せんを男性に向けた。

「私が本案件の担当者です。スルガシステムのエンジニアとして、本日こちらの桜さくら坂ざかとヒアリングにうかがいました」

「担当者、担当者」

　男は嘲あざけるように言った。ソファーに深々と身体からだを沈め足を組む。

「あなた達みたいな新人が？　馬ば鹿かにしないでください。私はね、お宅の社長が一いつ線せん級きゆうのエンジニアを出すっていうからお任せしたんですよ。大だい規き模ぼインフラ構こう築ちくの実じつ績せきもある、ベテランを出してくれるって。それがなんですか？　新卒に毛が生えたような人間をよこして」

　室見は辛しん抱ぼう強く説明を重ねた。

「弊へい社しやでネットワーク案件を担当しているのは私です。数百拠きよ点てん規模のＷＡＮ構築についても実績があります。六ろつ本ぽん松まつは噓うそを言っていません」

「それじゃあ資格は？　資格、何か持っているの、あなた。ＣＣＩＥとかネスペとか」

「………」

「はっ」と鼻を鳴らして男は首を傾けた。

「口ではなんとでも言えますよ。でもね、スキルを証明できるものがなければあんた達みたいな中小ベンダ、安心して使えないの。ていうか本当に、あなたエンジニア？　アシスタントじゃなくて」

　みしりと何かの軋きしむ音がした。室見の指がボールペンを握にぎり潰つぶしている。禍まが々まがしい気け配はいが陽炎かげろうのように室むろ見みの身体からだから立ち上っていた。

　これは……やばい。

　工こう兵へいは総そう毛け立だった。空気が硬さを増し、ちくちくと肌を刺し激げきする。一週間前と同じだ。室見が激げつ昂こうして暴あばれ出す前ぜん兆ちよう。

「どうすれば、ご納得いただけるんですか」

　室見は声を震ふるわせながら言った。

「業務経歴書を書面でお出しすればいいですか。それとも六ろつ本ぽん松まつを連れてきて、私の経歴を保証させればよいですか」

「……あー？　そんなのどうせ口裏合わせてそれっぽいこと言うだけでしょ。とにかくね、きちんとした人を連れてきてください。信用して任せた挙げ句トラブられたら、馬ば鹿かを見るのはこちらなんですから」

　とりつく島もない。事実上の交渉打ち切り宣言だった。

　ぷちりと、何かの切れる音が響ひびく。室見が腰を浮かしていた。顔から表情を消し手帳を机に叩たたきつける。何をしようというのか。工兵は狼ろう狽ばいした。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌あわてて声を上げ室見を引ひき留とめる。ジャケットの裾すそをつかみ強引に引き寄せた。

「……うにゃっ!?」

　バランスを崩し室見が転倒する。片足を滑すべらせ椅い子すに落下、盛大な埃ほこりを巻き上げる。彼女はソファに埋もれたまま工兵を見た。鳶とび色いろの瞳ひとみに激はげしい混乱と動揺、怒りがある。やばい、やってしまった。だが仕方ない。あのまま室見を暴ぼう走そうさせていたら絶対暴力沙ざ汰たに及んでいた。突き刺すような視し線せんを頰ほおに感じながら、工兵は男に向き直った。

　男は怪け訝げんそうに工兵を見た。

「……あなたは？」

「桜さくら坂ざかです。室見と同じ部署の──エンジニアです」

　どくどくと心しん臓ぞうが高鳴る。だがここで平静を失ったら、もう取り返しがつかない。彼は強こわばった笑えみを浮かべた。

「あの……そちらのご懸け念ねんはよく分かりました。確たしかに、担当するエンジニアの詳しよう細さいを事前にお伝えできていなかったのはこちらの不ふ手て際ぎわです。申もうし訳わけありません。今のお話は社に持ち帰り、改めてご説明の場をいただければと思います」

　強硬な反応を予想していたのか、男が拍子抜けした表情になる。横で室見がぽかんと口を開けていた。工兵は場の雰囲気が和やわらいだのを感じ言葉を重ねた。

「ただ、新規のエンジニアを連れてくるにしても、ある程度案件の状況を理解した上でないとまたご迷めい惑わくをおかけすることになるかもしれません。ですから簡かん単たんにでかまいませんので、今回の件、ご要件をうかがわせてもらえませんか」

　男は眉まゆ根ねを寄せ考え込んでいたが、「まぁ……そういうことなら」とつぶやいた。

　すかさず工こう兵へいは室むろ見みに目配せした。室見はぴくりと眉を震ふるわせたが、彼の意図を読み取ったのか平板な表情を顧こ客きやくに向けた。準備した資料を取り出し口く調ちようを改める。

「それでは、いくつか確かく認にんさせていただきます。まずＶＰＮセンタ機き器きの機種についてですが──」




「ああっ！　もう頭来る！　本当ムカつく！」

　室見の声が騒そう々ぞうしい店内に響ひびいた。昼時のイタリア料理店は喧けん噪そうに満ちている。満席の中、スカーフを首に巻いたウェイター達が殺気だった様よう子すで動き回っていた。

　室見は青筋を浮かび上がらせ水を呻あおった。

「ったく、なんなのよ、あの狐きつね目め。言うにこと欠いて私のことをアシスタントだなんて。ユーザー企業の情シス風ふ情ぜいがエンジニアを値踏みとか、ちゃんちゃらおかしいわ。死ねばいいのに」

「室見さん、室見さん、声が大きいです」

　工兵は慌あわてて彼女を押おし止とどめた。隣りん席せきのＯＬ達が怯おびえた様子で身を縮ちぢこまらせている。工兵は荒ぶる室見を宥なだめるようにランチメニューを差し出した。

「ほら、注文しないと。店の人、待ってますよ」

　室見はひったくるようにメニューを受け取った。ギラギラと目を輝かがかせページをめくる。店員を呼び止めメニューを指さした。

「これ。和風ツナパスタと、あとツナサラダ。……ツナトーストって昼でも頼める？　じゃあそれも」

「本当にツナ好きですね……」

「ツナはタンパク質と脂し質しつ、炭水化物をふんだんに含んだ完全食なのよ。これさえ食べればすくすく元気に育つって、おばあちゃんが言ってた」

「………」

　すくすく元気に。

　まじまじと室見の姿を見つめる。

　これは突っ込むべきなのか？　ていうか、そういう偏かたよった食生活をしてるからこんな体型になってるんじゃないのか？

　反応に困り沈ちん黙もくしていると店員がパンの皿を運んできた。室見はバターナイフを取り上げカップのジャムをすくった。

「……ていうか、あんたさ」

　室見は上うわ目め遣づかいに工兵をうかがった。パンにかぶりつき声のトーンを落とす。

「なんかやたらと客対応慣なれていなかった？　営業のバイトとかやってたの？」

「ああ。えっと、実は」

　工こう兵へいは鼻の頭を搔かいた。

「うち実家がお店やってるんです。子供の頃ころから店に出されて。たまに無む茶ちや言うお客さんがいるとクレーム対応とかもしてたんで」

「お店？」

「お菓子屋さんです。うなぎのお菓子とか作ってて。僕、実家浜はま松まつなんですよ」

　室むろ見みが目を丸くする。工兵は肩をすくめた。

「あの手のお客さんって自分の意見が通るまでずっと同じことを言い続けるじゃないですか。だから一いつ旦たん分かりましたと答えて、ガス抜きしてあげるんです。そうするとこっちの話を聞く余裕も出てくるんで」

「………」

　室見は狐きつねにつままれたような顔でいたが、やがてぷいと視し線せんを逸そらした。不ふ機き嫌げんそうに「生意気」とつぶやく。

「桜さくら坂ざかのくせに、……偉そうに」

　僕はのび太ですか──

　まぁ室見は間違いなくジャイアンだろうが。

　室見はパンを水で流し込み工兵を睨にらんだ。
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「あんたね、今回はたまたまうまくいったからいいけど、お客さんって言っても色いろ々いろいるんだから。適当に誤ご魔ま化かした挙げ句、かえって話がこじれることもあるんだからね。いい気にならないでよ」

「……はぁ」

　別にいい気になってるつもりはないんだけどな。

　工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せた。室むろ見みは頰ほおを膨ふくらませ、むくれている。その仕し草ぐさがまたひどく子供っぽい。拗すねているのだ。工兵は怒るのを通り越し呆あきれてしまった。

「ああ、むかつく。本当むかつく」

　運ばれてきた皿に手をつけながら室見がつぶやく。食べるペースは速い。見ているうちサラダの器うつわが瞬またたく間まに空からとなった。室見は空あいたコップを持ち上げ店員の姿を探した。その目つきがまた飢うえた狼おおかみのようで、視し線せんの先にいたＯＬが「ひっ」と顔を引きつらせる。

「あ、あの、すみません！　お水もらえますか！」

　工兵は慌あわてて手を上げ店員を呼び止めた。コップをかき集め自分と室見の水を注いでもらう。

「……まぁでもよかったじゃないですか。結果として予定通りヒアリングできたんですから」

　宥なだめるように言うと室見は鼻から息を吐き出した。頰ほお杖づえを突き物もの憂うげな表情で「まぁね」と言う。

「これであとは淡たん々たんと進められるんじゃないですか？　担当決めの件は社長にフォローしてもらわなきゃいけませんけど、今回はお客さんとも直接話せてますし、情報伝達の漏れとかなさそうじゃないですか」

「………、そんな簡かん単たんにもいかないと思うけど」

「？　どういうことですか？」

　予想外の回答に目をしばたたく。室見は片かた肘ひじを突いたままフォークの先をパスタに絡めた。

「今日きようの話、聞いてたでしょ。リプレースする機き器きは新規手配じゃなくて既き存ぞん機器の流用だって」

　そういえばそんなことを言っていた。他ほかの場所で使っていたルータを取とり外はずし今回のリプレースに当てるのだという。うちにお願ねがいしたいのは中身のコンフィグ作成とテスト。性能的には十分な機種だから問題ないと言っていたが。──

「なんか……まずいんですか？」

「まずいっていうか……リスキーよね」

　室見はつぶやくように言った。

「流用する機械に問題があっても事前に発見できない。当日設定中に何か起きても、それがコンフィグのせいか機器のせいか判断できない。せめて事前に機械を貸してもらえればテストとかできるけど、それも無理って言われちゃったしね」

　切替え日ギリギリまで代だい替たい機を使用し続ける──だっけか。打ち合わせの場ではさらりと聞き流していたが、そんな危ない話だったとは。

「あと、作業時間も平日の昼休みって言ってたでしょ？　つまりシステムの停止時間が最大で一時間しか取れないってことよ。順じゆん調ちように進めばいいけど何か起きたときのことを考えると……ちょっとね。特に今回はＶＰＮのセンター機き器きを入れ替えるわけだし」

「ど、どうなっちゃうんですか。その……何か起きると」

「通信全断。顧こ客きやくの業務停止」

　恐ろしい台詞せりふを室むろ見みはこともなげに言い放った。背筋に冷たいものが走る。工こう兵へいは額ひたいに冷や汗を浮かべ拳こぶしを握にぎりしめた。

「やばいじゃないですか」

「やばいわよ」

「な、なんで断らなかったんですか。そんな無む茶ちやな話」

「誰だれかさんが自分のことをメッセンジャーボーイみたいに言うからでしょ。全部持ち帰るって言った以上、その場で断ったりとかできないし」

「………」

　思わぬところからの反はん撃げきだった。やばい、気を利きかせたつもりが逆効果になっていたのか。

　凍りつく工兵に、だが室見は面めん倒どうそうに頭を搔かいてみせた。

「……まぁ、大丈夫よ。同一機種じゃないけど同じメーカーの機器が会社にあるから。そっちで検証すればコンフィグの整合性は確かく認にんできるはず。あとは切り戻し手順さえ確立しておけば万が一の時もなんとかなるでしょ」

「切り戻し？」

「障害が発生した時、元の構成に戻すこと。──ちょっと、これあんたに一度教えなかったっけ？」

「でし……たっけ」

　記き憶おくを探る。そう言えばＭ情報の作業をしていた時、聞いた気がした。室見の目がきゅっとすぼまる。

「質問。機器設置時に準備するドキュメントは？　ラックマウント図とネットワーク図、あと何」

「……え、えっと」

　工兵は視し線せんを逸そらした。必死で考えてみるが答えは出てこない。苦くるし紛まぎれに思いついた単語を口に出す。

「見み積つもり書しよ……とか？」

　違うよね。やっぱり違いますよね。ごくりと唾つばを吞のみうかがっていると、室見の口こう角かくが持ち上がった。

「人の教えたことを右から左にスルーとか、随ずい分ぶん風通しの良い耳ね。どのくらい風通しがよいか試してみようかしら」

　言いながらフォークを取り上げる。いや、待った。それをどうする気だ。持ち上げて、真横に構えて、切っ先を工こう兵へいの耳に向け、──うぉおう!?

「ま、ま、真ま面じ目めに刺すつもりでしたね!?　今！」

　顔をのけぞらせながら工兵は叫んだ。目の前でフォークの先端が鈍にぶい光を放っている。

「あんたみたいな鳥頭はこれくらいやらないと覚えないでしょ。いいから一回刺されときなさい。新しい世界が開けるかもしれないから」

「むしろ世界が終わります！　ってか、室むろ見みさんやっぱりさっきのこと──客先で僕が出しゃばったこと怒ってます？　余計なことしやがってとか思ってるでしょ」

「そんな器うつわの小さい人間と思われるなんて心外ね。ちっとも気にしてないわよ、あのくらい。──死ねばいいのに」

　なんか変な語尾ついたー！

　………。

　結局、ランチタイムはその後、室見の口頭試問会と化した。

　胃の痛くなるような質問攻めにあいながら、工兵は二度と室見の食事にだけは付き合うまいと思っていた。




　オフィスに戻るとカモメが脚きや立たつに乗っていた。天てん井じようのパネルを取とり外はずし中のケーブルをたぐり寄せている。彼女は工兵達に気づくと「あら」と口元を緩ゆるめた。

「おかえりー。随ずい分ぶん遅かったわね。昼前には帰ってくると思ってたのに。商しよう談だん長引いたの？」

「いえ、ちょっと室見さんと食事してきたんで。……って、何してるんですか。そんな格好で」

　工兵は怪け訝げんな面おも持もちで訊たずねた。カモメは軍手をはめ長い髪をバンダナでまとめている。本当、何してるんだ一体。

「ちょっと照明の点つきが悪くてねー。蛍けい光こう灯とう換えてもらって直らないから配はい線せん疑ってるんだけど……。お、ここかな」

「いや……だから、なんでカモメさんがそんなことしてるんですか」

「業者が今日きよういっぱい予定うまっちゃってるみたいでねー。修理に来るなら明日あしたとか言うから。──大丈夫よ、あたし、昔電気工事の仕事してたから」

　本当なんでもやってるな！　この人！

　目を白黒させていると室見が脇わき腹ばらを小突いてきた。

「何ぼうっとしてるのよ。早く荷物片づけてラボルーム行くわよ。少しでも早く今日の件、検証しとかないと」

「あ、はい」

　慌あわてて自席に荷物を置く。室見は彼を待つことなくジャケットを椅い子すに引っかけラボルームに向かっていった。

　なんだよもう、せっかちだな。メールくらいチェックさせてくれてもいいのに。

　工こう兵へいは説明資料を紙袋から取り出した。必要のない資料はすぐに廃棄、迂う闊かつに残しているとセキュリティ事故の元。──室むろ見みに教わったことだ。

　打ち合わせメモを取り分け残りをシュレッダーにかける。ノートＰＣを小こ脇わきに抱え室見を追いかけようとした時だった。

「本当、立りつ華かちゃんに気に入られてるわよねー、工兵君」

　しみじみした口く調ちようで言われた。工兵は眉まゆ根ねを寄せ振り返った。

「気に入られてる？　誰だれが？」

「工兵君が。立華ちゃんに」

　カモメは明瞭な発音で言った。小首を傾かしげ、ひどく魅み力りよく的てきな微笑を浮かべる。工兵は手を振った。

「いや……いやいや、それはないです。絶対」

「そうかなー」

「そうですよ。今日きようだって無む茶ちや苦く茶ちや怒られたんですから。客先で余計なことをしたって」

「余計なこと？」

　工兵は堀ほり留どめ証券での一件を説明した。自分の言葉がいかに室見のプライドを傷つけ彼女を怒らせたか話す。しかも彼の不用意な発言により、代だい替たい機き材ざいの検証もできずリスクの高い作業を引き受けることになってしまった。彼女が腹をたてるのも当然だろう。

　聞きながらカモメはぱちぱち目を瞬またたいていたが、やがて「……ああ」と声を漏らした。なんとも言えない笑えみが口元に浮かぶ。

「んー、そういうことか。やるなぁ藤ふじ崎さきさんも」

「？　どういうことですか？」

　なぜいきなり藤崎の名前が出てくるのか。だがカモメは質問に答えることなく肩をすくめた。

「ま、とにかく工兵君は立華ちゃんに嫌われてないよ。あの子が人を嫌いになったらね、怒ったりなんかしない。ただ無視するだけ」

「……無視」

「自分のそばに寄せつけない、……なんとなく分かるでしょ？」

　ああ、と工兵は呻うめいた。

　確たしかに、最初の頃ころ、室見は自分のＯＪＴを頑かたくなに拒こばんでいた。抱えている仕事が忙しい、素人しろうとに渡せる業務なんてない、人の面めん倒どうまで見ている余裕はない──、自分の周りに壁かべを築きずき周囲の干かん渉しようをはねのけていた。あの時に比べれば室見とのコミュニケーションは格段に増えている。ほとんど怒られるだけにしても。

　だがだからといって『気に入られている』？　……どうにも実感が湧わかない。

「桜さくら坂ざか？　いつまで荷物片づけてるの？　早くラボルーム来なさいよ」

　ラボルームから室むろ見みの声が響ひびいてくる。工こう兵へいは慌あわててノートＰＣを抱え直した。

「工兵君」

　カモメが脚きや立たつから下りていた。バンダナを外はずし艶つややかな黒髪を晒さらしている。彼女は口元から笑えみを消し、ひどく生き真ま面じ目めな表情になっていた。

「あんまり納得してないみたいだから、一つだけ言っておくけど」

　首を傾かしげる工兵にカモメは静かな口く調ちようで告げた。

「あの子──、この会社に入ってから、あたし以外とお昼ご飯食べに行ったことないのよ」




　カモメの言葉を反はん芻すうしながら工兵はラボルームに向かった。

　どうにも釈然としない。いやまぁ百歩譲ゆずって自分が室見に気に入られているとしよう。だがだとしたら自分はなぜこうも生傷が絶えないのか。今日きようだって危あやうく耳の穴を増やすところだった。あれだ、いじめの現場を目もく撃げきした大人おとなに「男の子って元気よねー、暇ひまさえあればじゃれあって」と言われている気分だった。

　……うーん。

　腕組みし首を傾げる。

　やっぱりカモメさんの勘かん違ちがいじゃないかな。たかが食事を一いつ緒しよに行ったくらいで好かれているとか。中学生じゃあるまいし。……って、そういえば室見さんの年ねん齢れい、結局訊きけていなかったな。まさか本当に中学生とか。あはは。

　………。

　まずいまずい、遅れた上にニヤニヤしていたら何と言われるか分かったものじゃない。表情を引ひき締しめて、なるべく殊しゆ勝しような顔で。深呼吸を一回、ラボルームを覗のぞき込む。

「すみません、遅くなりま」




　室見がストッキングを下ろしていた。




　………。

　工兵は石のように凍りついた。

　室見は椅い子すに腰掛け、片足を伸ばした姿勢でタイトスカートをまくり上げている。細い指がストッキングに絡まり膝ひざ上うえまで下ろしていた。

　彼女は工兵の姿を認めると眉まゆをひそめた。

「遅い、何してたのよ」

　ノオオオオオオ！

　弾はじかれたように背を向ける。目ま蓋ぶたに柔らかそうな白い太ふと股ももが焼きついていた。心しん臓ぞうがばくばくと脈打っている。

「な、な、な、何してるんですか！　ちょっと！」

「あんたがあんまり遅いから着替えようと思ったのよ。この服、窮きゆう屈くつでたまんないし」

「だ、だからってこんなところで脱がなくてもいいでしょ!?　せめて鍵かぎくらいかけてくださいよ」

　室むろ見みは怪け訝げんな口く調ちようで答えた。

「別に裸になってたわけでもないんだし、いいでしょ。何慌あわててるのよ、変なの」

　へ、変？

　変なのか、自分が。

　いやまぁ確たしかに肝かん心じんなところは見えていなかったけど。スカートもギリギリまで捲まくれ上がっていただけで付け根の部分は隠れていたし。え？　あれ……僕、過剰反応？

「丁ちよう度どいいわ、そのままそっち向いてて。着替えちゃうから」

　衣きぬ擦ずれの音が響ひびく。何か柔らかいものが床ゆかに落ちた。ごくりと唾つばを吞のみ込む。……今のスカートだよな。ていうことは振り向くと……そういう光景が見れちゃうんだろうな。ま、まぁでも別に全裸ってわけじゃないし。うん、そうそう。室見の言う通り、自分の過剰反応──




　な、わけあるかああ！




　工こう兵へいは心の中で絶叫した。

　何これ!?　なんなのこの状況。

　年とし頃ごろの男を前にしているとは思えない、呆あきれるほどの無防備さだった。一体何を考えてるのか。ひょっとして罠わななのか？　実は服を脱いだりしていなくて、誘ゆう惑わくに負け振り向いた瞬しゆん間かん、ドライバーを投げつけてくるつもりなのか？

　混乱のあまり意味不明な想像が脳のう裏りを満たす。喉のどがからからに渇かわいていた。布の擦こすれ合う音がする度たび、全身の肌がびくりと粟あわ立だつ。身体からだ中が耳になり背後の音をひろっているようだった。

「もういいわよ」

　永遠にも思える時間の末、声をかけられた。振り向くとシャツワンピース姿の室見が立っている。片手にスカートとストッキング、ブラウスをまとめ引っかけていた。

「どうしたの？」

　怪訝な表情で室見が訊たずねる。気づけば顔中の筋肉が強こわばっていた。慌てて頰ほおを挟み表情を戻す。だらだらと背中に嫌いやな汗が流れていた。

「なんでも……ないです」

　そう答えるしかなかった。室見は本当に、何事もなかったかのようにあっけらかんとしている。見ているこっちが疚やましくなってくるような無む邪じや気きさだった。

　なんなんだ、この人──

　今度という今度こそ本当に分からなくなりそうだった。天才的な技術力、ビジネスパーソンとしてのプロ意い識しき、それに相反する壊かい滅めつ的てきなコミュニケーションスキル、そして異性の視し線せんに対する無む頓とん着ちやくさ。

　歪いびつだった。一体どんな人生を過ごしてきたらこんな人格が形成されるのか。常人なら普通に歩んでくるはずの道をいくつか素っ飛ばしてきたとしか思えなかった。

　鼓こ動どうがまだ乱れている。気を抜けば衣きぬ擦ずれの音が耳元で蘇よみがえってきそうだった。工こう兵へいは動揺を押し殺した。

「え、えっとそれで何からやりましょう。検証作業」

「そうね──」

　室むろ見みは顎あごを撫なでながらラボルームを見渡した。

「とりあえず機き材ざいの準備ね。サーバルームにあるのをこっちに運んで試し験けん環かん境きようを構こう築ちく。ラックマウントされているから取とり外はずすのちょっと面めん倒どうだけど」

「あ、僕やります！」

　ノートＰＣを机に置き工具を取り上げる。不ふ審しんそうな彼女を後しり目めにサーバルームへ。照明をつけラックの間に入る。正直、これ以上彼女に動いて欲しくなかった。何せ室見は背が低い。上の方の機材とか、手が届かなければ脚きや立たつに乗ってあちこちよじのぼるのだろう。スカートでそんなことをさせたらどんな眺めになるか分かったものじゃない。

「とってくる機材は──どれですか？」

「ウニとイクラ、スイッチはアナゴで」

　スルガシステムの検証機材はなぜか寿す司しネタの名前をつけられている。最上位機種のルータは「ツナ」。誰だれが命名したかは考えるまでもない。

　薄うす暗ぐらい照明の下で目当ての機器を探す。四し苦く八はつ苦くしたあと、なんとか全すべての機材を外しラボに戻った。室見の姿は──見えない。どこに行ったのか、不審に思い見渡すと長机の下から小さなお尻しりが突き出していた。短いワンピースの裾すそから肉づきの薄うすい脚あしが伸びている。生白い腿ももや膝ひざ裏うらが妙に艶なまめかしい。

「な、何してるんですか」

　かすれた声で訊たずねると、室見は「んー」とくぐもった声を上げた。

「床ゆか下したの配はい線せん、とりまわさないと。電源足りなくて、──あれ」

「ど、どうしたんですか」

「コンセント、フリアクの下に潜もぐってて。取りづらい。……ん、このっ」

　片膝を胸に引き寄せ奥に潜り込む。反対側の脚を残したままぐいと身体からだを伸ばした。前後に足を広げたせいでスカート部分の布地が伸び、ワンピースの裾すそが捲まくれ上がる。いやちょっとそんな格好したら。……ああ、ほら。もう言わんこっちゃない！

「やります！　そっちも僕がやりますから！」

　叩たたきつけるように機材を置き机の下に潜った。

　これは──たまらない。

　額ひたいに汗を浮かべそう思う。

　ぶっちゃけ仕事にならない。室むろ見みは気にしないかもしれないが、こっちは健全な年とし頃ごろの男子なのだ。こんな光景を見せられて作業などできたものじゃない。

　カモメに頼んで、室見に作業用の服くらい買ってきてもらおう。何も専用の作業着じゃなくても、とにかくズボンとかキュロットとかパンツルックのようなものを。なんなら自分が金を出してもいいから。──

　一いつ瞬しゆん、なんで自分が先せん輩ぱいの服を買わなきゃいけないんだと思いながら、工こう兵へいは床ゆか下したのコンセントを漁あさり続けた。
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　──三日後。




　工兵は晴はる海み通りを南に向かっている。

　堀ほり留どめ証券のデータセンターは江こう東とう区の豊とよ洲すにあった。周囲には建設中の高層マンションが建ち並んでいる。まだ造成地が残っているのと道幅が広いためか空は広い。抜けるような青天の下、バスやタクシーが疎まばらに行き交っている。

　……疲れた。

　白っぽい太陽を仰あおぎ工兵は肩を落とした。

　徹てつ夜やで検証を繰くり返し作業の準備を整えた。並行して藤ふじ崎さきさん経由で社長に掛け合い、堀留証券に連絡してもらった。要件はもちろん案件担当の件。あそこをなんとかしないと安心して作業を進められない。

　室見はすっかりへそを曲げていたので客先での一件を説明したのは主おもに工兵だった。社長は相変わらず人の話を聞かず、すぐに「分かった、分かった」と言って話を打ち切ろうとする。そこをなんとか説明し顧こ客きやくに工兵達が担当だと認めさせるまで丸二日。一方で室見のしごきは今まで通りだったため工兵は気の休まる暇ひまもなかった。おまけに少しでも目を離はなすと横で誰だれかさんがあられもない格好になっていたりする。まったく生きた心ここ地ちがしなかった。正直もうへとへとだった。

「桜さくら坂ざか、遅い」

　先を行く室見が不ふ機き嫌げんそうに振り返る。

　室見はボーダーシャツにジーンズ、スポーツバッグというラフな出いで立たちだった。細身のパンツのため、くりりと形の良い小さなお尻しりのラインが露あらわになっている。生まれたての子鹿を思わせる華きや奢しやなシルエットだった。

　──こっちはこっちで大変だった。

　工こう兵へいは嘆たん息そくした。

　カモメに協力を仰あおぎ、室むろ見みの作業着を準備した。やれ可愛かわいくないだの、生き地じが固いだの、嫌いやがる彼女をなだめて着替えさせたのが今け朝さの九時。四し苦く八はつ苦くした挙げ句、どうにかそれなりの格好を整えられた。社内ならともかく客先で三日前のようなことがあったら目も当てられない。今日きようの作業を成功させるためにも、室見には常じよう識しき的てきな装よそおいでいてもらう必要があった。

　まったく……なんで自分がここまでやらなきゃいけないんだ。

　しみじみとそう思う。

　自分はもう辞めるつもりでいるのに。というか、この仕事が一段落したら今度こそ藤ふじ崎さきに辞表を渡すつもりなのに。

　本当に知らないぞ。自分が辞めたあと、彼女が外で客を殴ったりパンツを見せたりしていても。ていうか真ま面じ目めに今までどうしてたんだろう？　誰だれも気にしなかったのか、社内も客も含めて。

　工兵は溜ため息いきを一つ、憂ゆう鬱うつな表情で室見を見返した。

「そんなに急がなくても時間はありますよ。集合は十一時五十分ですよね？」

　現在の時刻は十一時二十分。ゆっくり歩いても三十分には到着する。だが室見はかぶりを振った。

「一秒でも早くついて準備しておきたいのよ。特に今回はラック周りの状況も分からないわけだし。聞いてた情報と違うところがあれば早めに手順を修正しないと」

「……それはまぁ、そうかもですけど」

　そこまで焦あせる必要があるのだろうか。何せ今回はたっぷり事前準備をしてある。コンフィグは完かん璧ぺき、問題が起きた時のリカバリー手順も用意してある。特別心配することはないように思えた。

　だが室見は工兵の逡しゆん巡じゆんを気にした様よう子すもなく早足で歩いていく。

　──まぁ、今いま更さら気にしてもしょうがないか。

　工兵は鼻の頭を搔かいた。所しよ詮せん自分はサポート役だ。室見の言う通り動くしかない。どちらかといえば自分のせいで足を引っ張ることがないようにしなければ。ええっと、作業の手順。もう一度おさらいしておかないと。──

「──桜さくら坂ざか」

　物思いにふけっていると室見が声をかけてきた。顔を正面に向けたままつぶやく。

「土ど曜よう日びのことだけど」

「土曜日？」

「藤崎さんに言われて休日出勤した件」

「……ああ」

　嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえる。社会人になって初めての休日が無む慈じ悲ひに奪うばい去られた件。それがどうかしたのか？　室むろ見みは「ん……」と唸うなったあと、躊躇ためらいがちに言った。

「カモメに言われたんだけどさ。あんたが藤ふじ崎さきさんの依頼受けたのって、休出手当がどうとかじゃなくて。その……」

　口をつぐむ。なんだ……？　続く言葉を待っていると室見は首を振った。

「……なんでもない。まさかね、あんたがそんな……気利かせるわけないし」

「なんのことですか？」

「なんでもないって言ってるでしょ。ほら、急ぐわよ」

　わけが分からない。怪け訝げんな表情で室見の背中を追う。本当に、この人は──何を考えているのか理解しづらい。

　しばらく歩いていくと集合住宅の向こうに巨大な建物が見えてきた。七階建ての横長なビル。屋おく上じようから長大なアンテナが二本、角つののように生えている。

「あ、あれですかね」

　工こう兵へいは地図を覗のぞき込み位置関係を確かく認にんした。コンビニの角かどを曲がった公園の奥、間違いない、あれが自分達の目的地、堀ほり留どめ証券のデータセンターだった。

「なんか……意外に普通のオフィスビルみたいですね」

　拍子抜けした気分だった。

　データセンター──強力な電源設備と耐たい震しん構造、各種通信回かい線せんを併あわせ持ち、情報システムの核となる施設。ネットで調しらべた時は、もっと工場みたいなところかと想像していた。

「まぁ都心型のＤＣならこんなものよ。郊外型だと研究所みたいな施設もあるけど。そういうところはアクセスが悪いから」

　メンテナンスの多いユーザーには嫌われるということか。色いろ々いろあるのだなぁ。工兵は感心した。

　───。

　データセンターのロビーは閑かん散さんとしていた。

　受付で身分確認をすませ入にゆう館かんカードを受け取る。荷物検査を終え携けい帯たい電話を預けると、職しよく員いんが作業場所まで案内してくれた。

　殺風景な廊下を進み、いくつものゲートを抜ける。奥へ進むにつれ照明が弱くなり空気が冷え込んできた。エレベーターを降りるとすぐ正面に金属製の引き戸があった。壁かべに大型のカードリーダーが見える。

「あ、そう言えば伝え忘れたてたかも知れないけど桜さくら坂ざか」

「？　なんですか」

「この中、超寒いから」

「……は？」

　ごう、と音をたて引き戸が開く。途と端たん、霧きりのような冷気が室内から漏れ出してきた。脇わきで室むろ見みがそそくさと上着を羽は織おる。

「だから、防寒具は必ず持参すること」

「遅いよ！　本当！」

　凍死させる気か！　ていうか、何これ。マジで寒い！　やばい、やばいから！

「処理能力の高い機き械かいは大量の電力を消費するでしょ。その分、発はつ熱ねつも多いからこうやって冷やす必要があるの。特にデータセンターは設置する機器の密度が高いから、機械同士の熱干かん渉しようを防ぐためにも念入りにね」

「いや、冷静な解説とかいいですから！　どうするんですか、これ。凍こごえ死にますよ！」

「大げさねぇ、そこまで言うほど寒くないでしょ」

　室見は面めん倒どうくさそうに首を捻ひねった。スポーツバッグを探り灰色のジャケットを取り出す。

「はい、これ」

　……え？

「会社で作業用に買った奴やつ。最近はカモメくらいしか着てないけど、サイズはあうはずよ」

「……わざわざ、持ってきてくれたんですか？」

　どういう心境の変化だろう。裏に画が鋲びようでもついてるんじゃないか？　工兵は恐る恐る生き地じをひっくり返してみた。何もない。………？　怪け訝げんに思い匂においをかいでみる。あ、ちょっとなんかいい香り──

　………。

　殴られた。

「ちょっと！　あんた何してるのよ!?　変態!?」

「い、いや違います。室見さんが僕のために何かしてくれるなんて意外だったんで。なんかわけありの品なんじゃないかと思って」

　室見は眦まなじりを吊つり上げたまま、そっぽをむいた。細い肩が上下に揺れている。

「出がけに気づいて取ってきただけよ。大事な作業だから、途中で気分悪くなられても困るし」

　素そっ気けない口く調ちようで言って室内に入っていく。なんだろう、優やさしすぎて気味が悪い。ていうか出る前に気づいたのなら言ってくれればよかったのに。そう思いかけて出がけのドタバタを思い出す。まぁ確たしかに出発直前は荷物の確かく認にんに夢中で室見と話している余裕もなかった。でも普ふ段だんの彼女ならそんなこと気にせず『おら桜さくら坂ざか、私の分の荷物も持ってけ。うらー』くらい言いそうなはずで。うーん……。工兵は釈然としない気分のまま彼女に続いた。

　室内は広々としていた。殺風景な空間に金属製の箱がびっしり並んでいる。白、黒、灰色、クリーム色。色合いこそバラバラだが形状はほとんど同じだ。高さ二メートル、縦たて横よこ六十〜七十センチ。前面に取っ手がつき開閉できるようになっている。サーバやネットワーク機器を格納する設備、──ラックだった。

　入って左手、窓まど際ぎわのスペースに堀ほり留どめ証券のラックはあった。番号はＡ−１０５と１０６。職しよく員いんはラックの鍵かぎを外はずすと注意事項をいくつか説明し去っていった。

「さて──と」

　気を取り直した様よう子すで室むろ見みが床ゆかに座る。スポーツバッグから手て際ぎわよく荷物を取り出し周囲に広げた。

「桜さくら坂ざか、まず機き械かいの場所を確かく認にんするわよ。ラック図と比較して、事前の情報と違いがないかチェックしてちょうだい」

「はい」

　ラック扉とびらを開け中を覗のぞき込む。薄うす型がたのサーバやネットワーク機器がびっしり詰め込まれていた。大量のケーブルが機器を繫つなぎ、蔦つたの絡まるジャングルのような眺めを見せている。工こう兵へいは手元のラックマウント図を確認し作業対象となる機器を探していった。

「ありました。ホスト名、Ｄ１７−ＲＴ０１。繫がっているポートも情報通りです」

「ＬＥＤは？　きちんと点灯している？」

「……緑みどり色いろ……ですね。１００Ｆｕｌｌ、大丈夫です」

「ＯＫ、じゃあコンソールとるわよ」

　室見からコンソールケーブルを受け取りルータに接続した。事前に回かい線せんエラーやポート不良がないか確認しておくのだ。ここで正常な部分を洗いだしておけば機器交換後のトラブルシューティングが楽になる。ついでにコンフィグのバックアップも取っておく予定だった。

　時刻を確認する。現在の時間は十一時三十五分。

　十一時五十分になれば顧こ客きやく担当者も到着する。代だい替たい機を持参し自分達に作業開始の指示を出すはずだ。それまでに準備を終わらせておければ──、気持ちを引ひき締しめ確認手順を見直そうとした時だった。

「あれ？　もう着いてたんですか」

　狐きつね目めの男性がラック列の入り口に現れていた。後ろに二人ふたり、若い作業員を引き連れている。色白で神経質そうな表情は見間違えようもない、堀留証券の担当者だった。大きな台車に段ボール箱を二つのせている。

　…………、二つ？

　一つは代替機だろう。だが、もう一つはなんだ？

「早く着いてたなら丁ちよう度どいい。もう作業始めてもらえますか。今の機械も取り外しますんで」

　担当者の言葉に工兵は目を丸くした。傍かたわらで室見も顔を強こわばらせている。

「どういうことですか？」

　室見の声は厳きびしかった。吊つり気ぎ味みの目をすぼめ顧客を睨にらみつける。

「作業は十二時からですよね。それに向けて今、色いろ々いろ準備してるところなんですけど」

「ちょっとね、事情が変わったんですよ」

　顧こ客きやく担当者は悪びれずに言った。作業中のラックに顎あごをしゃくってみせる。

「この機き器き、別の現場で使うことになってるんですけどね。業者の都つ合ごうで設置が一時からになって、今すぐ送付しないと間に合わないんです。……ああ、大丈夫ですよ。通信はもう止めていいと社内に了解とったんで」

「な──」

　室むろ見みの口がぽかんと開く。一いつ瞬しゆんの空白、次いで眉まゆ尻じりが急な角度で吊つり上がる。彼女は拳こぶしを握にぎりしめ怒ど鳴なった。

「何考えてるんですか！　新機器の稼か働どう確かく認にんも取れないうちに今の機器を撤てつ去きよするって。問題が起きたらどうするんですか？　切り戻しもできなくなるんですよ！」

　凄すさまじい剣けん幕まくだった。狐きつね目めの担当者は気け圧おされたように口ごもり不快げな表情となった。

「問題って、ただコンフィグを入れ替えるだけでしょう。しかも同じコンフィグを同一メーカーの機械に。トラブルなんて起こるわけないじゃないですか」

「何が起こるか分からないのが現場なんです！　理屈通りに話が動くなら私達エンジニアなんていりません！」

　担当者は鼻はな白じろんだ様よう子すで手を振った。

「あー、はいはい。あなた方お得意のリスクとかバッファって奴やつね。そうやって作業時間や単価を吊り上げてるんでしょうけど、おあいにく様。私らにはそういうの通じないから。今までそういうの全部削らせてコストカットしてきたんで、うち」

　ほら、外はずして外して。

　担当者の指示で若い作業員がラックに取りつく。止める間もなかった。現行ルータはバックアップを取る間もなくコンソールケーブルを抜かれ取り外されてしまった。

　台車から段ボール箱が降ろされ大きな方の包みに現行ルータが入れられる。かわりに小振りな箱から代だい替たい機が取り出された。古い機器の箱が台車に載せられ運び去られていく。室見はその一部始終を憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで眺めていた。口元がひん曲がり般はん若にやのような顔つきとなっている。はらはらしている工こう兵へいの前で作業員が新しい機器をラックマウントした。手て際ぎわよくネジを留とめ電源コードを挿さす。担当者は小さなあくびをもらした。

「じゃあ、あとはスルガシステムさん、頼みますよ」

　気の抜けた様子で壁かべにもたれかかる。そのまま物もの憂うげに手帳をめくり始めた。

「室見さん……」

　室見は強こわばった表情のまま下唇を嚙かんだ。ややあって押し殺したつぶやきが漏れる。

「……桜さくら坂ざか、作業に取りかかるわよ」

「で、でも室見さん」

　納得いかなかった。こんな風ふうに事前の段取りを無視されて、それでも黙だまって作業しなければいけないのか。誠意を持って対応しなければいけないのか。憮ぶ然ぜんとする工兵に、だが室見は首を振ってみせた。

「どんな状況だろうとベストを尽くす。それが私達技術屋の役割よ。クライアントがどんな人間でも扱うプロトコルやパケットは変わらない。いつもと同じことをするだけ」

　床ゆかに落ちたコンソールケーブルを拾い手渡してくる。工こう兵へいは慌あわてて新しい機き器きにケーブルを挿さした。

　室むろ見みはぺたりと床に座り込み、太ふと股ももにノートＰＣを載せた。目を閉じて深呼吸、心持ち顎あごを上げ唇を開く。

　息を吞のみ見守っていると鳶とび色いろの目がゆっくり開いた。顔から表情が消え上質なビスクドールのようになる。彼女は腕を持ち上げ、静かに──ピアニストが曲を奏かなで始める時のように、キーボードへ指先を落とした。

「桜さくら坂ざか、ＬＡＮケーブル」

　指示に従いクロスケーブルを取り上げる。ＰＣとルータを直結、ルータのＬＥＤが緑みどりに変わる。

　室見の指が流れるようにキーボードを叩たたいていく。画面表示がめまぐるしく変化し、ウィンドウのメッセージが切り替わっていった。二週間前の工兵なら何をやっているかまったく分からなかっただろう。だが今なら朧おぼろ気げに理解できる。コンソール接続でインタフェースのアドレスを設定、ＩＰレベルの疎そ通つうを確かく立りつしたあと、コンフィグファイルをＴＦＴＰで転送しているのだ。これなら一行一行コンフィグを打つより遙はるかに速い。

　室見は小さく息を吐き、小指で撫なでるようにエンターキーを叩いた。

「サブミットかけたわ。一いつ旦たんリロードするから、立ち上がったらケーブル差し替えて」

　速い。

　工兵はぶるりと身体からだの芯しんに震ふるえを感じた。作業開始からまだ十分もたっていない。見事な手て際ぎわだった。やっぱり──室見は凄すごい。

　パワーランプの点滅がおさまりインタフェースランプが点灯する。ケーブルの片端をルータに挿し室見を顧かえりみた。

「ＬＥＤ、安定しましたけど」

「こっちもプロンプト来た。いいわよ、本番系につないで」

　ケーブルのもう一端を上下の機器に接続しろということだ。設定さえ間違っていなければ、これでデータが流れ出す。以前ラボルームで見せてもらった時と同じだ。ｐｉｎｇを打ってパケットの行き来を確認できる。

　ネットワーク図を確認しながらケーブルの繫つなぎ先を探した。ＷＡＮ側は回かい線せん業者の端末機器に、ＬＡＮ側はファイアウォールに。

　初めての……本番環かん境きよう。

　ごくりと唾つばを吞み込みコネクタを握る手に力を込める。これ、もし違うところに挿しちゃったらどうなるんだろう。つながらない……ですめばいいけど。なんか警けい報ほうが上がったりシステムが壊こわれたりしないだろうか。

「桜さくら坂ざか、早く挿さす」

「は、はい！」

　弾はじかれたように背中を伸ばしケーブルを挿す。見み慣なれたＬＥＤの点灯、１００Ｍフルデュプレックスでリンクアップ。

　──よし、正常。

「室むろ見みさん、挿しました」

　答えを聞き終える間もなく室見がキーボードを叩たたき始めていた。事前に作っていたテスト項目を一つずつ消化していく。インタフェースのエラー確かく認にん、ＰＰＰｏＥのステータス確認、ＩＰｓｅｃトンネルの状態チェック。

　彼女はモニタに視し線せんを這はわせたまま上唇を舐なめた。

「ＩＫＥよし、ＩＰｓｅｃトンネルも──上がってる。グローバル疎そ通つう確認、ＮＴＰ同期成功。……大丈夫そうね。あとはプライベート同士の疎通を確認すれば」

　ＬＡＮ側インタフェースをソースにして対向拠きよ点てんにｐｉｎｇを打つのだ。これさえ終わればテストはほぼ完了、顧こ客きやくに機き械かいを引き渡せる。

　だがそこまで作業を進めた時、不意に室見の顔が曇くもった。

「………」

　もう一度、エンターキーを叩きｐｉｎｇ。時間をおいて再度コマンドを投入する。テンキーを押してエンター。ＣＴＲＬ＋Ｃでブレイク、再実行。──

　室見の表情は晴れない。彼女は顔を石のように強こわばらせていた。

「ど、どうしたんですか、室見さん」

　室見はゆっくりとかぶりを振った。

「……こない」

「……え？」

「ｐｉｎｇのレスがない」

　予想外の答えだった。室見は眉み間けんの皺しわを深くした。

「ｔｙｐｏ……？　……ううん、稼か働どう確認の取れたコンフィグを読み込ませてるから、そんなことないはず。……エラーで落ちているコンフィグがある？　でもｄｉｆｆは取ってるし……」

　つぶやきながらキーボードを叩く。機器の状態を再確認しているのか。だが先さき程ほどグローバルアドレス同士の疎通はとれていたはずだ。ＶＰＮも確立できている以上、プライベートアドレス間の通信は行えるはずだった。

　異常に気づいたのか、顧客担当者が歩み寄ってくる。狐きつね目めが吊り上がり不ふ審しんげな表情になっていた。

「……ちょっと、なんかあったの？　遅れるとか困りますよ、一時から処理が動くんですから」

「──試し験けん項目の一つが完了してないだけです。今確かく認にん中ですから待っていてください」

　室むろ見みはディスプレイから視し線せんを外はずさない。真剣な表情でキーボードを叩たたき続けている。

「確認中ってあなたね」

　詰め寄ろうとする担当者を工こう兵へいは慌あわてて押おし止とどめた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　今試験中ですから、あとちょっとだけ時間をください。すぐ終わりますから」

「すぐ？」

「はい、……えーっと」

　資料から作業スケジュールを取り出す。確認用に確保された時間は十二時二十分から四十分。現時刻は十二時半だからまだ余裕がある。

「ほら、今この作業ですから。大丈夫です、予定通りです」

　資料を指し示す。顧こ客きやく担当者はスケジュールを覗のぞき込んだ。舐なめるように紙面を見た後のち、不ふ愉ゆ快かいそうに身体からだを引く。

「……まぁいいですけど。頼みますよ、本当」

　鼻を鳴らし壁かべ際ぎわに戻っていく。工兵はほうっと息をついた。よかった、今は室見の作業を邪じや魔ましたくない。ここ二週間ずっと付き従っていたから分かる。今の彼女は明らかにおかしかった。何か想定外のことが起きている。彼女のようなベテランでも経けい験けんしていない事態が。

　───。

「桜さくら坂ざか、ＯＮＵ再起動かけて」

　息詰まるような沈ちん黙もくの中、室見が言った。

「ＯＮＵ？　なんですかそれ」

「回かい線せん終端装置よ。白い箱あるでしょ。棚板に」

「ああ……はい、これですね」

　先さき程ほどルータを繫つないだ箱だ。光ケーブルに注意しながら電源コードを抜く。頃ころ合あいを見計らって再度接続、ＬＥＤの点灯を確認する。

「再起動しました」

「ありがと」

　………。

　沈黙、芳かんばしい結果を得られていないのは室見の顔を見れば分かる。彼女はぎりっと奥歯を食いしばった。

「ＷＡＮ側のケーブルを抜ぬき挿さし」

「はい」

「……ＬＡＮ側も」

「はい」

「ルータの電源オフオン」

「……落とします。──立ち上げました」

　徐じよ々じよに同じ作業の繰くり返かえしが増えてくる。時刻は十二時四十分を過ぎ、予定のテスト時間をオーバーしつつあった。

「なんで……？」

　室むろ見みがつぶやく。大きな瞳ひとみに混乱の色が滲にじんでいた。

「ちょっと！　ちょっとどうなってるんですか、一体。まだ繫つながらないんですか!?」

　顧こ客きやく担当者の怒ど声せいが響ひびいた。狐きつね目めの男は工こう兵へいを押しのけ室見を見下ろした。

「状況は？　状況はどうなってるの」

　室見は視し線せんをディスプレイに落としたまま固い口く調ちようで答えた。

「拠きよ点てん間通信ができません。グローバルアドレス同士の疎そ通つうは取れますが、ＬＡＮ内のプライベートアドレスにｐｉｎｇが通りません」

「はぁ？　なんですかそれ、拠点の通信が受けられなかったら何の意味もないでしょ。設定はちゃんと確かく認にんしたんですか。アドレスを打ち間違えたりとかしてるんじゃないですか」

「……アドレスは何度も確認しています。他ほかの設定にも誤りはありません。元機き器きのコンフィグと差さ分ぶんをとってみましたけど、違う部分はないんです」

　室見は下唇を嚙かんだ。顧客は目に見えて狼狽うろたえた。

「え？　何それ。それでどうするんですか、じゃあ」

「──切り戻しましょう。さっきの機器、持ってきてください」

「いや、……いや、それは無理。無理ですよ」

　顧客の顔からさっと血の気が引いた。

「もう一つの現場も古い機器は送り返しちゃっていて、新しい機器が届かないと午後の業務に支障を来きたすんです。だいいちもう運送業者に渡しちゃってますし。取って来れないですよ」

「な……」

　工兵は呆あつ気けにとられた。ここだけじゃない、別拠点の機器も玉突きで交換しようとしていたのか？　しかもほぼ同時に。信じられないほど綱つな渡わたりな計画だった。

「と、とにかくなんとかしてください。御おん社しやにリプレースをお願ねがいしたんだから、ちゃんとやりとげていただかないと」

　顧客は泡を食った様よう子すで壁かべ際ぎわに戻っていった。構内通話用のＰＨＳを取り上げ何か話している。自社に報告しているのか。言葉の端々で「ベンダーがミスをして」とか、「ちゃんと確認させてるんで」と聞こえてくる。

　なんなんだ……あの人。

　腑はらわたが煮えくりかえる思いだった。事前の手順を無視しハイリスクな作業をさせたのはあっちじゃないか。しかも切り戻しの方法さえなくして。それを全部こちらのミスとして押しつけるつもりなのか。

　室むろ見みの様よう子すをうかがう。彼女は唇を歪ゆがめうつむいていた。ＰＨＳの時刻表示は十二時五十分、作業終了時間まであと十分しかない。

「……コンフィグをもう一度入れ直して、差さ分ぶんをとって。それで」

　室見がかすれた声でつぶやく。全すべて彼女が一度試した手順だった。何か見落としを疑っているのか、それとも確かく認にん順序を変えれば違う結果が出ると考えているのか。いずれにせよこのまま同じことを繰くり返してもうまくいくと思えなかった。

　だが今の自分にできるアドバイスはない。工こう兵へいはＶＰＮの知ち識しきなど持っていないし、切り分けの方法だって全部室見から教わったものだ。自分が知っていることと言ったら初歩的なルーティングの知識、それに機き械かいを設定する上での基本的な姿勢だけだ。──そう、余分なコンフィグを廃し、自分の理解できている設定だけ投入する。何か起きても現場で調ちよう査さ可能な設定にする。たったそれだけ──




　……あれ？




　何かが引っかかる。

　胸の奥になんとも言えない違和感があった。室見の教えてくれた仕事のやり方と今の状況。そのわずかな差異。隔かく絶ぜつ。

　───。

　考え込んだ後のち、気づく。

　そうだ、……ひょっとして。

　室見は深呼吸を一回、唇を引き結んで腕を持ち上げた。画面上にはファイル転送ソフトが立ち上がっている。ターミナルからコマンドを打てばＰＣのコンフィグがルータにコピーされるはずだ。彼女はキーボードに視し線せんを落とし親指をエンターキーに近づけた。

「──待ってください」

　思わず声を出していた。室見の指が止まる。彼女は工兵を睨にらみ上げた。

「何よ」

「コンフィグを入れ直したら五分は無む駄だにしますよね。それで駄目だったらもう間に合わないじゃないですか」

　室見は怪け訝げんな表情を浮かべた。何を分かりきったことをという表情だった。

「だから？」

「別の方法を考えるべきです」

　工兵は強い口く調ちようで言った。室見の目が大きく見開かれる。瞬まばたきを一回、彼女は苛いら立だちも露あらわに視し線せんを逸そらした。

「そんなものあればとっくにやってるわ。機き械かいの再起動、線の抜ぬき挿さし、プロセスのリセット、できることは全部やった。今いま更さら試せることなんて何一つないわ」

「本当ですか？」

「………？　どういうことよ」

「元のコンフィグ自体、間違ってる。そういう可能性はないですか」

　室むろ見みは啞あ然ぜんとした表情になった。ぽかんと口を開け工こう兵へいを見返す。

「な、何言ってるのよ。このコンフィグはもともと動いてる機械に入ってたもので。リプレースしても環かん境きようが変わるわけじゃ──」

「でも、これ室見さんが作ったコンフィグじゃないですよね？　いつもみたいに自信をもって一行一行組み上げた設定じゃない。だったら作り直すべきじゃないですか。最初から、室見さんの設定を。──」

「あんた……」

　室見は呻うめいた。ごくりと喉のどが鳴り、鼻び腔こうが開く。

「本気で言ってるの？　あと八分、ううん、七分しかないのよ」

「七分もありますよ」

　工兵は語気を強めた。室見の態度がもどかしい。違うだろう。あなたはそんな弱気な人じゃない。傲ごう慢まんで気き難むずかしくて毒どく舌ぜつ家かで、でも天才肌でどんな困こん難なんも楽々と乗り越えていく。自分がうるさく思ったのは、敵かなわないと思ったのは、こんなところで諦あきらめる人物じゃない。勝算もなく同じ作業を繰くり返す人じゃない。

「七分もあります。室見さん、しっかりしてください。いつも社長から飛び込みで何十台の機器を押しつけられていると思ってるんですか。今僕らが設定しなきゃいけないのは一台だけですよ。コンフィグだって数十行もない。五分──いや、三分だって余裕でしょ」

「………」

「最初のＯＪＴで室見さん、僕に言いましたよね。『一からコンフィグを作れ。余分な行が一つでもあったらＮＧ』って。あれと一いつ緒しよですよ。理解できているコンフィグだけ残して、他ほかは切り捨てればいい。簡かん単たんな話じゃないですか。──それとも」

　工兵は口こう角かくを持ち上げた。頰ほお肉にくを歪ゆがめ、ことさらに挑ちよう発はつ的てきな表情を浮かべる。

「人に偉そうなこと言っといて、自分じゃ同じこともできないんですか」

　───。

　殴られると思った。平手、いや拳げん骨こつで打たれても仕方ない。とてつもなく失礼なことを言っている自覚はあった。

　だが殴られても構わない。自分が嫌いやなのはここで室見が負けることだ。あの担当者に無能のレッテルを貼はられることだ。

　そんなのは──許せない。

　このいけすかない先せん輩ぱいをやりこめるのは自分だ。他ほかの誰だれでもない。自分、桜さくら坂ざか工こう兵へいだ。彼女を見返す、ただそれだけを目的にこの二週間頑がん張ばってきたのだ。室むろ見みが、自分以外の人間にやりこめられるなんて我慢できない。

　───。

　固かた唾ずを吞のみ見守っていると室見がゆっくり顔を上げた。鳶とび色いろの瞳ひとみにぎらりと凶きよう暴ぼうな光が宿る。

「……言ってくれるじゃない、新人風ふ情ぜいが」

　唇の端が歪ゆがむ。端正な顔が猛もう獣じゆうのような笑えみをたたえていた。

　ぐいと、襟えりをつかまれた。すぐ前に室見の顔がある。息がかかりそうな距きよ離り。きめ細かな肌から溶鉱炉のような熱ねつが漏れ出している。

「あたしを無能呼ばわりするつもり？」

　物もの凄すごいプレッシャー。工兵はごくりと唾つばを吞み込み、それでも懸けん命めいに虚きよ勢せいを張った。

「このまま諦あきらめるつもりなら、そう言われてもしょうがないでしょう？」

　瞬しゆん間かん、ふっと室見の手が緩ゆるんだ。瞬まばたきしたのも束つかの間ま、強い力で胸を押し返される。

「──うまくいかなかったら一いつ緒しよに土ど下げ座ざだからね」

　………！

　室見がＰＣに向き直る。ジャケットの腕をまくり額ひたいにかかる髪を払いのけた。

　工兵は目を見開いた。

「室見さん……！」

「桜坂、あんたの仕事は私を作業に集中させること。五分でいい。誰だれも私に話しかけさせないで。できる？」

　工兵はこくりとうなずいた。

　室見はふっと唇を緩めた後のち、全すべての表情を消した。十指を広げキーボードに叩たたきつける。

　空気が揺れた。

　画面上にいくつものウィンドウが開き膨ぼう大だいな情報が流れ込んでくる。初期化コマンドを発行、コンフィグをデフォルト状態に戻し一から設定を組み直していく。

　時間は──あと、四分三十秒。

　その時、背後で固い靴音が響ひびいた。

「状況を教えてください」

　固い表情の顧こ客きやく担当者が立っていた。薄うすい唇が凍こごえたように戦慄おののいている。元々色素の薄い顔は青を通り越し真っ白になっていた。

　工兵はゆっくりと担当者に向き直った。

「今、設定を組み直してるところです。もうすぐ終わりますから少し待っていてください」

「もうすぐ？　もうすぐですって？」

　顧こ客きやくの声が裏返った。狐きつね目めに激はげしい苛いら立だちと混乱が浮かぶ。彼は突き刺さんばかりの勢いで腕うで時計どけいを指さした。

「今何時だと思ってるんですか。午後一の処理が流れるまでもう何分もないんですよ。一体、何が問題なんですか？　詳しく説明してください」

「だから、そのあたりの切り分け含めて今設定を作り直しているところです。分かり次第報告しますから時間をください」

「分かり次第じゃ困ります。今問題点を教えてください」

　何を言っているんだ、この人は。

　工こう兵へいは歯を食いしばった。

　調ちよう査さ中と言っているじゃないか。切り分けの終わっていない状況で何を報告しろというのか。会話が嚙かみ合っていない、一方的に同じことを言い続けている。だいいち報告してどうなるのか？　顧客担当者が何か解決策を示してくれるのか？　──まさか。工兵には、彼がただ自分の不安を紛まぎらわすため質問を重ねているようにしか見えなかった。

「あなたが説明できないなら、そっちの──作業してる人に確かく認にんします。ちょっと、ちょっと、あなた」

　室むろ見みに詰め寄ろうとする顧客を工兵は押おし止とどめた。身体からだを割り込ませ顧客の顔を睨にらみつける。

「今、作業中です」

　顧客の顔から一いつ瞬しゆん表情が抜け落ちた。予想外の反応に虚きよを突かれたのか、だがすぐ激しい苛立ちが顔に浮かぶ。

「あんたじゃ話にならないと言ってるでしょ。どいてください、おたくの社長にクレームをあげますよ」

「構いませんよ。それで納得してもらえるなら。僕から社長に言って謝しや罪ざいさせます」

「………」

「今大切なのは何ですか。状況のレポートですか、それともシステムを稼か働どうさせることですか。どっちにしろ他ほかのやり方を試している時間はないんです。だったら最後まで僕たちに任せてもらえませんか」

「そ、それでうまくいかなかったら、どうするつもりなんです」

「うまくいきます」

　工兵は断言した。表情を和やわらげ、口こう角かくをわずかに持ち上げてみせる。

　彼は自信に満ちた表情で。

　落ち着いた声こわ音ねで。




「彼女が担当したシステムで、無事稼働しなかったものはありませんから」




　──大噓をついた。

　室むろ見みが昔どんな仕事をしていたかなど知らない。知るわけがない。実際問題として、あの社長が持ち込んでくる仕事だ、実現不可能なものもあっただろう。だが今大切なのは顧こ客きやくの不安を取り除くことだ。少々の噓うそは仕方ない。どうせうまくいかなければ、こんな噓など問題にならない次元で謝あやまることになるのだ。ならばもう言ったもの勝ちだ。

　顧客の顔から徐じよ々じよに感情の波が引いていく。怒りが消え、すがるような眼まな差ざしになっていた。これでこちらはよし。あとは──

　肩越しに振り返り室見を確かく認にんする。時刻は──十二時五十八分。作業時間終了まで、あと二分。

「………」

　室見の手が止まっている。

　鼻の両脇わきに皺しわを刻み画面を睨にらみつけている。

　なんだ、何をやってるんだ。

　時間がないんだぞ。早く手を動かさないと午後一の処理が動き出してしまう。ひょっとしてもう完了したのか？　いや、なら何も言わないはずがない。

　まさか──行き詰まったのか。

　コンフィグを一から作り直して、それでもうまくいかなかったのか。

　だとしたら終わりだ。今いま更さら別の方法を選ぶ余裕もない。

　──十二時五十九分。

　腕うで時計どけいの秒針が無む慈じ悲ひにカウントダウンを始める。

　五十秒前、四十秒前、三十秒前。

　室見は動かない。担当者の身体からだが瘧おこりにかかったように震ふるえ出す。工こう兵へいもぎゅっと掌てのひらに爪つめを突きたてた。

　二十秒前。

　思わず室見の名前を叫びたくなる。だがそれでは全すべて台無しだ。工兵のパニックは顧客担当者に伝染し収しゆう拾しゆうがつかなくなるだろう。

　十秒前。室見はかぶりを振った。

　………!?




「よし」




　つぶやき声とともに、細い腕が高々と持ち上がる。

　室見は深呼吸を一回。

　眦まなじりを決し。

　全身に気迫を漲みなぎらせ。

　伸ばした指を。
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　キーボードに叩きつけた。




　───。

　空気が揺れた。

　固かた唾ずを吞のむ工こう兵へい達の前で、ルータのＬＥＤが激はげしく点滅し始める。

　通信が始まっていた。サーバ、ファイアウォール、スイッチ、その全すべてが眩まばゆくランプを輝かがやかせている。

　慌あわてて時と計けいを覗のぞき込む。時間は──午後一時。

「──はい。ええ、今終わったところで。……処理が動いている？　本当ですか。……よかった。本当によかった」

　後ろで顧こ客きやくがＰＨＳにしがみついている。顔がくしゃくしゃに歪ゆがみ泣き笑いのような表情になっていた。

　工兵は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら正面に向き直った。室むろ見みが得意げな表情で親指を立ててみせる。

　苦笑した。まったく散さん々ざん心配させていい気なものだ。

　顔の筋肉がガチガチに強こわばっている。果たして自分はうまく笑えているだろうか。疑問に思いながら工こう兵へいは室むろ見みに歩み寄った。
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　結局、問題の原因はファームウェアのバグだった。

　今回リプレースしたメーカーのルータは、同一バージョンのファームであっても機き種しゆ毎ごとに異なるファイルを使用しているらしい。例えばＶｅｒ４・０７というファームウェアについて、機種Ａ用ならＶｅｒ４・０７（ｆｏｒ　Ａ）、Ｂ用ならＶｅｒ４・０７（ｆｏｒ　Ｂ）という具合だ。もちろん提供される機能、サポートするコンフィグは同じ。だがファイルが違う以上、ある機種で動いた設定が別の機種で動作しないことも起こりえる。そうした機種依存問題の一つに工兵達ははまりこんでしまったのだ。

　細かい話はよく分からなかったが、悪さをしていたのはＶＰＮトンネル上のＡＣＬ──アクセス制せい御ぎよリストだったらしい。代だい替たい機器のファームウェアでは仮想インタフェース上の（つまりＶＰＮのトンネルなどの）ＡＣＬをうまく扱えず、正常な通信まで阻そ害がいしていたのだという。既き存ぞん機器、及びスルガシステムの検証機器では同様のバグがなかったため同じコンフィグでもきちんと動いてしまったらしい。

　室見はコンフィグを作り直す際、一いつ旦たんＡＣＬを適用せずＶＰＮを設定した。それでうまくいったため今度はＡＣＬの設定箇所を仮想インタフェースから実インタフェースに変更、挙動を確かく認にんしたのだという。

　──以上は請け売りなので、実のところ工兵は問題を完全に理解していない。ただ状況を説明された顧こ客きやくはひどく恐きよう縮しゆくし、以降必ず検証機材を確かく保ほすると約束してくれた。さらには『他ほかのトラブル案件についてもスルガシステムさんに相そう談だんしたい』とか言い始めたので、工兵達は慌あわてて会話を打ち切った。まともな案件ならともかくトラブルシュートのみ持ちこまれても困る。下へ手たに社長経由で依頼されてもまずいので、一旦持ち帰ると言葉を濁にごし工兵達は退散した。

　そのあとのことはよく覚えていない。

　緊きん張ちようが抜け落ち、ほとんど抜ぬけ殻がらのようになって帰りの電車に乗った。横に座る室見はやたらと饒じよう舌ぜつで何か色いろ々いろなことを話しかけられた気がする。その大半は社長の愚ぐ痴ちで、残りはたわいもない世間話だったが、工兵はただただ夢ゆめ見み心地ごこちに彼女の声を聞いていた。

　連日の睡すい眠みん不足がたたったのだろう。電車の揺れに身を任せながら工兵は徐じよ々じよに意い識しきをなくしていった。

　だから、それは多た分ぶん気のせいだったのだろう。

　御お茶ちやノの水みずまであと数駅に迫った頃ころ、横にいる室見がぽつりと口を開いた。視し線せんを正面に向けたままひどく柔らかな口く調ちようでつぶやく。




「──今日きようはありがとね、桜さくら坂ざか」
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「桜坂君、ちょっといいかな」

　デスクで週報を書いていると藤ふじ崎さきに声をかけられた。

　堀ほり留どめ証券の作業から土日を挟んだ月げつ曜よう日び、終電を一時間後に控えスルガシステムのオフィスは閑かん散さんとしている。カモメは一足先に退社し他の社員も外出先から直ちよつ帰きとのことだった。なんとか直ちよつ近きんの仕事を片づけ、帰れると思っていた矢先だけに工こう兵へいはぎょっとした。

　──まさか、また飛び込みの仕事じゃないだろうな。

　恐る恐る立ち上がり振り返る。藤崎は手帳だけを携たずさえパーティションの出口にたたずんでいた。

「ミーティングスペースで。すぐ終わるから」

　にこやかな表情が逆に恐ろしい。

　丸テーブルにたどりつくと藤崎が机き上じようの書類を片づけた。工兵に椅い子すを勧すすめ自分も向かいに腰掛ける。

「……えっと、何かありましたか」

　怖おず々おず訊たずねると藤崎は苦笑した。目め尻じりが緩ゆるみ柔らかな表情となる。

「そんな構えないで。いや、ほら。そろそろ入社して二週間だからね。うちの会社で働いてみてどうだったか訊きいてみたくって」

「どうだったか、──ですか？」

「室むろ見みさんとはどんな感じ？　うまくやれてる？」

　……ああ。そういうことか。工兵は肩の力を抜いた。

「怒られてばかりですよ。……そろそろ愛あい想そを尽かされるんじゃないかと思ってます」

「そうなの？　カモメさんの話だと、二人ふたりとも仲良くやってるって聞いたけど」

　またあの人は適当なことを言って……。工兵はややげんなりしながら答えた。

「一回客先からの帰りに昼ご飯をご一いつ緒しよしただけですよ。仕事では──相変わらずです。今日きようも作業報告書、二十回くらい突き返されましたし」

　実際、以前より厳きびしさが増している気もした。何かする度たび、微びに入り細さいに入り指摘が飛んでくる。機き械かいの設定一つでも、なぜそうなるのか、どうしてそのパラメーターを選んだのか説明を求められる。一週間前の自分なら間違いなく虐いじめと思っただろう。重じゆう箱ばこの隅すみをつつき自分に音ねを上げさせようとしているのだと。

　──まぁ、こないだの作業中もさんざん失礼なこと言ったしな……。

　自じ業ごう自じ得とくだと思った。むしろ無視されていない分、まだマシと考えるべきか。ただその場合、作業帰りに電車で聞いた言葉は何だったのだろうと思う。ひどく優やさしい口く調ちようで『ありがとう』と言われた。あれは、やっぱり夢だったのか。──というか願がん望ぼう？　自分は深層心理で室むろ見みに優やさしくされたがっているとか。……ううん、いや、まさか。

「桜さくら坂ざか君がどう考えてるかは分からないけど」

　考え込む工こう兵へいに藤ふじ崎さきはやや口調を改めてみせた。

「室見さんがあれだけ誰だれかと一いつ緒しよに動くのって珍しいんだよ。普ふ段だんの彼女は打ち合わせにも一人ひとりで出て他ほかの人には手順化された仕事だけ渡すから。桜坂君を客先に連れていったのにも驚おどろいてたんだ」

「はぁ」

「あと先々週の土ど曜よう日び。僕が君を休日出勤させた件あるでしょ。あれ、室見さんに無む茶ちや苦く茶ちや怒られてね」

「……え？」

「勝手に人の部下を使わないでくださいって。物もの凄すごい剣けん幕まくだったよ。どうしても人手が必要なら自分が対応するから。新人は土日くらいしっかり休ませろって」

　工兵はぽかんと口を開けた。

　確たしかに、あの日室見は工兵の作業量を調ちよう整せいすると言った。社長の無茶振りを食い止めると言ってくれた。だがまさか藤崎にまで食ってかかっていると思わなかった。

　………。

　藤崎は「とにかく」と言葉を重ねた。

「室見さんがあそこまで人のことを気に掛けるってあんまりなくてね。彼女、技術的には優ゆう秀しゆうだけどコミュニケーション下べ手ただから。下の人間つけても一人で動いちゃうし、お客さんとぶつかることも多くてね。桜坂君がつくことでそのあたり変わればと思ったんだけど、──予想以上によい結果が出たかなぁと」

「よい結果？」

「技術的な部分を室見さんが受け持って、コミュニケーション面を桜坂君がフォローする。桜坂君、実家でお店の手伝いとかしてたんでしょ？　その時の経けい験けんを活いかしてもらえればと思って」

　工兵はぎょっとなった。驚きよう愕がくのあまり椅い子すから転げ落ちそうになる。彼は狼ろう狽ばいして藤崎を見返した。

「な、なんでそんなこと知ってるんですか。僕、藤崎さんにそんなこと一度も──」

「面接でアピールしたって聞いてるよ？　人事から回ってきた評価資料に、そう書いてあったけど」

　啞あ然ぜんとする。

　まさかそれを折り込んだ上で室むろ見みのＯＪＴを決めたのか？　自分の教育だけでなく室見のフォローも考えて。というか、ひょっとして最初の部署決めからそこまで考えていた？

『──やるなぁ藤ふじ崎さきさんも』

　カモメの台詞せりふを思い出す。……なるほど、彼女はあの時点で藤崎の意図に気づいていたのか。にしたって先読みしすぎだろ。この人。社長にやられっぱなしの顔をしながら、なかなかどうして、とんでもない食わせ者だった。

「そういうわけなんで」

　藤崎はにやりと口こう角かくを持ち上げた。悪いた戯ずらっぽい眼まな差ざしで工こう兵へいを見み据すえる。

「これからもよろしく頼むよ。室見さんからしっかり技術を吸収してもらって、お客さんとのやりとりでは逆に彼女をフォローしてあげて、二人ふたりで早くうちの部署の戦力になっていってほしいな」




　休きゆう憩けいスペースに赴おもむき自じ販はん機きのコーヒーを購こう入にゆうする。

　先さき程ほどまで誰だれかいたのか、備品の灰皿からうっすらと煙が立ち上っていた。工兵は壁かべ際ぎわのソファに腰掛けプルタブを引いた。一口つけ、あとはもう放心状態で天てん井じようを見つめる。とてもすぐ仕事に戻る気になれなかった。

『これからもよろしく』

　藤崎の言葉が耳に残っている。これから──つまり、明あ日す以降も引き続きスルガシステムの社員として頑がん張ばれってことだよな。

　………。

　無理だ──。

　理性が冷静な判断を下す。この会社に入って以来、数限りないトラブルに巻き込まれてきた。わずか二週間でこの有あり様さま。一年、いや一月居い続けたらどうなってしまうか分からない。だいいち自分はもう会社を辞めるつもりでいたのだ。室見に迷めい惑わくを掛けないため、自分の無力さをこれ以上思い知らされないため。スルガシステムを出て次の会社を探す。自分の身の丈たけに合った職しよく場ばを見つける。

　それが室見を支え部門の戦力となる？　冗じよう談だんにしても笑えなかった。

　笑えない……よな。

　───。

「何してるのよ、こんなところで」

　聞き覚えのある声が休憩スペースに響ひびいた。顔を向けると、廊下の入り口に明るい髪の少女が立っていた。やや吊つり気ぎ味みな鳶とび色いろの眼まなこ、桜のつぼみのような唇、小さな顔はいつものように不ふ機き嫌げん極きわまりない。彼女はモカブラウンのプリーツスカートにベージュのパーカーを合わせていた。フロントポケットに手を入れている様よう子すがまたひどく子供っぽい。

「室むろ見み……さん」

　室見は物もの憂うげな様子で周囲を見渡した。すん、と鼻を鳴らし工こう兵へいを一いち瞥べつする。

「週報、書き終わったの？」

「……あ」

　やばい、待っていたのか。慌あわてて立ち上がりオフィスに戻ろうとする。

「いいわよ、できてないなら。まだ休憩してて」

　室見は素そっ気けない口く調ちようで言うと歩みよってきた。呆ぼう然ぜんとする彼の横にすとんと腰掛ける。

「座ったら」

　中腰の工兵に室見は顎あごをしゃくってみせた。気け圧おされるように着席する。室見は特に飲み物を買うわけでもなく彼の横に腰掛けていた。無言でパーカーのポケットに手を入れている。

　──なんだ、これ。

　工兵は脂あぶら汗あせを流し固まっていた。

　……え？　なに、新あら手ての虐いじめ？　どうしてこの人、僕の横に座ってるの。何か言いたいことがある？　それとも僕に何か言えってこと？

　考えてみれば先週の作業について室見は一いつ切さい触れていない。あれだけ無ぶ礼れいな態度を取ったのに一言の非ひ難なんもなかった。普ふ段だんの彼女なら考えられないことだ。実は、たいがい腹に据すえかねてこの場で報復しようとしているのかもしれない。とすると今の沈ちん黙もくはなんだ。ひょっとして自分をどう締しめ上げるか思し案あんしている？　たとえばドライバーを鼻の穴につっこむとか、ケーブルで首を絞めるとか、あるいはタイラップで全部の指を縛しばり上げるとか──

「桜さくら坂ざか」

「すいませんでしたぁ！」

　飛び上がらんばかりの勢いで土ど下げ座ざしていた。額ひたいを床ゆかにすりつけ室見の慈じ悲ひを仰あおぐ。目の前にブーツのつま先があった。工兵は頭こうべを垂れたまま、ただひたすら小動物のように身を震ふるわせていた。

「……なにしてんのよ、あんた」

　呆あきれたような声が降ってくる。恐る恐る顔を上げると、室見が怪け訝げんな表情で見下ろしていた。

「……なにって、……謝あやまれってことじゃないんですか？　こないだのこと」

「こないだのこと？」

「先週の作業で、室見さんに暴ぼう言げん吐いたことです」

　室見は「はあ？」と眉まゆをひそめた。

「なんで今いま更さらそんなこと謝ってもらわなきゃいけないのよ。いいから座りなさい。ちょっと話があるから」

　……話？

　なんだろう、おずおずと立ち上がりソファに腰掛ける。室むろ見みは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま鼻の頭を搔かいた。深呼吸を一回、口を開きかけ躊ちゆう躇ちよする。また何か話し出そうとして、すぐに唇を結んだ。

　………。

　なんだ、一体何を迷ってるんだ。

　不ふ思し議ぎに思い見守っていると、室見は「ああもう」と頭を搔いた。かぶりを振り膝ひざ上で拳こぶしを握る。

「ＯＪＴ」

　彼女は唐とう突とつに言った。工こう兵へいは目をしばたたいた。

「……は？」

「ＯＪＴ、合格だから」

　キッと睨にらみ上げるようにして告げられる。




　……え？




「まだ二週間たってないけど、あんたには結構働いてもらったし。それなりに使えることも分かったから、そろそろいいかなって。……まぁ、まだ全然だけどね。あんたなんか私から見たらひよっこ同然だけど、それでもしごく価値はあるかなって思ったから」

「………」

　工兵はぽかんと口をあけた。

　予想外の台詞せりふに思考がついていかない。冗じよう談だんを言っているのか、一いつ瞬しゆんそう思いかけたが彼女は真顔だった。

　室見が面おもてを伏せる。工兵の反応が気になるのだろう、表情を強こわばらせやや上うわ目め遣づかいに様よう子すをうかがう。

「………、どう」

「どうって」

「私の下で、まだやっていく気ある？」

　口く調ちように不安げな響ひびきが混ざっている。強こわ面もてが綻ほころび意外なほど気弱な表情が覗のぞいていた。鳶とび色いろの瞳ひとみが落ち着きなく揺れている。工兵は押おし黙だまった。

　十日前の自分なら即座に断っていただろう。もともと室見を見返すつもりで頑がん張ばっていたのだ。彼女に自分を認めさせ、その後辞表を叩たたきつける。暗色の感情を燃ねん料りように自分を駆かり立ててきた。

　だが今、室見に対するわだかまりは薄うすらいでいる。彼女を上司として仰あおぐことに不満はなかった。……いや、まぁ体罰反対とか終電厳げん守しゆとか言いたいことはいくつもあるが。それはそれとして。彼女の下で働くこと自体に異存はない。だから問題があるとすれば、それはもっと大おお枠わくの話。

　果たして自分はこの会社でやっていけるのか、ＩＴという業界で生きていけるのか。──

　………。

　………。

　くそっ。

　工こう兵へいは天てん井じようを仰いだ。

　本ほん音ねのところではもう分かっているのだ。この会社に入って以来、数限りなく体たい験けんしてきた修しゆ羅ら場ば、鉄火場。それらをギリギリのところでくぐりぬけていく快感。本番システム切替え時のひりつくような緊きん張ちよう感かん。──

　こんな感覚、今まで経験したこともなかった。

　ＤＣでの件を思い出す度たび、苦痛とストレスと快感がない交ぜになり神経を冒おかしていく。バイトや家業の手伝いではけっして得られない感覚。それは麻ま薬やくのように工兵を蝕むしばみ、他ほかの可能性を色いろ褪あせさせていった。

　今いま更さら自分は他の仕事に満足できるのか？　こんな世界を経験して、これだけスリリングな毎日を過ごして。九時に出社し、ルーチンワークをこなして五時に退社する。そんな職しよく場ばに居い続けられるのか？

　………。

　あーあ。

　工兵は口元を歪ゆがめた。

　悪あく魔まに魅み入いられたときの気分って多た分ぶんこんな感じなのだろう。ひどいことになると知りながら、身を滅ぼすと分かっていながら、それでも惹ひきつけられてしまう。引き寄せられてしまう。

「……桜さくら坂ざか？」

　沈ちん黙もくが不安になったのか室むろ見みが彼の名を呼ぶ。

　工兵は視し線せんを戻しまっすぐに室見を見み据すえた。

「例の検証機き材ざい、──あれ、半分僕のおかげで買えるようなもんですよね？」

「え？」




　僕も──使わせてもらいますから。




　そう、さらりと。

　なにげない口く調ちようで。

　工兵は自分の進むべき道を告げてみた。







　あとがき




『ＳＥにだけはなるな』




　そうゼミの教授に言われました。

　余よ程ほどＳＥという職しよく種しゆに憎しみを持っていたのでしょう。彼はＩＴ業界の非人道っぷりについて微びに入いり細さいを穿うがち説明してくれました。家に帰れないのは序の口、冷蔵庫のようなコンピュータセンターで何日も寝泊まりさせられる。ロクな教育もないまま突然専門的な仕事を渡される。納期を守れないと減給、バグが出ると減給、果ては過労にともなう病院通いまで無断欠勤・遅刻扱いとされる。

『俺おれはおまえらを過労死させるために講こう義ぎしてきたわけじゃないぞ』

　男前の教授は僕らゼミ生に向かって力強く言い放ちました。

　ですが時は就職大氷河期時代。

　職を選んでいられるような余裕があるわけもなく（そして教授も代わりの仕事を推すい薦せんしてくれるわけでなく）紆う余よ曲きよく折せつの末、僕はＳＥになってしまいました。

　ただ入社当初、僕はまだ希望を持っていました。

　だって……なんとなく格好いいじゃないですか？　システムエンジニア。理系っぽいし、インテリっぽいし、企業や社会の課題をコンピュータでガンガン解決していく感じで。

　実際入社して数ヶ月はすごく楽しい毎日でした。はじめてサーバに接し、プログラミング言語を覚え、試験用の端末をネットワークに繫つないでみる。研修期間だったせいもあるのでしょう。触れるもの全てが新鮮で物珍しく、僕は自分の選択に心から満足しました。

　いや本当、今から考えると滑こつ稽けいなくらいに無邪気で単純だったと思います。何せ当時の僕は大まじめにシステムエンジニアを天職だなんて考えてたんですから。

　入社して三ヶ月目、部署への配属をもって僕の幻想は潰ついえました。そこで待っていたのは連日の深夜残業と膨ぼう大だいなコーディング作業、全体像も見えないまま次々と降り注いでくる仕事の山。

　何度身体からだを壊しかけたか分かりません。実際何人もの同期が身体や心を病み会社を辞めていきました。

　極限状態の中、僕は徐々に自分を守る術すべに長たけていきました。忙しくなくても忙しそうにする技術（もちろん次の仕事を振られないためです。みんなが必死で忙しさをアピールするためそれを上回る演技力が必要となります）、担当範囲のグレーな業務を他部署にぶん投げる技術、身体が限界を迎える前にそれらしく倒れる技術（いわゆる死んだふり）。──

　結局、入社して数年で僕は会社を辞めました。

　後悔はしていません。あのまま仕事を続けていたら間違いなく体たい調ちようを崩していたでしょうしそうでなくてもプライベートの欠片かけらもない生活を送ることになっていたでしょう。

　ただ、今でも思い出すことがあります。

　カットオーバー寸前の息詰まるような緊きん張ちよう、営業や顧客との鉄てつ火か場ばじみた折せつ衝しよう、プロジェクトクロージング時のなんともいえない達成感──

　戻りたいかと聞かれれば間違いなくノーですし、楽しかったかと言われれば全力で首を振ります。ですがあの頃ころの記き憶おくは膨ぼう大だいな熱量とともに僕の中で息づいています。結局、会社を辞めた同期の何人かは同じ業界に戻っていきました。彼らは十年一日のように同じ愚ぐ痴ち（納期がきつい・仕事が辛つらい・上司が無む茶ちや振ぶり）を漏もらしながら今日きようも元気にシステムを構築していっています。してみると、一般に３Ｋ７Ｋ残ざん酷こく職しよく場ばと罵ののしられがちなＩＴ業界も中の人達は意外としたたかに生きていっているのかもしれません。




　──さて一昨年おととしの暮れ、年の離れた後こう輩はいが就職活動を始めました。

「ねぇ先輩、私ＩＴ業界ってやつを受けてみたいんだけどどうかな？」




　絶対やめとけと言いました。




　いいかＳＥってのはな。家に帰れないのは序の口、冷蔵庫のようなコンピュータセンターで何日も寝泊まりさせられ、ロクな教育もないまま専門的な仕事を渡される。納期を守れないと減給、バグが出ると減給、果ては過労にともなう病院通いまで無断欠勤・遅刻扱いとされるんだ。──

『僕はおまえを過労死させるためにこの大学に呼んだんじゃないぞ』

　男前に言い放った僕は、だが代わりの職を紹介することもできなかったので、彼女はめでたくシステムエンジニアになりました。

　彼女が今後どういう人生を歩んでいくか、今の僕には知るよしもありません。願ねがわくは十年後に作家とかライターとか漫画原作とかやっていませんように。

　いや、本当に。




　最後になりますが、最近のＩＴ業界動向について貴重なサジェスチョンをくださったＴ社のＡ様、Ｎ社のＯ様、度たび重かさなる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一〇年四月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身、東京都在住。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞の選考委員奨励賞を受賞、デビュー。最近林檎電話がないとすっかり生きていけない体に。iPhone可愛いよiPhone。
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